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1917年 3 月に創設された日本建築協 以後、 創立周年記念事業として、その *  

出版図書一覧

会( 当H寺・関西建築協会) は、すでに H寺代の動きをとらえて単行木を出版し 購入希望者は、 (初日本建築協会事務局

H首相初期には大阪近辺で性宅博覧会や てL 唱 。 (TEL06- 6946- 6981、F AX06-

建築誌淡会を聞く 一方、当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかったE醸 の 情 報を図書の出版と 年に、図書の出版が企画さ札現在も

L ヴ形で会員にt: l l 計共していた。 継続して発行 ・販売されている出版物

*  は、以下のとおり。

日本建築協会創立70周年記念出版 日本建築協会創立60周年記念事業[ 建築技術選番J姉妹筋・四六判 2色刷イラスト入

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988

i

F- くプ口のノウハウ〉シリーズ

A 4判 企画 ・発行 日本 建 築 協 会 本 体価格1，500円 企 画 ・ 日 本 建 築 協 会 発 行 : 学 芸 出 版 社 本 体 価 格 ￥ 1，600- ￥2，800

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 1992年

A 4判 企 画 - 発行 : 日 本 建 築 協 会 本 体 価 格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50
19畔

A 4判 企 画 ・ 発 行 : 日 本 建 築 協 会 本 体 価 格1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会3001f! 1記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6判5分 1111 企画 日本建築協会建築クラブ販売価格2，500円(税 ・送料込み)

民間( 旧四会) 連合協定

工事請負契約約款 (平成2削 月改訂)

工事請負契約書 ・仲裁合意書 ・契約書使用上の留意事項・建設工事に係る

資材の再資源化等 に関する法律第13条および省令第4条に基づく書面

販売単位 2 部 1 単位とする

価 格 1単位700円 ( 税込) 送料は実費

日本建築協会事務局 (06-6946-6981) で販売

近刊平成21年3月10日 新

写真マンガでわかる建築即君管理四ポイント

管理の良い現場、惑い現場が一 目|僚然!

現場のブロークンウインドウズを見逃すな

著 者 玉 水 新 吾

四六判 224ぺージ

定価 1，900円+ 税

最新刊平成22年11月 間 発行

プロが教える住宅の植栽

門廻り、 アフ。ローチ、壁、インテリア、屋上、住空間で緑( 樹木 - 草花)

を効果的に使いこなすための知識と考え方

著者 fi 事山 宏

B 5 判 176ページ

定制li 2，800円 +税

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 轍コンクリ卜工事のチ工ツクポイント100

荒川治徳 加賀秀治

建築と音のトラブル 建築基準法制蝉規定を読みこ証すコツ

中川; 青ほか 高木任之

建築士事の祭式 第二版環境と共生する建築自のキーワド

「建築工事の祭式j 編集委員会 大西正宣

飛躍する構造デサイン 木造住宅のしくみ

渡辺邦夫 在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 惇

改司版建築物の消防法を読みζ 在すコツ インテリアコーディネー卜のl凹ポイント

高木任之 町田ひろ子監修/ 松 本 茂 村 元 俊 子 著

ブ口が教えるキッチン設計のコツ 木づくりの常識非常識

井上まるみ 上 村 武

現場で学13¥ 住まいの雨仕舞い 建築トラブルにみる常識非常識

玉水新吾 荒川治徳

住宅エクステリアの1凹ポイン卜 第三版都市計画;去を読みこなすコツ

藤 山 宏 高木任之

第三版建築基準法を読みこなすコツ 建築主が納得する住まいづくり

高木任之 玉水新吾

写真マンガでわかる 建築現場管理100ポイント ブ口が教える住宅の植栽

玉水新吾 藤 山 宏

日本建築協会創立70周年記念事業・ B5判

、己己重量暗主当士日巨

1き田守守主文hJ)(

企画 ・日本建築協会 発行 ・学芸出版社 本 体 価 格 ￥ 3，000- ￥4，000

水lこまつわるトラフJl の事例白解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇> I建築漏水J 編集委員会 須賀好富

水|こまつわるトラブルの事例解決案 入門- 建築積算

〈設備篇> I設備漏水j 編集委員会 生島道春

建物の汚れートラブル事例と解決策 建物の結露一トラブル事例と解決策

「建物の汚れj 編集委員会 「建物の結露」編集委員会
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平成23年度

来る 6 月17日 (金) に日本建築協会通 と き 2011年 6 月17日 (金) 議 題 ①平成22年度事業報告

常総会を開催いたします。 16 :  00から ②平成22年度収支決算報告

通常総会開催

通常総会終了後には、総会出席者及び ところ 大阪マーチャンダイス ・ ③役員改選の件他

会員を対象に、下記のとおり講演会並 マー卜ビル20階 総会の正式開催通知は、 5 月下旬頃に

吉野繁氏講演会

「東京スカイツリー

600m超えを目指し

てJ と会員交流懇親

会の開催

ぴに会員交流懇親会を開催いたします 東天紅

ので、多数のご参加をお願いします。

各会員あて、月 IJ 途送付します。

- 当 日は軽装でご出席下さい。

圃吉野繁氏講演会

「東京スカイツリー600m超えを目指してJ

と き 201 1年 6 月17日 (金) 17 ・00- 18: 00 

ところ 大阪マーチャンダイズ ・マートビル20階「東天紅j

大阪市中央区大手前1- 7- 31

定 員 80人 (参加費無料 ・要申込み)

来年 4 月にはオープンする東京スカイツ リー。計画をは

じめたのが2005年の 1 月なので、現段階で 6 年半が経過

しました。大規模な開発ですが、 よくこの年数で実現で

きたものだと感じています。 スター卜時から 、 タワ ーの

形状、敷地の形状、構造との三つ巴の戦いでした。

今回は、世界のタワー事例、ス カイツリーの形、構造 計

画について、設計段階の頃に時間をさかのぼ ってご説明

させていただきます。

- 吉 野 繁 ( よしのしげる) プ口フィ ル

1961年 3 月 三重県鈴鹿市生まれ、 50歳

1986年 3 月 早稲田大学大学院池原研究室修了

〈吉野繁氏講演会と会員交流懇続会} . 会員交流懇親会 1986年 4 月 日建設計入社

ともに 2011年 デザインパートナーとし て現在に至 る

申込先 制 日本建築協会総務課 会員相互の情報交換、交流、親交を深めるため会員交流 ・受賞歴

下記のいす.れかでお申し込み 懇親会を開催。 ( 2001年 日本科学未来館〉

下さい。 と き 201 1年 6 月17日 ( 金) Dupoi nt  Benedi c tus  Awar ds  ( J 7 メリカ ) 公共部門賞

T E L  06- 6946- 6981  18  :  10- 19 :  30 (講演会に 引き続き開催) L，Ar chit ettura Aut omat ic a  Awar d (イタリア) 最優秀受賞

F AX  06- 6946- 6984 と こ ろ 東 天 紅 クッ トデザイン賞2001

E mail soumu@aaj.or.jp (大阪マーチャンダイズ ・マートビル 20階)

申込み 6 月10日( 金) 締切厳守 会 費 5000円 (当日徴収)

- 会場収容人数に限りがありますの

で、お断りすることもあります。

事前にお支払いいただく場合は下記口座へ。

郵便振替口座 00910- 9- 39975

・当日は軽装でご出席下さい。 口座 名 義 社 団 法 人 日本建築協会

講演会 ・懇親会F A X申込書 ( きりとり )

1  申込区分 (0 印 をお願いします)

① 講演会のみ参加 ② 懇親会のみ参加 ③ 講演会 ・懇親会の両方参加

2.  6 月17日の通常総会出席予定 (0 印 をお願し、し ます)

① 出席予定 ② 欠席予定 ① 未定

(総会開催通知は 5 月下旬頃に各会員あて別途送付い たします)

3  懇親会会費の事前振込 (0 印をお願いします)

① あり ② なし

申 込 者 氏 名

ご 連 絡 先

ご連絡先T E L

Internati onal  I l l umi nat i on Des ig n Awar ds  2002 (北米)

日本建 築 学 会 作品選集2003

建築業協会賞 (BCS賞) 2003 

(職場 ・自宅)

建築と社会 ・201 1. 5 1  
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総会議決お知うせ

平成23年3月23日開催の平成22年度第 1 平成23年度事業計画

2回通常総会において、 下記議案が原 2 平成23年度収支予算百

案どお り承認さ れました。

1  . 平成23年度事業計画

1 平成22年度の事業概況

平成22年度の建設業界を取り巻く JJ; i境は、景

気停滞に伴う工事着工件数の減少が続いていた

が、夏以降は住宅エコポイントl I i iJ l度詩ーもあり、

住宅着工件数は微噌で、下げJl こまり感が出ている

ものの公共工事の削減寄与が続き、低迷状況から

脱しきれない 状 態があ ［ ｬ ｾｾ 、た 。

このような関境下で、改正建築士法、改正建

設業法の施行等に基つく建築物に対する信頼確

保のための法強制の成果と述築基準法の迎用改

善の成果が現れつつある 。匡l土交通省において

設計 - 工事政迎!等の業務報酬基準が改定された

が、よりその浸透が期待されるところである 。

当協会の各事業においては、それぞれの事業

におけるJ l IL理細かなコスト削減を継続するな

ど、各事業の収支の均衡に努めている 。個別の

事業については、 「建築と社会」の発行をはじ

め概ね前年度と問機の事業を実胞した。

平成17年度 以附財政の縮小均衡を図り、支/1' 1

frptl刊に努めた結果、事業収支は18年度から 21年

度の決算においても順調に惟移してきた。22年

度決11においては会員の高齢化や景気停滞の影

響等で、会員 口数、 会員数の減少をはじめ事業

収入の減少が引き続くとともあり、決算数値が

前年度より低下する見込みである 。今後とも会

只確保と収入雌保のための努力を継続していく

必要がある 。

2，平成23年度の活動方針

各;月l 設委只会の基幹事業は40年、50年の実施

年数を数え、会日の枠を越えて、それぞれの関

係者間に定着しており、その役;Uリも大きい。近

ｼ 時の建 築基準法 ・ 主ｾ築士法等の改正を踏まえ、

建築に従事する者の資質のより 一層の向上が求

められる 。

また、協会の将来のために若L、技術者のニー

ズに ｾＨ ｰ した新しい事業の掘り起こしが求められ

る。そのためには協会の枠( 会日) のみにとど

まらず、有為な人材の育成に努めることを活動

の柱として、

・会只外の一般参加者が参加|できる事業

・他団体との交流 ・述挑IjJ 業

・若手 ・1:1:1堅技術者の参加を{Ji! す卒業( 伊j i関

西の建築界Ｏｾ刑判 ・ コンクール ・ 論 習会 Ｍ 書籍

発行) 等

の充実を図る 。

2  建接と社会 ・2011. 5

協会設立100周年を見抱え、新しい事業を行

うために、平成19年1度に編集委員会のサブ委員

会として 10年委員会を設立 した。23年度から記

念事業委員会の一つに位置づけ、記念卒業を展

開する 。

①1C年委員会において、 20年度から「学生向け

込ｾ築現場見学会」および「大阪かくれたええと

こ再発見コンクール」 を実施している 。22年度

はコンクールに代えて 「大阪かくれたええとこ

再発見マ y プ」 を作成し 「大阪かくれたええと

こツアー j も実施した。今後 は次の段階に移行

する 。

②21年度から関西の建築界の人々を紹介する ぺ

ージを会誌に設け、取材には若手会民の参画を

得て、 ＱＰＰ 周年 ｬ 時に単行本 「 関西の建築 Ａｻ｜ＡＯｾ 昨像 ｪ

として発行する事業を継続する 。

①同械に笑胞している「再読 関西近代建築」

の発行事業を継続する 。

3. 平成23年度活動計画

( 1  ) 出版委員会

① 「建築技術選書j と「プ口のノウハウ J の企

画 ・編集発行

・当委員会は、建築技術の単行本発行を企画し、

出版することを目的とし、 l時代のニーズに日[1し

た新しい著者の発掘を第一義的に行い、 22年ISi

で累計'105illl の発行に迷した。

- また、新たな 出版に合わせて、この出版己?を

テキス卜とする著者の前習会を実施した。

. 23:: 1三j真においては、企画執筆1:1:1の図書をAfl 術

的に発行する 。

( 2  ) 教育委員会

①建築工事実務講習会の実施

• ｵ ｧ キ ＱＱ ＳＲ 年以降、毎年主として中堅クラスの主ｾ

築技術者を対象に、椋記講習会を実施し、平成

22年度までに延べ86回を数えている 。

・平成22年度 は、テキストを 4年ぶりに改訂し、

本部 ・東海支部ともに 1 1:1コースで各 l 匝l実施

したが、本部の参加者数は111'年より減少した。

・平成23年度は、本部 ・東海支部ともに年 1IITI 

実施する 。

①工高生デザイン コンクールの実施

・際記コンクールは、工高生の設計技能向上の

ためH

えた。

- 平成22年度は、参加校数19校、応募作品数

108点と、参加l校数は激減したが作品数は微治

であった。平成23年度も 22年度同様に実施する 。

①工高建築科優秀卒業生の表彰

.  ( 長秀な建築科卒業生を表彰することにより、

本人のf I)f鎖意欲の向上を促し、また激励するこ

とを目的とし、 lI i:l f ll 27年より実施してきた。

・毎年約180校の申青山がある 。平成23年度は会

民校及び会設［ ｬｉｉ ｾ説校を対象に 実 施する 。

④大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会へ

の参画

大阪府、 ( 社) 大阪府主主築士事務所協会、 (社)

大阪府建築士会、( 社) 日本建築家協会近畿支部

等で柿成する協議会の、諸行事の実施に協力す

る。

( 3  ) 事業委員会

①情報見学小委員会

・|時代に応、じたテーマによる催しを年 41! :I1程度

実施し、著名建築物や茶室、近代建築等の見学

会、 放ひeに話日日建築について設計者 施工者等

から話を tril くI易を設ける 。

・平成22年)ji は、見学会 を4 回( うち l 巨lは茶

室見学会) IJf lf W。平成23年) J tも、 22年度問機 4

回程度 IJfl f躍する 。

( 4  ) 編集委員会

①会誌 「建築と社会j の発行

・会誌は、大iE 6  "1三の創立以来、当協会活動の

中心にあり続け、 会員相互あるいは会員と社会

を結ぶ役 ｾｉ 討 をＪたしてきた 。

- 記事内容の、より ーl習の充実に努める 。

②青年技術者の顕彰

・満35成以下の背年技術者を対象とする青年技

術者顕彰lIi 1j)ji は22年度で第57回に迷し、建築界

の優秀な人材を社会に顕彰してきたが、平成17

年度からそのZ主義をより 一層深めるため、表彰

式及び受賞者も出席しての懇親会を併せて笑施

している 。

・平成23"1二度ーも顕彰制度を実施するとともに、

講演会、及び協会役員等や青年技術者同士の交

流の ｊ ｪｾｽ として懇親会を実施する 。

①読者と選ぶ「建築と社会j 賞の顕彰

- 会誌に掲載された本誌の趣旨にふさわしい社

会 性、 ｊ ｊ［ｾ境などに配慮した建築作品や建築に ｼ刻

する論文、記事などを顕彰する 。平成23年度も

継続する 。

④ [関西の建築界/ 群像J の発行

1Jk: I[_yの建築界をとりまく様々な分野の方々を

紹介するぺージを会誌に設け、取材には若手会

見の参闘を得て100ml年H寺に単行本「関西の建
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築界/ 詐H象」として発行する事業を継続する 。 感できる場を提供する 。 23年度も継続する 。 23年 度2 は「かくれたええとこ j が持つ潜在的な

@ i再 読 関西近代建築j の発行 ① 大阪ええとこそうせい( 創生) プロジェクト 魅力を生かすためのシンポジウムやイベン 卜を

|刻西における歴史的名建築について個々に取り の実施 実施する 。

上 げ 、 解 説 し 会 誌 に 述 載 す る 。 創 立100周 年 の ・大阪かくれたええとこ再発見コンクールを |羽 ( 6 ) 建材委員会

記念事業として述戦記事をまとめ ｩＡ ｾ Ｑ Ｑ＿として発 催 。 とのプロジェクトは、普段見過ごされそう ① 新建築材料の調査 ・検 討

行する事業を継続する 。 なまちの資源を発掘し、“ こうしたらもっとよ ・新 し い 建 築 材 料 の 品 質 性 能 の 検 討 、 設計・

( 5)  10年委員会事業 くなる" “ もっといきいきする" 等のアイデア 施工上の留意点等 の調査を行い、 会 誌 上 へ 紹介

① 建築現場見学会 を創立100周 年 の2017年 ま で 様 々 な テ ー マ で 募 を行う事業。

・次世代の建築界を担う人材の育成に繋がるこ 集することにより、まちづくりや III J おこし、賑 ・平 成23年 度 は 、 多 角 的 な 方 法 で の 建 材 の 検

とを目的として、学生向けに設計の怠図を生か わいづくりに役立てていくことを目的としてい 討 ・調査、会誌上での紹介を行う 。 また、建材

した建築現場やそれを支える筋工者の工夫、ま る。22年度は「大阪かくれたええとこ再発見コ の機能や工法の紹介についても検討する 。

た現代技術を駆使した工場での製作過程など、 ンクールj の入選場所を記載したマップを作成

さまざまな“ ものづくり" の実際を総合的 に体 配布し、その場所を巡るツアーを実施した。

2 平成23年度収支予算書 」附幻< H J'l 1伽 ら 平 成 糾 3 1 =1川 ま で ー
'I¥{立 千 1'1

科目 予算額

前年度

姥} 減 備 考 科目 予算額

前年度

:11"1滅 備考

予算額 予ｴＱ ｾ綴

I . 事業活動収支の部 旅' l ' i 交通費支出 70 35 35 
7 ) レバイト交通貨合む

1事業活動収入 通信運搬賀支出 410  430 -20  沼話、 F A X、メール、郵送等通信' l ' i

①会i'i 収入 集金i ' i 支出 650 700 ー50 全7' i . グループ会費、広告料集金手数料等

個人正会i'i 10，602 11，559 -957 14，400f I1/ 1名 消耗品質支出 1，520 1，850 ー330 HP維持7'i. PCソ7 " . トナ一、文房共外

個人正会的( J t ! J 方) 933 853 79 12，600円/ 1名 備品購入費支出 120 150 -30 。1>務所内術品

団体正会' l ' i 26，449 27，332 -883 25，000阿/ 1仁I ｦ ｾ 繕費支 ， Ｑｾ 30 40 - 10 事務所内修綿' [ ' (

準会資 8  8  01 8，4∞円/ 1名 印刷製本' l ' i 支出 50 50 0  印刷製本資

会費収入言| 37，992 39，752 一1，761 光熱水料費支出 225 240 ー15 電気代

②II"f 業収入 保険料支出l 25 20 5 火災保険料

編集委員会収入 11，725 15，025 -3，300 会誌収入、 10年委員会事業収入 租税公 認 ｾ支出 607 669 61  
消費税、法人府市民脱

契約約款l収入 4，230  4，231  契約約ぷ販売収入
消折m支出 20  30 一10 1  I l i l / 年事務所床治初

出版委貝会収入 500  500  Ol / J ' o版企画料、講Bi 参加料 建物管J m費支出 4，560 4，560 0  事務所ｬＧｬ ｦｬ Ｚｴ料 ｾｾＺ

事業委民会収入 290  290  0  兄学会、講演会参加料 幸 ｪ ｦｲ 支 ，ｾ Ｚ ｈ 1，555 1，730  175  
監査、保苛、協賞、 ｉ｢ｾ 説、未収金償却 外

教育委員会収入 1，000 1，000 0 実務講習会参加料 管理費支出百! 25.165 26，450 一1，285

建材委員会収入
。 。 0 会誌収入に合む( 新建材広告料) 事業活動支出苦| 56，454  60，436 -3，982 

雑収入 161  172 11 事業協力金、会員交流怒級会
事業活動収支差級

。
765 ー765

事業収入計 17，906 21，218  -3，312 E 投資活動収支の部

①雑収入 556 231  325 利息、派遣労働者府111安定化特別奨励金他 1 . 投資活動収入

事業活動収入計 56，454 61，201  -4，747 投資活動収入言|
。 。 。

2  事業活動支出 2  役資活動支出

①ｾ ＩｬＺ 業ＧｬＧｩ支 出 ①特定資産取得支出

111業関係人件費支出 15，534  15，523 11 事業|剥係分が3.5名 退職給付引当賢産取関支出 701  714 - 13  事業所都合による要支給自i 1@立

編集委員会事業費支出 11，815  14，023 -2，208  会誌発行授、 10年委n会事業1'( 記含111業積立預金支出
。 。

0 現状予定なし

契約約款 ￯ Ｇｩ支 ｉ ｾｧ 2，530  2，670 - 140 販売ITI 約救l山人質、送料 特定資産取得支出計 701  714  ー13

出版委員会事業費支出 130 130  
0  講座経費、 ｉ ｾ ｉ 税支払経費、委 ｴｬ 会。 ＱＱ Ｑ［Ｇ｛ＧＨ 投資活動支出昔| 701  714 一13

事業委員会111業費支出 230  230  0  見学会、 ｊｉｾｩｬ ｩ ｦ 会経費、委只会事業Ｇ｛ＧＨ 投資活動収支差額 一701 714  13 

教育委員会事業費支出 950 1，380 -430 工21生コンペ、講習会経持、委n会事業l'i E 財務活動収支の部

建材委員会'11業費支出
。 。 0 会誌発行' [ ' ( に合む 1  財務活動収入

利L支I:U 100 30 70 発送代、切手代 財務活動収入言|
。 。 。

事業' l ' i 支，'1'，; 31，289 33，986 -2，697 2  財務活動支出

①管理費支出 財務活動支出計
。 。 。

管理関係人件費支出 12，767 13，284 ー517 管里II 関係分が2.5名 財務活動収支差傾
。 。 。

退職給付支1
1
1¥

。 。 o  I lJl 1正予定なし U 予備費支出 50 50 
。

福利j厚生費支出 10 20 ー10 峨良部利厚生' l ' i 当期収支差額 ー751 一752

助成費支出 1，601  1，672 ー71 3支部への助成金、交付金 前期l繰越収支差額 47，828 47，827 1  

会議費支出 945 970 25 
総会評議日会. 理。11金、常設・特別番目会

次期繰越収支差額 47，077 47，828 751  

( t 1) 平成23年度については、f I l 入限度初を30，000，0∞1
1
1とする。

3  
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学生のための見学会

f東リ側伊丹工場J

申込は F A XかE- mai lで 1  

F A X  06- 6946- 6981  

E - mail :  h- kat ayama@aaj . or. jp J  

日本建築協会

A tt， 

宮 固

日本建築協会特別委員会 rl O年委員

会j では、100周年を見据え、新しい

事業として「学生のための現場見学会J

を実施しています。

学生のための見学会とは、建築及びテ

ザインを学ぶ学生のために、進行中の

建築現場や工場を紹介し、見学の機会

を提供するもので・す。大学等の授業だ

けでは、建築現場や工場で製品がつく

られる過程やものづくりのポイン卜を

伝えることは困難な面があります。 そ

こで教育現場からの要望を取り入れ、

その要望を橋渡しする役目を担うべ

く、この企函を 3年前より開催してい

ます。

〔申込書〕

企画第 5弾は、東リ(槻の伊丹工場です。

大正 8年創業のこの会社は、プラスチ

ック系弾性床材、 カーペ ッ ト、 カーテ

ン、ｾ装材と内装材を提供するインテ

リアの総合メーカーです。

今回見学する伊丹工場は、塩ビタイル、

クッションフロア一、カーペッ トなど

の製造過程をご覧いただきます。

教室内の講義では決して学ぶことがで

きない制作の現実を 、是非見学してみ

てください。

工場内部

名 称 東 リ側伊丹工場見学会

学 校 名 ・学 部 ・学 科

引 率 者 職 名 ・ 氏名 ( おられない場合は記入不安)

学 生氏 名 ・学 年

学 生氏 名 - 学 年

学 生氏 名 ・学 年

参加通知書送付先住所 - T  

日 時 2011年 7 月 8 日(金)

14 ・30- 16: 30 (約 2 時間)

見 学 先 東 リ(紛伊丹工場

兵庫県伊丹市東有岡5- 125

集 合 現 地

(最寄駅 J R伊丹駅・猪名寺駅)

定 員 30名

参加費 500円 (保険代、資料代)

締切日 2011年 6 月10日(金)

申 込 み 申 込 用 紙 記 入 の 上 F A X か

E - mail 

FA X  06- 6946- 6984 

E- mai l :  h- kat ayama@aaj.or.jp 

(他日本建築協会編集事業課

干 540- 6591

大阪市中央区大手前1- 7- 31

T E し06- 6946- 6981

T E L . F A X  T E L  F A X  



社団法人日本建築協会

2011 年は9 月号掲載で、応募締め切りが6月3 0日となります!

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成2 3年9 月号

「第5 8回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌日華高と社会」は毎年「青年技術渚特集号」

を企画し、すて・に57固にわたって若き優秀なプランナー、

ア キテクト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今のl碧甚に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに隈らず、計画、構造、設備、施工および

その他広く、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実積への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

58回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平成23年 7 月31日現在) 以

下の青年技術者であって、本会個人会員に限る。

( 選考時までに入会が必要です)

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募

する。

すいせん者は被すいせ八者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この隈りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは吉十画、

般設計、住宅・インテ リア設計、構造、設備、施工 、技術

開発、行政、情報、コーディネー ト等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。 ( なお、提出資料は特に指示のない限リ返却は

いたしません)

5. i青年技術者選考委員会」において選考された青年技

術者は「第58回青年技術者特集号J (平成23年 9 月号) に

掲載するとともに、表彰式を行い、記念品を贈呈する。

第58回青年技術者は、本年6月3 0日( 木) までに応募できるよう

準備をお願いします。

6. 提出資料

. すいせん用紙

請求は、本会事務局、またはすいせん依頼先担当部署ヘ0

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④ を含めてA 3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真、配置図および主要平面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

② 計画、構造、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む) 一一上に準じた資料

③ 上記以外の分野の場合 それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記① ~① のいずれかの資料の実績において、応募者

本人か閣与した砲室、 f鑓 1 立場等を明らかにし、資料中、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、ｾ Ｎ凶 ＱＹ に平易簡明にまとめたもの Ｈ 必要 ｕ 芯じ、

図・衰を用いて差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆

に限る。このコンセプトは、応募者の考え方を知る上で大

変重要と考えているので、十分配慮されたい。

?  . 提出期限 平成23年 6 月30日 (木)

8. 提出先 日本建築協会 「青年技術者選考委員会」

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイスマート ピルワ階

電話 06- 6946- 6981 FA X.  06- 6946- 6984 

Emai l :  ke門- sha@aaj .or .jp

9. 青年技術者選考委員会 (平成23年度)

委員長 設楽 貞樹/ 安井建築設計事務所常務取締役

委 員 木多 道 宏/ 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻准教授

北村 潤/ 東畑建築事務所理事設計部長

吉田 文男/ 一級建築士事務所アトリエフォJレム代表取締役

高梨雄二郎/ 竹中工務庖ブロジ工ク卜鍛推進本醐応部長( 西日本担当)

太田 寛/ 鴻池粗大阪本庖建築設計部長

桑原 進 / 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻准教授

こうやま まこと

高山 真/ 日建設計設備設計部門設備設計部長

井村 隆/ 清水建設関西事業本部設備設計部設計長

阪井 聡/ 大林組大阪本庖建築事業部生産技術部部長

山辻 直樹/ 大成建設関西支庖建築部購買管理室謀長

建築と社会 ・201 1. 5 5  



大正6年3月に誕生した日本建築協会 本建築協会主jf誌J 、さらに1年後には おりで、パックナンパーj綿入希望は、

( 当時関西建築 協会) の、機関誌 「建築と 社会j と改組し 、今 日に歪 日本建築協会事務局 ( TEL 06- 6946・

は大正6f F - 9月に 11英l西建築協会雑誌J って L、る 。 6981、FAX 06- 6946- 6984) まで。

と題して創刊 された。大正8年に 11: 1 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売fIII i絡は12∞円( 送料・消費税含) 。

「建築と社会」誌

特集一覧・1989- 2010

J

白
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山

1

v

 

1990 

v ol. 71 

1991 

v ol. 72 

1992 

v ol. 73 

1993 

vol .74  

1994 

v ol. 75  

1995 

vol .76  

1996 

vol. 77 

1997 

v ol. 78 

1998 

vol .79  

1999 

vol. 80 

2000  

v ol. 81 

2001 

vol. 82 

2002 

v ol. 83 

2003 

vol. 84 

2004 

v ol. 85 

2005 

vol. 86 

2006 

v ol. 87 

2 0 0 7  

vol. 88 

2008 

v ol. 89  

2 0 0 9  

v ol. 90  

2010 

vol. 9 1  
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1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I I  12 

・ リゾート 11' 1，¥ ・ 色の彼. t /d ・ 省力化の ・ 構造の古M ・ 崎市環境創造

・ 拶をのぞる ・ 竹中工務脂 ・ 東海の新建築 ための材料 ・ まちづくり ・ 隙覧会と ・ m市環境創造 ・ 雌とアート ・ 削 llklli 文庫 と設備H ・ 節 目 |司 ・ 刷の博覧会

輸送設刷 創立伺周年記念 と伝統技術$ 工tま と法 まちづくり と設備I 也事.l l d↑島作品集 ・ ユーザー害IJJ 1・f年技術者 パピリ オン

のハウジング

. m海のf f l I rIi ・ プレハプ ・ 盟聾車のための ・ 高強度化- ・ やわらかな ・ 都市のナイス ・ 司i 37 回 ・ 高紐盛一建物の

・ 商品化住宅 ・ ニュータウン 景 観 ・ スケール感 住宅技術の ・ 国際1?と〈 f31仁 ス 設計の多線It 住宅管型 プレイス 百年技術者 顔感性町時代

のデザイン傘 J レヰサンス ・ 佐賀市文化会め 現在と未来 緑の払見直 ピルによる をめざしてー$ ユーザーの ・ 兵Ｑｩ ｊ ｌｾ［ｴ 営締 ・ 相歌山県の を迎えての

トススタヂド 役 l' P1 の歩み 展望と量臨傘 外装材

・ 新しい都市 ・ オフ 1ス ・ * 潟支部 ・ 今. Ｉ［ｦｾ＠ ・ 込h築と土木 ・ 盟聾をめｾＮトラ ・ 空間町 Ｗ イデン ・ 自治体住宅 ・ 主 ｉｉ 築と土木 ・ スリムでタフな

空 Ｏｉｾ づくり Ｎ ｊｃ 抗日 復活 30周年 ・ 大阪東京海上 ・2252282 ・ 制 総 本uピル ・ 一般号 * プルとその鰍 ティティ 政軍への挫苫 ー椛遊技術 . 26弘 誌 、

- 1ー づ〈り叶lー ?24:  ヒ・ルディング 商果ピルによ: ・ 近畿地方建設 ・ 盟昌型地のイメ ・ きんでん写真集 ・ 大林組創業 のI i t 什 を考える
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特集・変遷する“ 身の置きどころ"

. 総論

生活空間の変化と 展 望 - r身の置きどころJ は 「心の拠りどころJ -

18  
. 杉浦久

. 各論 l

①居住空間としてのマンガ喫茶・北川啓介

①セルフビルド~家をつくることの愉しみ~・大竹誠

2 0  

22 

① 田舎で元気になろう1.越道正芳 24 

① コン ｊｾ ージョンＫ交流の場 - HOS T E L  64 Osaka- ・中谷ノポル一一一一 26

・各論 2

①東日本大震災の被災地を訪ねて・北川啓介 28 

① 日常を失った生活空間~東日本大震災における身の置きど乙ろの

たち現れかたｾ ・ ｾｴ 川啓介Ｋ米湾隆 30 

ルポ 1 ・公民館ホール

ルポ 2 ・会議室

ルポ 3 ・利室

ルポ 4 ・図書館

ルポ 5 ・体育館

.6..tf::. 
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研究の風景

4 圃，

u  gall ery 

(1) 
法令コーナー
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構造の頁

..r:::. 
再 詰ロJ し

υ  

関西近代建築

」

関西の建築界

群像

《
公開研究会

R E P OR T  

ω  inf or mat ion 

』ニ

.._. 

、俳，

。

平成23年度通常総会開催. 吉野繁氏講演会「東京スカイツ /  

I) - 600 m超えを 目指してJ と 会 員 交 流 懇 親 会 の 開 催 総 会

議決お知らせ( ， 平成23年度事業計画 2. 平成23年度

収支予算書) . 学生のための工場見学会「東リ附伊丹工場j

若き創造者たちへ「第58回青年技術者特集号j へのおさそい.

今城塚古代歴史館 8  

アスピオファーマ附神戸事業所

ザ ・千里レジデンス

水谷俊博研究室

. 武蔵野大学住環境専攻 ・都市環境専攻

pans cape. 今津康夫
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16  

3政令市( 京都市 ・堺市 ・大阪市) の建築環境総合性能 40

評価システム ( CASB E E) - 最新の取り組み~・杉本憲二・

青木巌 ・藤本晃久 ・柳原車

鋼材と木材を組み合わせた木造校舎の構造設計・小阪湾也 42 

旧大阪市立精華小学校・和国康由 43 

原 田哲 夫・影林督諭 4 8  

.f)，1境 保全部会公1m研究会

都市のみどりを使いこなす一 武田重昭一・高岡伸 50 

第 2 回ヒ 卜アイランドに配慮したまちづくり ・アイデアコンペ ~大 52

阪の夏を快適に走る~カンディンスキーと青騎士. 2011年度コレ

クション展I特集展示「伊藤文化財団設立30年記念ー寄贈作品

の精華j 大英博物館古代ギリシャ展ー究極の身体、完全なる美一

草書の美 近世 日本の書聖貴名私翁の作品から。ルオ と風景

ーパリ、自然、詩情のヴィジョンー 水・火 ・大地~創造の源を

求めてホンマタカシニュー ・ドキュメンタ リー 医療福祉建築賞

2010受賞作品 「平成22年度省エネ照明デザインアワード」受賞

作品決定

月間の動き

本文デザイン 向締 ｉ ｾＧ Ｉｌ

平成23年3，1=1分 55 
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作品柳薄顕表紙デザイン灰田瑞穂 煉影 Tomas Svab 協力 アートコートギャラリー

di ss i pa ti v e  s t r uc t ur e  B OI  2010年 / パネルにアクリル絵只/ I70X 1  14cm 

均一の間隔で空中に 浮遊する同じ大 きさのキュ ーブを配置し、そのサイ ズをあ

るパターンにそって変更し、回転させることで建築物が建ち並ぶ都市のような

} ! f i ¥: f 去を作成した 。キュ ーフ。はーっとして 平行に浮かんでいないため、安定した

地而がなく、また 柔 らかな色彩のグラデーションに相まって、知H' . t 的 なゆらぎ

を感じても らえた らと考えている 。 (柳滞鉱1)

建築と社会 ・201 1. 5 7  



フ ァ サ ド 鳥 徹

所 在 地一 一 一大 阪 府 高 槻 市 郡 家 新 町48番 B 号

敷 地 面 積一一一- 5，603. 82m

建 築 面 積一一一一2.786. 57m

延 床 面 積一一一一3，956.0 4 m

楠 造 規 模一一一- 8進

工 期一一一一2010年 6 月- 201 1年 3 月

周 途一 一 一博 物 館

最 寄 駅一 一 一J R東 海 道 本 線 領 津 宮 田 駅

帰 影一一一一エスエス大阪/ 沼 田 裕 一 (林設計事務所)

1階平面図



由甲

建 築 主 高 槻市

設 計 ・ 監 理 林 言宣言十事 務所

施 工 イ チ ケ ン 栗 田 三 和 共 同 企業 体 ( 建築工 事 )

西 部 広 沢 共 同 企業 体 ( 電 気 設 備 工 事 )

精 研 竹村 太陽 共同 企業 体 (機 械 設 備 工 事)

今 城 塚 古 代 歴 史 館

1m事北部、 三島平野の中央部に 6 世紀前半のi5噴H寺代に築造

された、其の継体天皇殺ではないかと考古学会で議論されて

いる国史跡 「今城塚古墳」がある 。

高槻市は、古漬の保存を図るために、 II g利33年から約50年

かけて史跡の公有地化 を進め、平成 9 :11三以降、継続的に発榔

調査を行い、この史跡のJ u j J jJ を防ぐことを目 的に、 「史跡公園」

と位世づけ、平成16年から古墳の復元撃的作業ーを進めてき

た。この史跡公園整備事業のー裂を但うのが 『今城塚古代歴

史館j である。館内は、古墳H寺代をテーマとした常設展示室、

特別展の企画展示室、出土物収jl被郎、部がi等に利用できる 映

像研修室、地倫製作体験ができる体験学習室等の諸室がエン

トランスホールを中心に機能的に配13されている。外観は、

主ｾ物の雨にある史跡公 ｉ ｍ ｉ への誘導を［創 立 ｼ して、 ｉ 性 ｬ 而柿成 とし

ている 。

fl 宣言|に際しては、文化庁の指導のもと、 「エアタイト展示ケ

ース ・2差点ガス消火耐圧|均装 ・当紗十線カ ッ トガラスカーテン

ウオール ｊ 令Ｚの 仕 様を 組 み込んで、重ｾ文 化財 の展示が 可能

な施設としている 。 ( 展示は別発注工"10

(噌|王l絡ー /林設計事務所)

エントランスホール

地 域 情 報 室



前 庭 (※ 1 )  



由甲

建 築 主 鹿 島 リー ス株 式 会 社

言宣 言十 K A J IMA  D ES IG N  

施 工 鹿 島 建 設 関 西 支l苫

アスビオファ- マ株式会社

事l' 戸のポートアイランドに建つ創薬のための研究所である。

アスビオファーマは第一三共クeループの中でベンチャ- ( r ，}1'j 'j 料をもっ企業とし

て位凶づけられており、本建物には風通しのよいユニークな企業風土と神戸ら

しさを表現することが求められた。

f日途としては、特殊笑験室、薬理、探索、合成、そして本社機能が備わってお

り、コンパクトな規模の中に最新の創薬コア機能が用意されている 。

北似11に面する執務エリアは、道路を扶んでベーリンガーインゲルハイムの研究

所と正対しており、見合いを防ぐことと、斜め方向からの西日を遮ることを目

的に 、 北面の外 装は、 ＲＳＰ 枚の 押出成Ｉｾセメント板のルーパーにより桃成され

ている 。

1附が終f妹実験室エリアのため、受付を 21精とし、受付 までの上 F移動の空1m

としてガラスボックスのエントランス空11討を配位している 。 そこで来訪者は、

エスカレータにより上下移動しながら、水線組しに前庭の|眺めを立体的に楽し

むことができる。

インテリアは神戸の地形になぞらえ、海から 111、そして空へと上昇していくと

とをコンセプトとしており、 1 1精ではYfi j をII IJ 示する水継を、研究フロアでは山

の架笑をH告示するビタミンカラーを、 6階では空や大気を i暗示するカラーリン

グを胞している 。

ランドスケーフ。は盛土による段差を築き、立体的な地形とするとともに、沿岸

地であるが般の府

タ五11に瀬戸内の海へと沈み行く太陽を眺めながらラウンジに腰掛けていると、

神戸空港から飛び立ったジェッ 卜機が大き く脱凹して L 、く 。 それを見ながら、

この研究所で生まれた新薬が世界へと飛び立ち、病に苦しむ多くの人々の命を

; 放ってくれることを願った。 ( 千葉洋/ KAJ IM A DESIGN)  

所 在 地一一一神戸市中央区港島南町6- 4- 3

敷地面積一一一一一10，000. 01ni 

建築面積一一 - 4，291. 34ni  

延床面積一一一16，431. 95ni

構造規模一一一R C 造 地 上 6 階

工 期一一一一2009年 6 月- 2 010年 7 月

最 寄 駅一一一ーポートライナー 先端医療セン合一前駅

撮 影一一一一※ 1 松 村 芳 治

※ 2 山崎浩治( 伸和)

1 階エントランス( ※ 1 )  

6 階ラウンジ( ※ 1 )  

執務エリア内のセンタースペース (※ 1 )  

執務エリア内の吹抜階段 (※ 2 )  





I H  

建 築 主 住 友 商 事 側 ・阪急 不 動 産 附 ・オリ ック ス 不 動 産附

設 計 ・監 理 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務l苫

ザ- 千里レジデンス

千里中央駅前再整備事業の最終プロジェク 卜

大阪の中心部と 北摂エ リアを結ぶ御堂筋線のターミナル駅前に位位する複合

型集合住宅である。千里中央駅前再2主的事業のi艮終プロジェクトとして、既

存者Wfli 機能の活性化と、 商業 ・生活文化ゾーンにa 宅機能の付加 を、目 的と

している。低層部には駅前の立地特性を活かした商業Iftli 設を配し、駅前広場

と一体とな った賑わいある街並みを形成している 。

千里に相応しい 「上質な暮らしJ

フラットなスラブと丸柱を積層させた椛造計画により、 ｾ ｲ ｬ｜ｬ を広く大きな ｉｊｦ ｬ 門

を附果、千里の緑山、な ｉｾ 出と大阪者 Ｑ Ｑ 心剖 Ｑ まで 一 望できる ｼ ｝ｽ倣 的 な住関境を実

現した。自然素材で桃成した共用部のインテリアや家具は、「すま L、J として

心地良い空間を剣，' : 1: ' ，。また、「たくさんの里 ちさと」をテーマに、千里を代表

する竹 林 紅葉、積層した石の造形等、伝統的な要素を問桃築した美しい庭を

ラウンジに面して配するなど、千里に相応しい「上質な諮らしj を感じる事が

できるシークエンスを生み出している。 ( 河合哲夫、立本 良/ 竹中工務庖)

全 体 配 置 図

ラウンジより「千里の庭」を望む

コーナー住戸内観、大阪都心部まで一望できる

アプローチよりエントランスを望む

千里の原点「たくさんの里J を継承した 「千里の庭j

司、

2 層吹抜けラウンジ ( 工ントランスより)



- 研究室の紹介

水谷俊博研究室は武蔵野大学環境学部環

境学科住環境専攻 ・都市環境専攻の設計 ・

計画系の研究室です。2006年 4 月に発足

し、乙の春 5 期生が卒業( 合計約70名程が

建築の世界にはばたいたことになります)

し、 6 年自に突入しています。研究室の活

動は大きく 3 つのテーマがあります。 l つ

めは建築の設計、デザイン。実施設計を通

して、建築の設計プロセス、デザイン手法、

などを実践的に学習していきます。 2 つめ

は、木造構造物の flliJ 作( 平たく 言 うと「モ

ノづくり 」 ということでしょうか) 。ある

意味、施工といってもいいかもしれません

( いわゆる建築施工学とは異なりますが) 。

プロダク トにいたるまで実際にモノをつく

ることによりデザインを学んでいきます。

3 つめは、まちづくりです。これもいわゆ

る都市 ・地域青|企画学のまちづくりというこ

ととは異なりますが、さまざまな地域にお

いてアートワークショップの実践をおこな

うことにより、 空間と地域( の人々) をむ

すびつけていく取り組みをおこなっていま

す。私自身学生時代は京都大学で内井昭蔵

先生と布野修司先生という 2 人のいわば対

照的な( !  ) 先生方に御指導を受けました。

設計からまちづくりまでの守備範囲は、こ

のお二人の師匠の影響といえます。

t  

「右手で設計、左手で研究」 という布野

修司先生の厳言が水谷研のベースになって

いるともいえます。

- 建築の設計・デザインへの参画

研究室では公共施設から住宅の設計ま

で、 実施設計をベースにした建築教育をお

こなっています。201 1年 2 月に開催され

た 「前橋市美術館( 仮称) プロポーザ、ルコ

ンペティション」において最優秀賞に選定

されました。本プロジェクトは2012年度

までの本研究室におけるメインプロジ、ェク

トになります。その他2008年の町田市鶴

川駅前公共施設設計プロポーザルで入選の

他、住宅の設計にも 学生が参画する場を設

けています。10ff The  WaIJ -石神井台の家」

( 2010)  ( 住まいの環境デザインアワード

特別賞( 東京ガス主催) ) や 10ne Pl us (+)  

One 羽鳥の家J ( 2007年) などは設計や一

部施工に参画し、建築雑誌などでも紹介さ

れています。 これらの実施設計における経

験は学生の卒業設計にと って、 実践的なト

レーニングの場にな っており、例年学生設

計優秀作品展( 主催: レモン画翠) 、 全 国

学生卒業設計コンクール( 主催・ J IA) 等

に出展をしています。 ( 2009年に加藤夏美

さんが銀白( J IA) 、2007年に平田悠さんが

レモン日( レモン展) を受賞しています。)

石神井台の家内観( 研究室のゼミ生が、一部設計の他、家具の施工にも携わっている)

3  小金井市( 上) と西東京市のワークショップ

(水谷研学生 5期生 (上)、3期生 (下) と共に)

・地域・行政との連携

研究室では設計活動の他、地域の行政や

自治会などが主催するプログラムにも積極

的に参加しています。

2010年、小金井市公民館主催事業 「地

域センター施設研究講座」においてワーク

ショップを開催しました。小金井市公民館

が進める地域センター建設事業に先立ち、

市が連続全 13回の 「地域センター施設研究

講座」を開催。そのうちの 4 固にわたり市

民ワークショ ップを企画、開催。地域セン

ター建設にむけた提案を建築ワークショッ

プにより市民から募りまとめました。

2008年、西東京市が進める総合計画( 後

期基本音|画) 策定プロジェク トの一環によ

り、大学生ワークショップに参加。田然、

杉JI 沢、東伏見 3 地区の地区調査をおこない、

まちづくり活性化にむけた提案を市民公開

のプレゼンテーションによっておこないま

した。

また、デザインの実践の展開もおとな っ

ています。回東京市田無駅前のショッピン

グセンタービルの情報カウンタ ーの設言十

( 2006年) です。単なるサービスカウンタ

ーづくりの要望から発展させ、地域全体の

情報基地としてのプログラムを実現しまし

た。ゼミ活動の内容は F M西東京に紹介さ

れました。
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5  木でつくるプロジェク卜授業講評会の様子

- 木でつくる取り組み

設計と並行して、実際にものをつくると

いう活動を通してデザインの考え方、プロ

セス、方法を学んで、いくプロジェクトを展

開しています。そのひとつは「いすヲつく

る」プロジ、ェク ト。東京整術大学の波j @浩

幸さんに指導をお手伝い頂いています。毎

年新たな諜題を設定し( ちなみに今年度の

諜題は 110秒後の世界、または自分が知ら

ない| 時間を感じる瞬間。そんなときに ζ し

かける精子J) 、そのテーマに対して「いす」

によりどのようなデザインの回答が可能か

ということを問いかけています。

活動の展開として、東京デザイナーズウ

ィーク 2010ヘ出展をしました。作品名はI i ' I n

A  Savanna.no  6，438本の木の線材によ って

創り出された椅子のインスタレーションは

学校部門GRAND AWARD日( グランプリ) 、

及び学生日を受日しました。

また、活動の枠を地域へと広げる取組も

おとなっています。2006年、商r . 5 街活性

化を目的とした取り組みとして、西東京市

伏見商j苫会において「ベンチでまちづくり」

プロジェク トを開催。コミュニティ活性化

へのー企画として、ベンチのデザインから

制作をおこない商庖会にコミュニティベン

チを設白。 3 年生のゼミ活動とリンクし商

庖会との企画会識をへて実現さ れました。

活動の綴子は朝日新聞等で紹介されました。

6  T DW2010出展。学校部門グランプリ受賞

7  越後妻有アー卜卜 リエンナーレ出展

- 建築とアートの連続

また2007年より継続して仮設木造建築

物の設計、制作をおとなうプロジェクトを

おとなっています。セルフビルドでの施工

が前提となるため、誰でもつくれる工法を

ベースに、木材の組方や既成金物の工夫に

より、木質材料の可能性や設計と施工を区

別しない、いわば建築生産の可能性を探っ

ています。

2009年には大地の芸術祭越後妻有アー

トトリエンナーレに出展をしました。作品

名は 『アーチの森2009.n。新潟県十日 III J 市

越後妻有交旅館「キナーレJ ( 設計 原広司)

の中央に木造の立方体フレームで構成した

池を縦断する大胆な回廊を創出。施工は完

全なセルフピ、ルドで、巨大な 4 m角から、

手のひらサイズの4. 5cm角のアーチまで計

17個のユニッ トに より形成。作品は多数の

来場者に楽しんでいただきました。

また2010年に木造仮設建築物の作品 『ア

ーチの森20 10.n を武蔵野市クリ ーンフェ

ス2010のメインゲート として出展( 会場 :

武蔵野市クリーンセンタ ー) 。クリ ー ンフ

ェスの会場の演出及び活性化促進をおこな

いました。作品展示の様子は建築系の雑誌

に掲載され、「エフエムむさしの」におい

て放送されました。

- ワークショ ップの展開

研究室発足当初からさまざまな コミュニ

ティ単位において地域活性化へのプロジ、エ

8  武蔵野クリーンフェス出展の「アーチの森」

9  池袋本町商庖会のワーク ショップの様子

クト展開をおこなっています。デザイン ・

設計の実践 というととをターゲ、ッ トにすえ

ながら、グループワー クによる空 11'11デザイ

ン等の企画、ワ ークショップの実践をおこ

なうことを目的にしています。12.Q区池袋

本11I J r夏休み児童絵画展』、『エコ ・キャン

ドルナイト& ワークショ ップ展.n ( 2007 

年) 、武蔵野市吉祥寺シアターカフェ 『み

んなでつくる写真展.n ( 2008年) 、多摩六

都科学館アー トワー クショップ展 『幸せの

イヌ一人々の幸せの メッセー ジをカタチに

一.n (20 10正下) などを開骨E しました。

- 設計系研究室が学生ヘ伝えられること

このように、さまざまな建築の展開を考

えながら学生たちとプロジ、ェク トに取り組

んでいます。建築設計業界も元気がない状

況にありますが、なんとか学生のみんな に

は野を描いて欲しいと 思います。そう考え

ると研究室でのさまざまな活動や経験によ

るブ レー クスルーする感党を大切にして欲

しいと熱烈に感じています。僕はいつも学

生たちに 『ぶっ生き返せ! .n と伝えてます

し、これからも伝えいきたいと考えています。

学生たちの今後の活躍に期待しています。

(文i 'l : 水谷俊博)

写真撮影浅川敏 ( 7 ) 、水谷研究室 (その他)

活動の詳細は水谷研究室のHP

http://k-13. jp/M一lab./' を参照してください。

10 吉祥寺シアタ ーカフ ェのワーク ショップ
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今津康夫

昨年、設計させて頂いたパン屋さんのインテリアデザインです。

独立すると 、勤めていた時のように大規模プロジェク卜を依頼される

訳もなく 、巡り会った仕事に取り組んでいる聞に、 l苫舗デザインを依

頼されることが多くなりました。

最近特に思うことは、「庖は街と連動してる」ということです。

それは、単に経済活動だけではありません。 1つのお庖ができること

で、 そこに訪れる人の生活に影響を与えることができます。前を通る

だけの人にも賑わいや明るさを与えることもできるでしょう。

庖舗はパブリ ック聞き、同時に大きく働きかけることができるのです。

不特定多数の人が同時に居合わすことが出来る貴重な場なのです。

それは 、建築を思考するときの最も大きなモチベーションの 1つでし

た。庖舗デザインは建築デザインと分けて考えられがちですが、小さ

な美術館 (/ ｾブ リ ッ ク Ｉ いくつも街につくるんだという気概で、日々取

り組んでいます。

今津康夫 ( いまづ やすお)

1976年 山口県生 まれ

大阪大学大学院修了

遠藤剛生建築設計事務所

ni nki pen! 一級建築士事務所開設

Resi dent i al  Li ght i ng Awar d 2006 入選

2001年

2001- 2005年

2005年

2007年

2007年

2008年

2010年

2010年

J C O Oesi gn Awar d 2007 銀賞

42nd S OA賞 最 優 秀 賞/ 青木淳賞

J C O Oesi gn A ward 2010 新人賞

Tokyo Mi dt own Awar d 佐藤卓賞

企画編集倉橋尉仁 (作品作風小委員会)



特集

変遷する“ 身の置きどころ"

このたびの東日本大震災によって被害を受けられた皆様に、心からお見舞い申し

上げます。

2 月某目、昨年末より開始した本特集の企画もようやく大筋が定まるに至った。

ここ数年の社会、政治経済の変化にともなう、われわれの暮らしや生活空間に生

じた変化に焦点を当て、その変遷と背景をあぶり出そうという 内容であ った。価

値観の多様化、拡張とポーダレス化を受けた生活空間は、単に“ 住まい" という

従来型の言葉で語ることが相応しくなく、ここでは“ 身の置きどころ" と呼ぶこ

とになった。

3 月11 日に起きた未曾有の大震災により、状況は一変した。被災された多くの

方々が避難所で生活することを余儀なくされた。われわれの全く予期しない形で

の “身の置きどころ" がいたる場所で発生し、テレビなどを通じて知ることとな

った。中途半端になることを懸念しながらも、先に予定した記事の後半半分を、

避難所のルポルタ ジュに充て、特集号を二本立てとすることとした。

避難所のルポは、専門家による空間観察者としての視線で書かれているが、 j百々

とした記述の中にも人々が寄り添い過ごし、交わる様が少なからず伝わってくる。

冒頭の総論で杉浦先生が述べているように、“ 身の置きどころ" を論ず、る時には“ 心

の拠りどころ" も携えることを忘れてはならない。

本特集企画担当・神谷浩司

- 総論

生活空間の変化と展望" ， f身の置きどころ」は「心の拠りどころ J ' " / 杉浦久子

. 各論 1

①居住空間としてのマンガ喫茶/ 北)1 1啓介

②セルフビルド~家をつくることの愉しみ" ' / 大竹誠

③田舎で元気になろう! / 越道正芳

④コンパージョン+ 交流の場"' HOSTEL 64 Osaka' " / 中省ノボル

. 各論 2

①東 日本大震災の被災地を訪ねて/ 北川啓介

②日常を失った生活空間~東日本大震災における身の置きどころのたち現れかた" ' / 北川啓介+ 米津隆

ルポ 1 ・公 民 館 ホ ル

ルポ 2 ・会議室

ルポ 3 . 和室

ルポ 4 ・図書 館

ルポ 5 ・体 育 館

本特集企画担当・インテリア・住宅系分科会より

事l'谷浩司/ 黒柳苑/ 戸井賢一郎/ ペリー史子/ 問沸l一陣



生活空間の

変化と展望

，.._， r身の置きどころJ は

「心の拠りどころJ"'_'

l昭和女子 大学 大学院 教 授

杉浦久子

1958年東京生まれ。87- 89年早稲田大学大学

院修士諜程修了 ( 建築) 0 89- 92年フランス国

立建築学校、 94年仏国建築家資格取得、92年

から耳. u工、 H百平[欧、子大学大学院環境デザイ ン研

究専攻教授。

作品。 1995年 「仙台メディアテーク建築設言|

競技優秀賞J (古谷誠話氏と共同) 、2002年SD

Review入選 (蚊帳のウチ) 0  2003年、 06年、 09

年 「越後妻有アートトリエ ンナーレJ 出展( 雪

ノウチシリーズ) 0 2010年、11年 rShibuya1000

1民J (渋谷駅構内) 出展。

2000年より 「サイト・リノ ベー ションj 活動を

展開中。

18  建築 と社会 ・201 1. 5

2008年、日本建築学会の会報誌『建築雑誌』

4 月号にて「拡張する 『私んち.1 ?  J という

特集記事を、当時の編集委員として企画し、

書いた。今回、「変遷する“ 身の置きどころっ

特集において、 「生活空間の変化 と展望」 と

いうタイトルで原稿のご依頼をいただいたの

も、上記の特集が関係しているというお話で

あった。

あれからはや 3年。すでに 3年前からその

兆候は現れていたが、現在、様々な規範や価

値観が大変革しつつある。この問、世界はさ

らに、どのように変わったであろうか。と考

え始め、いざ蓄とうと思っていたところ、こ

の大震災であった。「変遷する“ 身の置きど

とろ っ、「生活空間の変化 と展望j というテ

ーマは大変根源的な聞いとして、私に突きつ

けられているように思え、なかなか ｾ ｾが進ま

なくなり、困った。

だが、とにかく、 2008年から今までの経

緯を少し書 くことにしたい。当時の解題、ま

とめからの抜粋を以下に記すことにする。

.2008年

一私的空聞かうのアプローチ

『建築雑誌.J 2008年 4 月号では、特に公共

性と対111寺する概念としてある私性の側から、

公共性を逆! 被射してゆく 。

偏在、表出、拡張してゆく私性は、あらた

な公共性を生む可能性を持ちうるのであろう

とは、ひるがえ って、その家の主の私性がま

ちに表出す ることと同意でもある。

さらに、コミケ( コミ ックマーケッ トの11硲)

に集まる集団のように、共通の趣味を通じて、

たくさんの私的な集団が公共の場に突然、わ

くように集ま ってきたりする。ネッ トや携帯

で繋がり、新たな関係性が生まれ、ある極の

コミューンが形成されているように思える 。

一方、拡張する私性とは逆方向に、ゲーテ ッ

ドコミュニティやひきともりなど、社会や公

共的なものから積極的に閉ざそうとする私性

も見受けられる。

このように今日、公 ・私の境界が変容、 |控

除化する流れの中で、公共空間について考察

するためにも、私的空間の側からのアプロー

チを試みた。

- 公共空間と私的空間の交錯

拡張する 『私んち j ? がもたらすものは、

公共的空間に私的空間が広が ってゆくだけで

はなく、私の家の中に公共的なものが入 って

きたり、私4性が公共空間に表出 してゆき、和

極的に他者と関わりを持ちながら交流が起こ

ることで、新しい公共性・私性の概念が生ま

オ1 そうなことではないかと思う 。

実際、ネッ トなどを通じて様々な新たなコ

ミューンのような繋がりが生まれつつあり、

現実の場所でも交流が始ま っているようであ

る 。 Ｈ またこの特集の ｾｉ Ｚ ｬ では者 Ｑ Ｑ 市空間を私的

か。 に占有するアーチス 卜や、私的な空間に入り

表題の 「拡張する 『私んち.J ?  J はいわゆ 込んで、いっしょに住んで、しまうアーチストら

る「私の家」 という概念からは少しはみ出し も取材したのだが) 条理化 した都市の中での

たオルタナティブな「私の家的なるものJ の

存在を 『私んちJ ?と L 寸 言葉に託した。変

わりつつある社会の中で、私的空間・公的空

間のあり方も変わり始めている 。今 日、「電

車の中で化粧にいそしむ人J は言 うに及ばず、

私の家を持たずに漂流する「ネットカフェ難

民」、公共の場で暮らす「ホームレス j 、ネ ッ

ト上の仮想、空間で、私的な「ブログj をパブ

リックに発信して起こ った「ブログ炎上」等、

公 ・私の境界にまつわる問題が様々に見られ

る。

また、ある建築家が 「私の家J を地域に聞

き、身近な「小 さな公」が生まれた事例など

ある種の特異点、稀人の事例から次なる可能

性の萌芽、新たなる公 ・私の概念が生まれて

くれば、と期待している 。 (r建築雑誌，J 2008 

年 4 月号)

.2011年

ーさSI こ多様な「身の置きどころJ-

そしてすUE。者|叶Iの中では、さらに多様な

「身の置きどとろ」が出来始めていると感じ

ていた。海外ではよくある友人、知人どうし

の( あるいは赤の他人どうしの) rシェアハ

ウス j 、「コレクティブハウス 」等、日本でも

経済的事情や、新たな関係性やコミュニティ

が報告されている。「私の家」 を公共に聞く をつくりたい等の積極的理由により増えてき



たように思える 。

またネ ッ ト上ではツイ ッターや フェイスブ

ックなど、ブロクーや ITII X Iより、さらに進化し

たコミュニケーションツールにより、自身の

ネッ ト上の「身の置きどころ」や、 人と人の

関係性は、 公、私の境界を越えて、関係性の

組み替えが行われ、孤立していた個人はどん

どん繋がっていこうとしているようである 。

しかし、その一方で、、物理的な「身の置き

どころ」はあれと、も 、社会から孤立し、誰と

も繋が っていない閉ざされた私性がさらに孤

立 してゆくことも加速度的に進んでいる。現

在、私たちの 「身の置きど乙ろ」は従来の「家j

( ネッ ト空間の「身の置きどとろ」としては

ホームぺージ) を越えて多様な場所に展開さ

れ、あるときは都市空間 ( ネッ ト空間) の様々

な場所に偏在している。

しかし、い った い 「身の置きどこ ろ」 とは

何なのだろうか。そんなことをぼんやり考え

ていたら 、2011年 3 月11 日、東日本大震災

が起こった。テレビに流れる、信じられない

ような画像を|恨で追L功 3 けながら、ふと哲学

者 ・池田晶子氏の言葉を思い出 した。

「自然 は人間の意志を超えているという、

ものすごく当たり前で、ものすごく不思議な

ことへの駕きを忘れると、次に人聞はこれを

支配しようとし始める 。自然を人間の意志で

どうこうしようと考え始める。・・・ ・・・体や命が

自然のものだということを忘れ、それを自分

のものだと思うところに、もう間違いは始ま

全景 ( 2004年

十日町にて)

中越地震被災地跡地に皆で幸を願い

雪のモチーフ 1万枚を編み、空間と

した

大地の芸術祭

2006 

杉浦久子

+ 杉浦友哉+ 杉浦研究室

地域内外の交流、ここで亡くなられ

た方、仮設住宅から戻られた方、半

壊のまま住まわれている方、地域外

からの来訪者、皆集まった「ごった

くパーティー」

っているということだJ ( U4歳の君へ どう とりあえずの物理的な「身の置きどころ」 ちの関わっている建築とは人工物である 。建

考えどう生きるかj 池田晶子著 毎 日新聞社 はこの避難所や仮設住宅であるが、生きてき 築が自然の一部とはなりえず、やはり不完全

2006年) た場所というものの意味は大変に重く、そこ な人工物でしかないとしたら、もう 一度、

- 震災

場の記憶は心の中に生きている-

地震、浄波という自然は、 11可という人工を

飲み込み、その場がいったんリセッ 卜された

かのように何もなくなり、まるで現代に原始

の自然の姿が現れたようである 。 しかし、こ

の場所の意味までもが一掃されたわけではな

く、こ の場の記' 憶や経験は、 人の心の中に生

きている。

本来の 「身の置きどころ」をすっかり失い、

避難所に避難された本当にたくさんの方た

ち。

での仕事や日常生活、そこに居た家族、友人、 然の部分としての人、建築という思想を生み

共同体、今まで疑いようもないほど当たり前 出せるのか。

にあった、本当に様々なものが散り散りに分 そして、との場所で生きてきた人々の想い

断 されてしまい、「身の置きどころ」も切断 を顕在化 させ、分断されてしまった様々なも

されてしまったように見える。 そして、「身 のを繋ぎ、皆の「心 ・身の拠りどころ j とな

の置きどころ j は同H寺に「心の拠りどころ」 るような、新たな コニュニティの場が創出 さ

であったことが、被災された様々な方々ヘの れることを願う 。

インタビューなどからうかがえる。 (非力な私に何ができるのかわからないが、

復興に向けて、こ れから急ピッチで様々な 今まで学生らと行っ てきた活動を、 何 らか

事柄が進んでいくだろう 。観念的なまち ゃ州 「心 ・身の拠りどころ j を創出することに繋

象的なコミュニティではなく、本当の意味で げてゆきたいと今は考えている)

の「心の拠りどころ」となるような「身の置 ( すぎうら ひさこ)

きどとろJ が今ごそ 必要であると 思 う。私た
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園

居住空間としての

マンガ喫茶

名古屋工業大学大学院工学研究科准教授

北川啓介

1974年名古屋市内の干[ 1 *子!量生 まれ。

込 ｾ 築家 、研究 者 。 専 門 は、建 築設 ｩｬ ｨ ｬｬＢ ｩ 菌 、建 築

%1:匠、現代建築、都市計画、情報空II fI 論、 サブ

カル論、 ナゴヤ 論。1996年国立名古屋工業大

学工学部卒業。1999年 ライザー+ ウメモ ト事

務所など。2001年同大学大学院工学研究科博

士後期諜程修了、博士 (工学) 。岡大学大学院

助手、講師、助教授を経て、 現在、国立大学法

人名古屋工業大学大学院工学研究科准教授、名

工大ラジ オ局長。

論文 = r''*函の中の古1I市と建築』、 何1菓子と建

築j など。報文 = rもうひ とつの建築設言|資料

集成J ( 日本建築学会建築雑誌、 2009年12月号)

など。ミ告でi = rハ イパー サーフェスのデザイン

と技術J (彰国社、 2005年) など。

受賞= 日本建築学会東海賞、 名古屋市都市景観

賞など。
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名古屋では、コーヒ一一杯の代金で、おか

ずが無料で鱈j腹ついてくる有名なモーニング

に代表されるように、喫茶j苫でも他の商売で

も豊富なサービスが不可欠であり、その延長

上で1980年頃の名古屋市名東区にて、マン

ガ喫茶が誕生したと言われている 。

それから約30年が経つ。定住せずに者11心の

カフェや飲食庖を仮の核み家として日 ;暮らし

の生活を送る日雇労働者の生活が、数年前に

テレビや国会で取り上げられて以降、数々の

人材派遣業者による偽装や破綻とともに、社

会問題のひとつとされ、 全国の行政が主体と

なって、賃貸住宅や定期雇用の1制定を最優先

諜題として推し進めている 。

しかし、行政側が終身雇用と 比較してニー

トやワーキングプアー他を問題視することは容

易でも、合理化が拡大し、寄るべき大樹もな

L 、現代社会において、民間や市民側のできる

ことは必然的に限定されているのが実情であ

る。特に、人口の自然減少が始ま った2005年

以来、特定の企業や関連会社の工場や下請け

子会社などが自治体における産業の大部分を

占める企業城下町では、各企業がこぞって働

き手を求めて、海外から多くの労働者を動員し、

それまで地方の一都市の小中学校は、南米系

スクールや東南アジア系スクールへと機変わり

して、従来の教育が成立 しないのが事実であ

る。数年前まで教職員が全員、国家公務員で

あった旧国立大学にあっても、 今や雇用の安

定はどこへやら、任期や締切りに追われて、

教育と研究の成果の提出が常に求められる。

私は、従来のト ップダウンの公私の分別に

とらわれる乙となく、つまり建築計画や都市

計画という 仰々しい計画物ではなく、 一人ひ

とりの人間の実直な生活スタイルから生じた

果敢な生活を送る個人の集まりの生活に、今

の日本の都市と社会を考える重要なキーワード

があると思い、彼ら、彼女らの拠点とな っている

24時間営業のマンガ喫茶やファース トフード

脂空間に、いつも持ち歩いている鞄に着替え

一着を入れて、名古屋の自宅を後にした。

- 歌舞伎町のマンガ喫茶25軒での六日間

11月下旬の三連休を挟む六日間、歌舞伎町

界 ｼ 袋の 全 てのマンガ ， ｾ茶 制 覇フィールドワー

クを開始した。中学生のときからマンガが多

いだけのマンガ喫茶には足繁く通っていた私

も、宿泊できるようなマンガl呉J茶に入居する

のはこれが初めてで、あった。

フィールドワーク調査の起点として初日の

011寺に入居した全国チェーンの大手マンガl呉J

茶は、 地下 11稽と地下 2階に合計100のブー

スを設け、ブース同士の間仕切を開閉するこ

とで柔軟に空間を開閉でき、ユーザーのバ リ

エー ショ ンに合わせた空間柏成にできる 。そ

れ以上に優れているのが、階の梢成である 。

畳 と夜の客の利用形態をしっかり捉え、 受付

のある地下 l 階の壁面の書棚に屈の全てのマ

ンガや雑誌を揃えている。逆に、屈の内部の

階段で地下 211皆に下りると、そこには個別の

ブースが並ぶだけ。まるで寝台車のように人

体スケールに即して合理的に計画された細い

廊下と、数多くの単位空間が並ぶのみである 。

新宿のマンガ喫茶の利用者は畳も夜も就寝を

目的にしている人が約半分であり、 地下 2 階

はその専用ス ペースとし、 立地条件に合わせ

た極めて割り切 った空間構成とな っている。

私は都市難民の実態を知るべく、まずは図面

起乙しへと庖を紡偉い、なにやら人の気配を

感じ振り 向くと、ジュースや本を片手にパジャ

マやネグリ ジェ一枚で、通路を歩き回る二十歳

前後の少女たちがいた。数人に声をかけると、

夜の繁華街で{動き始めたばかりで稼ぎが限ら

れるが、電車で、過ってまで働きたいとは思わ

ないという 。j苫の共用部分なので誰の目にも

つく空間であるにもかかわらず、 シャワーを

浴びた後に恥じらうことなく屈を歩く 姿に、

彼女たちにと ってマンガ喫茶が公的空間なの

か私的空間なのか、結局、どちらでもない個々

の価値11ttから生まれた新しい次元の空間だと

硲信した。

3 日目の未明、駅近くにあり新宿で最も古

いマンガ喫茶へ。入居と同H寺に次回以降の割

引チケ ットを5枚ももらい、リピーターへの

配慮、は満点である。割引チケ ットを使わなく

ても新宿で最も安価で時間を過ごすことがで

き、新しいマンガ喫茶がひとり ー畳のブース

に個別照明とパ ソコンとテレビと毛布が割り

当てられるのに対して、老舗になるほど環境

設備は最小限となる。多くの人がl央J煙し、白

かった壁も真黄色となっているのがH奇い空間

でもよく 分かる。1980年代に全国に拡がった



元祖のマンガ l喫茶の形式を、 30年あまりたっ

た今も守り、設備投資もせず、他の屈舗の動

向に一切左右されない。実はマンガ喫茶は、

マンガの品揃えからサービスの度合いなど、

通常の喫茶庖や飲食庖以上にユーザーの要求

が高く、栄衰による開業開業の回11去が著しい。

早朝、この屈の窓面を埋め尽くす本相JII に収め

られた色とりどりのマンガの ｉｾｬＨ 聞からは、
か け ら

寸の光が差し込み、建築意匠の欠片 もないと

思われた最古の屈は、その|瞬間、神聖な空間

と変貌する。最近の多くのマンガ l失J 茶が高遮

光一辺倒であるのに対して、流行にのらず、

普遍性を感じるほど、当H寺からのマンガに固

まれた空間の記憶をも今に伝えている。将来、

マンガ l奥茶が海外から評価を受けた|僚に日本

として最初に文化財として保存すべきマンガ

喫茶の空間である。

他にも、小規模庖舗の天升ニ高の書棚がノレ

ティションを兼ねつつ、完全に視界と音を分断

しフ。ライパシーを守るとともに、マンガ喫茶の

夏寒く冬暑く年中乾燥する独特な熱環境を

ブースごとに微調整できるように温熱環境面

に西町皆、したマンガ喫茶や、他のマンガ1失J茶が

サービス空間を受付のみとしサービス自体も

フリードリンクの自動販売機に一変し、本来の l喫

茶自体からかけ離れていったのに対して、屈

の内部を古都の街並みに|除え、大小様々な数

寄屋ブースからのオーダーに応じて着物の女性庖

員が一杯、ずつ呈茶するマンガ喫茶など、マンガ

喫茶の空間を一般論では諮れなくなっている。

み込むきっかけとな っており、他の地区と比

べ、マンガがほとんどおいてない超低価絡で

一泊できる庖から、重労働従事者に大人気の

マッサージ機器ばかりが並ぶ庖、高層ビルの上

階の見H青らしの良い空間に美顔器や酸素パー

をレイアウトしたセレブ向けの! 古など、おの

おののj古が独自の属性を対象としつつ多属性

の客を許容する軒を連ねることが多い。

対して渋谷と上野は、屈の内部の数人用の

ブースの間仕切りが天井にまで至り、鎚がつ

き、防音性能も優れ、 他者を介さず、匿名性

を保つマンガ喫茶が多い。r- I:I! l l Y界隈には、客

がブースではなく、皆で広い座敷に横たわれ

るマンガ喫茶が多く、子ども連れでも安心で

あり、地域に開かれたコミュニティセンター

のような役割をも果たしている 。

冬の札幌すすき野では、共有音11に暖炉、足

湯、サウナ、各ブースに加湿器を備え、環境面

において、 他にない格段の配慮が確認できる。

発祥の地、名古屋の中心部で、は新種が生ま

れつつあり、男性5000円のマンガ喫茶と女

性無料のマンガ喫茶を| 鋒り合わせで開屈し、

その境に大きなマジックミラーを設け、出会

いカフェとしている 。二 十歳前後の女性が Ｑ ＡＡ ｾ

料で生活の拠点としている。通常のマンガ喫

茶の組み合わせだけから新しい経営システム

と新しいビ、ルテ。イングタイプを考え、その上

で需要が高いことは、現代の都市と建築の重

畳性を表象している。

者1¥市の公共と私有を術|倣的に計画する型式

マンガ喫茶というひとつのヒ‘ ルディングタ とは異なり、都市に既存の建築の立地の環境

イプに包含される内部空間の多様性は、新宿 風土を盛り込んだ内部空間として、多様にマ

という 一地区においても、今回の六日間で、巡っ イナーチェンジを繰り返していく個々の私有

た25nに限らず、将来の社会情勢に応、じても 領域の拡張は、今後の高齢化、人口減少が加

常に意日未が更新されつつ維持されていく極ま 速する都市を考えていく上でも 、時期として

りなく珍しい建築様式なのである。 実は都市の必然的な事象である 。

- 新しい付加価値と融合していく

マンガ喫茶

私は、今も、全国のマンガ喫茶やマクドナ

ルドに泊まり込んで都市生活の調査をf脳流し

ている 。新宿駅前では、江戸四宿のひとつで

あったH寺代から社会的活動、政治的活動に対

する市民運動の中心であったことと連動して

L 、るのであ ろう、仕事、経済、出身、年齢と

L】った客の個々の実直な生活事!却が新宿に棲

新し p 側値が新しい文化を生む。仮想、であっ

たはずのマンガが生んだ現実の都市の物語。

マンガ喫茶は現代人の精神の拠りどころを担っ

ていることを、建築分野に身をおく私たちは

可能な限り真撃に眼を向けるべきなのである。
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1  : 北川啓介 : マンガ喫茶白書社会問題に先行するひと
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珍しい無音のスロットマシーン席

格安化と多様化が進むフードメニュー

焼き放題の日焼けマシーンが人気

防犯のためテレビはつけっ放しが多い

空きの多い昼間に

シャ ワーを 浴びる
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22 建築と社会 . 201 1. 5  

世界に建てられる建築のわずか数パーセン

トだけが専門の建築技師によるもので、残り

はすべてその地域で暮らす人々の手でつくら

れている 。それらはセルフビルドされたもの

で、動物たちが核みかを創り出すように、 梁

さなサイズとシンプルな構造が活かされた。

l隔60cmに消i たない廊下がつくられ、高さ

180cm未満の天井が張ら れ、船のハッチのよ

うな入り口がつくられる。吹き抜け 2階の子

ども部屋 を支える 梁には柱が継ぎ足される 。

人の人たちが自分の身体や暮らしに合わせて その 2 階の傾斜天井の先端に、表を覗けるス

つく っている 。そんな事例 を世界中から集め

編集した書籍 『建築家によらない建築j (原

著名はwithout archi t ectur e  : 著者はバーナ

ード ・ルドルフスキー) が1964年に発行さ

れた。この木の影響は大きなもので、 仲間と

ともにページをめくり納得し、建築を学ぶな

らばまずはセルフビル ドだ よなと 心 した党え

がある 。 夏 季 休Ｑｉ Ｑ ｾ などを 利用 して、民 家 を見

て回るフィールドワークをしたり、 実験的な

空間をつく ったり、公園の遊具をセルフビル

ドする 友人も現れた。11寺代 は1960年代末で

あり、ｅｬ ｾ ｽ ｊ Ｎｊｴの考え方だけを振りかざしたので

リッ 卜窓が入れられる 。小 さな部屋がつくら

れるたびに電線が碍子を介 して張りめぐらさ

れ、 山小屋のような感じなのだ。伯父さんの

身体サイズでつくられた家は、だからとても

かわいらしい建物で、子どもにな ったような

気持ちにさせてく れた。それと 小 さな空間の

中にいるとおのずとドアを 聞けるにも、 廊下

を通るにも、階段を上るにもつつましやかな

身振りにな った。身体の大きさの遠いが、乙

んなにもユニークな家を生み出すのかと不思

議に思 った。そんな建物なので、伯父さんの

家に遊びに行くのが楽しか った。

はに っちもさ っちもいかな L 、状況で、新しい *  

知li 値を求め出していたこともあり 、セルフビ 伯父さんは大工さんからもらいうけた資材

ルドの思考は市民権を得た。 を、庭の|絡や粁下に大切に保存していた。だ

*  からいつも 家は工事中という感じであ った。

セルフビノレド建築の体験がいくつかある。 ILTL ミ建築部材だけではなく、建具 ももら って

一つは絵が好きで、いつも音楽の流れている いるようだ った。教会の牧師館などから 出さ

伯父さんの家のことだ った。伯父さんは戦後、

下落合に 6坪の家を建てて暮 らしていた。借

地の条件の期限とともに、その家を解体し、

石村1;1:1ニ公園の土地に再築する 。一再築の建て前

までは大工さんにお願いするが、その後の工

事を自分で試みる。 2人の子供ができて家族

4 人が住むための住まいをつくるのだが、お

金 もないので敷地にテントを張って泊まり込

みながらや ったという 。そんな暮らし方を近

所の人は請しく思っただろう 。この 6坪の家

は池辺陽さんの立体最小限住宅そ っくりだ っ

た。そのことを大学で建築を学んでいた頃気

づく 。伯父さんは立体最小限住宅の 6坪を拠

点に、その周りに小 さな部屋を増やしてし、く 。

大工さんから建物の古材を届けてもらい、あ

る不自変たまると、その材料を見つめながら椛

想、を練り、現場作業を始めてい った。

*  

伯父さんは身長が140cmぐらいの小 さな人

だった。その小 さな伯父さんにと ってi最小限

住宅の イメージはピ ッタリだったのではない

か。部材を担ぐにも、工事をするにもその小

れたもので、どちらかというとハイカラな白

ぺンキに塗 られた格子窓などが多か った。伯

父さんはその建具の寸法に合わせて柱や木枠

を入 れ 、梁やｾ ＡＡ ｾ目を入 れ 、改築して ｌ 、く 。 持

ち込ま れた建具を見て古いものと入れ設える

こともしばしば。犬を飼い出 したときには、

土台を転がしたままのと乙ろに建具を入れ、

床にはコンクリー 卜ブロ ックを敷いて犬と一

緒に暮らすための土聞にした。そして犬が 亡

くなった後には、板張りにと 臨機応変、模様

替えしてL ぺ 。尋ねるとまず伯父さんはそん

な増改築の様子をう れ しそうに話してくれ

た。伯父さんの セルフビルドは、大工さんの

仕事を見ていて自分にもできるのではないか

と始めら れた。どのように切るのか、どの よ

うに穴をあけるのかなどを見ていてそのコツ

を覚えて Lぺ 。大工 さんや職人 さんの仕事を

見るのが好きだから、近くで工事など見つけ

ると興味砂津覗きにい ったそうだ。そして何

時間でも仕事を見てしまう 。そんな風にして

大工の技術を学んでいった。そしてそれなり

の玄人になる。だから家の工事を大工さんや



屋根屋さんにおm. 品、すること もあ ったH寺、そ

の工事が気に食わないと大工さんや職人さん

が帰って後、自分で修正してしまうこともあ

り、職人さんがやってもダメだった雨漏れを

直したこともあったそうだ。伯父さんのセル

フビルドの家づくりは人生最大の楽しみであ

ったのかもしれない。だから他人に任せられ

ないわけだったのだと思う 。

*  

次の体験は、数年前にINA Xギャラリーの

展示企画“ 自給自邸" 、つまりセルフピルド

建築を 5粁まとめて取材した時のごと 。その

一つは伊豆の巣雲山の山麓の別荘地帯に建て

られた赤地邸。赤地さ んは以前、伊豆半島の

下回に住んでいた。家を建てる ことになり

40kmほど北の宇佐美の土地に行き当たる。

下回の家は漁師小屋のような家で、それなり

に手を加えつつ住んでいたそうだ。手を加え

ないと自分たちの暮らしぶりに合わない乙と

もあったから。そんな手を加えながら住むの

が当たり前との考えから、新築に当たり、建

て前ぐらいまでは大工さんに依頼し、大工さ

んとともに建具の取り付けや外壁の板張り、

間仕切り 壁の取り 付け などを進めて p く。大

さんの仕上げと、素人の仕上げの差も 出て

きて、大工さんにはたびたび苦笑される 。一

人ではできないところは奥さんと作業したそ

うで、赤ちゃんをそばに置きながらの作業も

たひ守たび、だったらしい。いざ

りつけてみると |際隙5針燦it{ 間が出たり、切る角度が違

ったりするわけで、、収まりが悪い。 しかし赤

地 さんたちは、その収まりの悪さを、乙んな

収まりも面白いんじ ゃないのと楽しんで、 しま

う。二人にと って よき想い出になるわけだか

ら。

*  

玄関を入るとワンルームの居間。柱聞を利

用して六角形の出窓とベンチ。その六角形も

少しいびつ。玄関との界壁は板張りの所々に

|探聞を聞け和紙が貼 られている。居間のひと

隅がキ ッチンで、手作りのカウンターが半端

に飛ひ' ，':Bしている。 しかもそのカウンターは

固定されていないで、使い具合で長くなった

り、角度を変えたりと、ずれるようにな って

p る。食器棚は食器のサイズに合わせながら

つくられているので収ま りがいい。便所と風

目へのドアーはモンドリアンの絵のような梢

成で、色プラスチ ックがはめ込ま れている 。

風呂場の壁には木端がはめ込まれ、出 っ張っ

た部分が石l検のせ。キッチン奥には空き瓶を

塗り込めた小壁があ ったり、 風通しのスリ ッ

ト。 2 階が寝室、子ども部屋、アトリエで、

それぞれに小さな形を変えたベランダが付け

られている 。アトリエには敷地全体を仰|倣し

てみるためのガラス 出窓、寝室には外を覗く

はね上げ式の小慾と数多くの仕掛け。

傾斜地に建てられているので l 階の下にか

なりの空間がある 。そこで押し入れを取り払

うなどして階段を設けて下の方へ増築が進め

られる。 さらに離れ屋がつくられ、それが伺

屋とつながるという具合に。その連なりは複

雑怪奇で、自分が今どこに居るのかがわから

なくなるくらいだ。敷地のあちとちに材木や

タイル、建築金物やガラスが置かれていた。

赤地 さんはそれら素材を見つめながら、どこ

に使ったらいいだろうかと 11寺聞をかけながら

考えを熟成させているようだった。 日々どと

かに手が加わり変化して p る。抱戎と L 、うゴ

ールがない。建築家によって設計された完成

した建築と異なるところかもしれない。

*  

3つ目は、自分で、小屋を建てたセルフビル

ドの体験。伯父さんのセルフビルドやルドル

フスキーの本の影響がどこかに残っていたの

かもしれないが 6坪の小屋を試みた。たまた

ま近所に大工さん経! 験者がいて、その人に手

伝つてもらいながらスタ一卜 。仮クイを打打- ち、

ネギリカか苫ら始め、水盛りパイフ。で

敷地カか当ら出た岩を基礎の束石に見立て置き、

その上にセメン卜を流し込んで盛り上げた。

基礎が乾くまでの聞を利用し て材木屈に行

き、ヒノキや杉の材木を購入。元大工さんが

土台や束の刻みを始める。数本つくってもら

った後は自分で試みた。元大工さんの仕口を

スケ ッチ しておいたが、いざ材面に曲尺を 当

て墨打ちするのだが、すぐにあやふやとなる 。

蟻継ぎなどを刻み出す とさらにおかしくな

る。そうこうして土台をつくり、基礎の上に

束を立て土台を落とし込む。すかさず水平器

を置いた。ピタリと水平だったので矯きとい

うか、感激した。柱の通りのねじれなども元

大工さんの手にかかるとすぐさま調整され

る。その手際よさは身体で党えたものだろう 。

定尺の貰板で大きな三角定規や下げ振りをつ

くり、飽かけの台や作業のウマもつくってしま

う。セルフビルドの醍醐昧を教えてもら った。

間柱を立て、さあベニヤ板を!Ui ろうとした

が、そこに下地材がないとI枯れないととに気

づき、小剖材で下地をつくったりと図面には

描けない部材があちこちに必要なことも会得

していった。毎日が仕事だらけで、わくわく

してくるのだった。少しぐらいのずれなど気

にしなくても大丈夫だし、失敗をどう克服す

るのかが楽しくなってきた。いわば敗者復活

戦のような状況となる 。そんな作業をしてい

るうちに体重がかなり減り、 JI阿回り が細 くな

り，'1'， した。どこか身体が悪いのかと心配した

が、考えてみれば、毎日、 4 mの材木相手 lこ

手鈎をかけ、刻みをし、立ったり座ったり 忙

しい。そのすべての作業が腰を使う 。痩せた

延g由はセルフビルドだったのだ。

*  

数年してこの小屋に接して 3坪の小屋を建

て増した。保存しておいた材木を使い果たそ

うと考え、それらの材料でできるととを試み

た。だから柱や梁、根太のサイズもばらばら 。

島幸、天井の断熱材には梱包用のプチプチや古

いブルーシート、古新聞などを活用する。使

わなくなった足場板で本棚もつくった。いず

れも現場で思い浮かんだことだった。完成後、

小屋との壁を 抜いた。間柱と間柱の45cmの

隙聞が空いて通り抜けられるようになった。

トンネルの貫通工事ではないけれど、うれし

くなった。

身の回りにある 、ありあわせのものでもの

をつくり 出す ことを“ ブリコラージュ" (ク

ロード・レヴィ ・ストロース) というが、 セ

ルフビルド建築はまさしく“ ブ リコラージュ"

と言えるのかもしれない。ありあわせの思考

ゆえ、素材の組み合わせひとつでもユニーク

だし、その工法も素人ゆえに変化に富んでい

る。その結果、つくられた建物は多彩な表情

を見せてくれるし、多様な暮らし方の可能性

を編み出してくれる 。それは、ルドルフスキ

ーの p う専門技術を学ばなかった人たちによ

る“ 建物家なしの建築" がもらたす魅力に重

なる。

( おおたけ まこと)
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田舎で元気になろう!

つばさプロジェクト代表

越道正芳

1972年生まれ。1995年立命館大学経営学部卒

業後、 OA機m占メーカーで営業マン。 コピー機

やパソコンのセールス。2000-2002年、地元

の小さな旅行代理屈に転戦し、独立にむけて修

業。2002年、田舎専門の旅行代理底 「つばさ

ツーリスト j を起業。2007年、屋号を「つば

さプロジェクト j に変え、ツアー以外の地域活

性化ビジネスにも取り組み始める 。山林水産業

と観光をテーマにした紙芝居や映画づくりな

ど。

・人と人のふれあいをテー? とした田舎旅を企

画する個人商) ; 1 5 Iつばさプロジェク 卜」。

観光名所をilli け、大型パスの通れな L 、小さな田

舎道をJ f s み、 過疎化の進む田舎の集落で、 者1¥会

の若い家族と村の人たちとの交流イベントを年

I:moo回以上企画している。

. UR L  http: / / www. e- t oko. com 
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- 格安な土地、しかし ...

1坪500円。これは私たちが関わっている

田舎の地価だ。正直いって、破格で、ある 。コ

ーヒ一一杯程度の金額で土地が買えてしま

う。一瞬、買おうかな、と思ってしまう 。

しかし買 ってしまったら、おそらく後↑ 毎す

るだろう 。買うのは簡単だが、それからが大

変なのである。仮に家を建てたらどうなるか。

涼しい山間にあるので、夏は最高だ。水は消

らかで、様々な虫が飛びかい、豊かな自然に

包まれ、避暑にはもってこい。私が代表を務

めている「つばさプロジェクト J でも、連日

魚とりやカブトムシ探し、 川遊びのツアーを

開催している。

ぶれてしまう 。何人乗っても大丈夫 ! のコマ

ーシャ ルで、知 られるある物置は、 雪の重みで

つぶれてしまったという“ 実績" がある 。

大変なのは雪かきだけでない。春に木々が

芽を出すころになると、今度は草刈りが必要

になる 。ちょっとした広さの土地でも、少し

油断したとたんにすくすくと下草が生い茂っ

てしまうのだ。太陽の恵みは甚大で、ある 。

田舎の家や土地は手入れをし続けないと壊

れてしまうばかりでなく、近所の迷惑にもな

ってしまう 。そこに住んで、いても多くの労力

を要するので、別荘気分で田舎の家や土地を

管理することは、非常に難しい。

豊かな自然環境は、人間の生活にとっては

苛酷な環境でもあるということだ。仕事や学

校、病院があり、 雪かきの必要もない平地へ

と移り住む人が多く、日本の中山間地域で、の

過疎化が進んで、いるのは、周知のごとくであ

る。

- 田舎への高まる関心

一方で、環境問題や食、鹿への関心から、

かつてなく田舎への注目が高ま っている時代

毎年 8月、鮎のひっかけ体験。京都市左京区久多 でもある 。私がつばさプロジェク 卜の前身で

にで ある「田舎専門の旅行代理屈j を起業したの

しかし短い夏が過ぎると ・・ …・。あっという は、 2002年 4 月のことである 。 そのころの

聞に涼しくなり、厳しい冬がやってくるのだ。 旅行先といえばもっぱら有名観光地であり、

いつもお世話になっている京都市左京区久多

という集落がある 。昔話の絵本に出てくるよ

うな、かやぶき屋根の家が立ち並ぶ地域だ。

気祖が京都市内と 5度以上達い、日本海側

気候になるため、なんと積雪 2mの豪雪地域

なのだ。毎日、屋根の雪かきが待っている 。

私も手伝うことがあるが、屋根から落ちそう

にな ってヒヤリとしたことがある 。まさに命

がけの作業だ。

しかし雪か きをさぼってしまうと、家がつ

かやぶき屋板か.ある風景は、まるで昔話の世界

ｗｾ 名の村に行くことなんでほとんどなか っ た

ものだ。1990年代から、 地方や過疎と呼ば

れている場所での地域お乙しが活性化 してき

たように思う 。

昨年は猛暑で、野菜が高騰したのは記憶に

新しいが、そのため農産物の直売所のブーム

が起こった。品質のよい新鮮な野菜を求めて

たくさんの人が詰め掛け、新しく直売所を始

めた農家も多かった。農業がブーム、との報

道も多く見受けられた。

農家民宿の取り組みも盛り上が っている 。

私がお世話になっている奈良県宇陀市の iB

& BにしみねJ という農家民宿では、段々畑

に固まれたのどかな丘にｾつ自宅の日本家屋

を、宿泊者へ提供 している 。ツアーでは、田

植え体験、 l刷首作り体験、餅つきなど、農家

の生活そのものを昧わえる内容のものを企画

させてもらっている。

修学旅行生や外国人観光客を村で一丸とな



京都市左京区久多でのイカダ遊びツアー

B &Bにしみねの稲刈り体験ツアー

農家の縁側で遊ぶ子どもたち

B &Bにしみねでツアーの一こま。右端が西峯夫妻

って受け入れ、出家に滞在して観光するとい

う成功事例 も各地で見られるようになった。

木造家屋で、海や山や自然の中で暮らす昔な

がらの農漁村の暮らしともてなしの心が、訪

れる人たちに感動を与えているのだ。

田舎には何もない、仕事もないところによ

く来てくれた、住んでいる人はそう謙遜して

おっしゃることが多い。 しかし、平広たちから

したら、とんでもない。自然の中で共存しな

がら、当たり前に日常を営んでいる生活が、

都会人にとっては感動的なのである。たくま

しく、力強く生活していることだけで、尊敬

してしまう 。村を守る、そんな人たちがいる

ことが、日本の支えだと思う 。

私は田舎の良さを紹介する仕事をしている

が、旺|舎暮らしをしているわけで、はないし、

大阪生まれの私に、 i王l舎暮らしに耐えられる

かどうかと考えることがある 。いろいろな地

域に出向くのに便の良い場所のほうがいいと

しE うこともあり、現在はツアーのときだけ訪

れるという形になっている。

田舎で生まれ育ち、今も現役で、やっている

人たちの元気さには、頭が下がる一方だ。集

落にお医者さんなどいないので、自分の体に

ｗｾ るしかない 。

一緒に 山仕事をするととがある 80代の男

性は、勢いよくチェーンソーで丸太をなぎ倒

したり、斧で薪割りをしたりする。私も体力

には自信があるほうだが、彼らの{ 動きぶりを

- 田舎パワーで元気になろう!

そんな元気な方々のお世話になりつつ、自

然体験ツアーを開催しているが、参加してく

れた都会の子供たちは、顔を輝かせて帰るの

だ。自然の中では! l l j ' r性に戻るのか、普段はお

となしい子も積もった雪の上では犬のように

駆け回り、清流の川遊びではイカダを奪い合

って争う 。夕方になっても帰りたくないよ、

まだ遊んで、いたいよと泣く子もいた。

都会での暮らしは、大人にとっては都合が

いい。だけれど子供にとっては、家や車だら

けで空き 地は減り、走り回る場所も限られて

いる。田舎の自然ほど、 k子奇心を jjliij 足させて

くれる舞台はないだろう 。ぜんそくやアレル

ギーなど、都会型の疾患に悩む子どもは増え

ている 。ア 卜ピーなどのアレルギー性疾患、は、

田舎に移住すれば軽似とする場合がある。都会

での便利な暮らしには、それだけの代償もあ

る。

今日本は、東日本大震災という災害に見舞

われてL 唱 。原発問題にも発展し、今後の生

活へ影響があることは間違いない。

スイッチをつければエアコンが入る、キュ

キュッと栓をひねればきれいで安全な水が出

てくる、という当たり前に思っていたことが、

なんと大切なことなのか、と我が国の全員が

気づいただろう 。 ミネラルウォーターの品帯

状態が執筆現在では続いている。資源は限り

見ていると、ほれぼれしてしまう 。 があり 、守っていかねばならないということ

S さんは、 50年前の出産の前日まで畑仕事 を、私は強く思った。

をしていて、陣痛が始まってから最寄りの産

婆さんのところまで 3 時間以上かかつて山道

を下りたという 。

今でも、田舎の生徒たちは学校に行くのも

片道数キロの道の

りである。生活し

ているだけで、 ト

レーニングになる

のだ。田舎に暮ら

す老人たちととも

にいると、鍛え方

が違うなあ、と痛

感する。

元気な老人

者11会において、生活の安全が脅かされたと

き、田舎に元気に暮らしている人たちがいる

ということは、励みになるだろう 。田舎には、

遊びに行かせてもらえる居場所がある、そう

思うだけでも、安心で、きる気がする 。ほとん

どの人は、仕事も学校もある場所を離れ、そ

う簡単に暮らしを変える乙とは難しいだろう

が、 p ざというときに頼れる地域があると L、

う、田舎は精神的な支えにもなってく れるだ

ろう 。

私は体験ツアーを通じて、こうした田舎を

元気にしていきたいと思うとともに、田舎で

の交流を通じ、たくさんの人に元気になって

もらいたいのだ。

(乙しみち まさよし)
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倉庫をドミトリ ーとした

コンバージョン

+ 交流の場

ｾｈｏｓｔｅｌ＠ 64 ｏｳ｡ｫ｡ｾ＠

アートアンドクラフト代表

中谷ノボル

えｾ築家 。 ｽ［ｾｴＧｬＧ ｬ￭ 工芸繊維大学造形学部主ｾ築学科卒

業 不動産' 自業、建築設計、現場監'仔などに従

事したのち、 1994年に「アートアンドクラフト J

を設立。以来、f J 勾質化されていないあたらし

い都市居住のスタイル」をテーマにmuwする。

白.fifJ; 1住まいの求道者j 。

白らがt'¥NEやキャンピングカーをリノベーショ

ンしての悲らしを笑践してきた。

201011工、ti ビルをコンノ f ージョンして、

II-I OSTEL 64 OsakaJ を開業。ただ今、その

街での科らしを楽しんでいる。

・¥Vebsit e http: /hnvw. a-craf ts. co. j p 

・Twi t t er I D @nakatani _l l oboru 

Ｎ Ｂ ，ｶ，Ｚｽｾ＠

IST OCK  X  RENOV A TI ONJ  (2003:1' 1'- ) 白貸出

版 ・イ刀車なし/ 1大阪のひきだしJ J Eげ ' Imぬ

，'_I '，I阪会 (2006年) / 1スマイ主義J きんとう

ん11'，版 (2006年) / 1みんなのリノベーシ ョンj

学芸出版社 (2007年)
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- ホステルつてなに?

まずは「ホステ j レ」と「ホテ j レj の遣いを

共有しておかなければならない。ホテルの客

室は日間室」が基本。そして客室内にパスや

トイレがある 。一方、ホステルには個室もあ

るが、「相部屋J ( ドミ トリー) もある。そし

てパスやトイレは部屋内にはなく「共用」だ。

ホテルがプライ J { シーが確保された「ワンル

ームマンション j だとするならば、ホステ j レ

はリビングルームなどを共用する「シェアハ

ウス J だと言えるのかもしれない。

もともと、ホステルは欧州を中心に広く普

及していた宿泊のスタイル。長く旅する者に

とって、特に物倒高の者11市部では、安宿であ

るホステルは重宝されてきた歴史がある 。た

ルのように自分の部屋に能るのではなく、好

んでロビー( リビングルーム) に出てくるの

が滞在中のスタイルだ。 とれらデザインホス

テルの客層は、パックパックを背負っている

ものの、おしゃれにも気を使い、スマートフ

ォンなど最新のデバイスを駆使する 20-30

代。これまでのホステル用より少しだけ年齢

が高いと考える。 そして、 2008年のリーマ

ンショックでブティックホテルが一気に衰退

し、デザインホステルが一躍注目を浴びるよ

うになったと認詐占している。

実際、自 身の旅においても、ホステルに滞

在する方が絡段に楽しいと感じる 。そんなホ

ステルを大阪にもっくりたい。それがこの宿

を始めようとした一番の理由である。

だし「部屋にパストイレがないが、そのぶん ・リノベーシヨン前提のストック探し

宿泊料が安Lリという低料金な点にだけ焦点 これまで、都市の建築ストックを数多くリ

が当てられてきたように思う 。それがかつて

のホステルの認識だ。そのホステルがいつ頃

に変化したのかを語るには、同時にブティッ

クホテルについても話さなければならない0

'90年代、ロンドンなど臥; 外|の各都市でブテ

ィックホテル( デザインホテル) が開業され

た。「少々高くてもおしゃれなホテルに治ま

りた Lづという高収入のクリエィティブ! 習に

支持されたデザインコンシャスなホテルであ

る。そのスタイルは|瞬く間 l二世界へと広がっ

ノベーションしてきた。ホステ j レをつくる |燦

もリノベーションがいいだろうと当然のよう

に考えた。 というのも、低料金な宿なので新

築の建物では資金回収に時間がかかり過ぎ

る。 また、これまでにない事業モデルへの挑

戦でもあり、失敗して撤退となったときに新

築では リスクが大き過ぎる。経営的な側面以

外にも、高度成長期に建てられたビルを、新

しい産業や需要を生み出す別の用途に転用す

る可能性をずっと探っていた。本計画をー珪

てゆく 。 ロンドン、東京、ムン J { イ。 もうこ 築ストックの再生にとどまらず、都市再生の

こがどこの街なのか分からないほど、同様の モデルケースとして考えたい。その点からも、

デザインを施されたブティックホテルが林立 リノベーションおよびコンパージョンで計画

した。

それに影響されてなのか、ブティックホテ

ルを好むユーザーより少し若い人たちが、こ

れまでのホステルよりもデザインを73識した

宿を遅れてっくり 出 した。それらを私は「デ

ザインホステル」と 呼んでいるが、まだカテ

ゴライスーさ れていないのかもしれない。低料

金だけを売りにしてきたかつてのホステルと

は一線を画し、共同部のロビーをまるでおし

ゃれな住宅のリ ビングルームのようにデザイ

ンし、これまでより広さも確保する。そこで

は宿泊のゲストたちが、まるで誰かの家に集

まったかのように過ごしている 。本を読むも

よし、 P Cでメールや Skype をするもよし。

出会った旅人同士で盛り上がることも。ホテ

を進めようと決めた。

さあホステルをつくろう 。 まずはそれに適

したストックを探すところから始まるぷ晃模、

場所、賃料。エレベーターがない 4 階建て。

前面道路が殺しい。庖昔前として不利な条件 も

ホステルにと っては最悪のものではない。そ

れより 賃料の安さを重視して探した。300も

の物件情報から最終的に選んだ物何ニは、そん

な築40数年のどこにでもありそうな古ビル

であった。富山県の工具メーカーが大|授に進

出 しようとして建てたピル 。 ｬｬｾｾ は倉庫、 Ｒ

ｉ ｾｾ が事務室 。 そして Ｓ - 41絡が社員寮。 タイ

ルの洗面台や和室の造作など、建築当時のオ

リジナルからほとんど改修されていないこと

も気に入った点のひとつだった。



- 設計かう開業まで

事務所ビルを宿に転用する|祭に必要な手続

きは、「建築確認J ( 建築基準法第 6条 1項)

と「嘗業許可J (旅館業法および、大阪市の条例)

である。順序とすれば、まず大阪市保健所と

協議して、旅館業の営業許可に値する計画だ

ということの「通知書」を受け、それを添付

して建築確認へと進む。確認後にリノベーシ

ョン工事に着手、そして改修工事を完了し、

ベッドや寝具なとイ十器備品も整えた上で、保

健所の検査を受けて旅館業の 「営業許可」が

出る。旅館業法の営業種別は「ホテルJ I旅館」

「簡易宿所」と種類があり、当ホステルは旅

館としての営業許可を受けている。なお旅館

業法上のホテルと旅館の区別や、和室と洋室

の区別などはH寺代錯誤も甚だしく、多様な宿

の龍生を邪魔している。

意匠的なこ とについても触れておこう 。大

阪に建つ、主に外国人向けの街。西洋のカ ッ

コよさを真似たデザインでは意味がない。か

といって「和J を必要以上に押し出すのもわ

ざとらしい。もし、開国時にあのような盲目

的で急激な近代化を選択せず、もっと緩やか

に欧米の文化を私たちが受け入れていたとし

たら 。そのような感覚を念頭にデザインした。

結果、違う文化固からやってくるゲストたち

は、ちょうど ｉｾ ミ ｌ 叫 ｛Ｑ 印刷に日本のデザイン

だと J悲じているようだ。

開業までに準備すべきことは、他にも 山ほ

どある 。ウェブサイトやブログ、宿のロゴマ

ークやシ ョッ プカード、予約サイトへの登録、

スタ ッフの採用と研修。なんとか予定してい

た開業日に間に合わせることができた。

- 旅人と繋がる

自分たちの力だけで予約が埋まるわけもな

いので、外部の予約サイトでも部屋を販売す

る。そのひとつ、 IHOS T E LWORL DJ から

の集客は今も多い。客層は外国人客が 7 制以

上。その 7剖ほどが欧米から 。年齢は20-30

代が中心。徐々にシンガポールなどアジア系

のゲストや日本人客も増えてきた。大阪には

関西国際空港があるため 世界中の国々からや

ってくるが、上海や釜山を経由してフェリー

で来る長期旅行者も多い。

ロビーでは旅人も地元民も

当館での滞在は 1 日だけの人もあれば、 10

日以上の人もある。平均すれば 3 日ほどであ

ろうか。オーナーとして特に役割があったわ

けでもないのだが、 何が起乙るかわからず不

安だ ったので、開業後半年聞はずっと住み込

んでいた。そうやって宿に暮らしていると、

ゲストと話す機会が生まれる 。気が合えばi凶

を飲んで深夜までE寄り上がることもある。デ

ザインコンシャスな宿なので、やはりクリエ

イティブな職業に就いているゲストが多い。

グラフィ ックデザイナーやファ ッション、 音

楽関係者。そして建築設計事務所に勤めると

いう人も多い。

楽しいのは、雑誌やテレビの記事からでは

なく、タイムラグなしに人々の戸が聞けるこ

と。本国で、何が流行っていて、日本の何に興

味を示し、そして何を思うか。海外に行かず

とも、おカネを払っていろいろな人が会いに

来てくれるかのような感覚になる。例えて言

うなら、シェアハウスに{主んでいるが、シェ

アする相手がどんどん入れ替わ ってゆく状

態。また、ゲストたちは近隣のレストランや

BARにも出かけるので、徐々にご近所さん

との交流も増えてくる 。これを機に英語メニ

ューを作ったり、英会話を習い i出した脂主も

いる。近隣の方の中にも、ロビー内のカフェ

ノ〈ーに来届いただき、宿泊者たちと友達にな

ったり、京都観光へ同行する人までいる。旅

人とすれば、そんな大阪の人たちとの思い出

は、 一生の宝物になることだろう 。

- 宿と住まいの境界線

開業後 l 年が経過した今、 「旅行者j と「居

住者J の違いは何なのだろうと考えるように

なった。いったい何 ヵ月大阪に滞在すれば住

民と呼ばれるようになるのか。はたしてその

境界はどこにあるのだろう 。期間ではなく、

働いているかそうでないことが重要なのか。

本来、都市というものは、短期滞在者も受

け入れてきたと認識している。しかし高度成

長期以後の大阪は、定住者の衝になり、同時

にその勢いを失 ったように思えてならない。

今もヨーロ ッパやア ジアの都市を訪れると、

宿でもあり住居でもあるホステルやコンドミ

ニアム、そして家具付きのサービスア J { ー 卜

メントなど、宿泊と居住のJj J ; が境界線なく用

意されている 。「建築基準法なのか旅館業法

なのかJ I宅地建物取引業なのか観光業なの

か」宿と住まいを法律や役所の管轄で分類し

ようとすることが無意味に思えてならない。

そ

また、それが都市の競争力を削いでいるよう

に思える。

今朝まさにチェ ックアウトした28裁の女

性客について話したい。彼女は日本のフ ァッ

ションが好きで大|仮を訪れ、 2 、 3 日の予定

で当館に滞在した。たまたまロビーでソt 会っ

た大阪の女子たちと仲良くなり、宿泊をどん

どん延長する。そして10日目には、「大阪に

暮らした Lリ と言い出した。出会っ た知人を

介し住込み先を見つけ、先ほど宿をあとにし

た。こんなf針諜で、 「旅人が住民に変化する」

こともある 。

乙れらの事例はもはや特別のととではな

い。I T技術がますます発達することで、世

界を移動しながら支障なく仕事をこなす人も

増えてくるだろう 。 また、家族の形態がます

ます多様化する乙とで、今は家族と母国で暮

らすが半年後には単身で別の国へ移る人など

も増加するだろう 。どこに暮らすか。誰と暮

らすか。近代のルールが、今世紀に入って急

激に変わってきていると感じるし、自分自身

の居場所もどんどん自由にな ってきている 。

数年後、 世界は国籍や納税についても、その

概念を大きく変える必要に迫られるかもしれ

ない。フェイスフ守ツクなどインターネ ッ トを

利用することで、世界中の個人と個人が簡単

に「繋がる」。少なくとも私の周辺では、人々

の居場所と生活空間が劇的に変化しつつあ

り、またそれを楽しんでいる。

. ホステルロクヨンオオサカ

http: // www. hosteI64. com/ 

(な か た に の ぼsる)
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束日本大震災の

被災地を訪ねて

名古屋工業大学大学院工学研究科准教授

北川啓介

ｾｴ 川 啓介 Ｏ 前拘
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広大な砂l擦が続く平原に、辛うじて確認で

きる方眼状に走る ｉｾ ｆｵ貝 Ｖｭ の道路と街区 。 見

渡す限りの数百m おきにたたずむ、窓や扉を

失った鉄筋 コンクリート造の建築物の躯体。

あたり 一面、ど乙が水路であったのか確認す

ることができない中に残る破撲された水門。

海に近くなればなるほど道路の痕跡もなくな

り、残る建物も小学校の大きな校舎のみ。

山形空港から石巻市へ向かう途中、 山形道

路から仙台東部道路へのカーブで、 地形と道

路と建築のバランスが釣り合わない光景が、

不意に車窓一面に広がる 。{Ll 1台東部道路の一

線を境にして、である 。

2011年 3 月11 日14時46分、冬の Ih幸を越え、

例年と同じように年度末を 過ごす人も多い

中、また、来る新年度に向けて胸を躍らせる

人も多い中、日本国内での記録史上、最大の

震災が起きてしまった。

名古屋の研究室で、海外留学を志望する学

部生の相談にのっていた私は、数分間も続い

た大きな横揺れに、 16年前の阪神大震災のH寺

に同じく名古屋で経験した約数 卜秒の大きな

横揺れを想起した。今 日はその揺れが全く 衰

えることなく数分間も続く 。 1: 1本列島の周囲

で未曽有の巨大地誌が発生したのか、ひょっ

とすると、 地球協院で大きな関石が衝突する

などの天変地異が起きたのかも、と直感した。

あの|瞬間を境に、東北と関東の太平洋側を

中心にして、いつもどおりの日常Ｇが、 ｾ ｉ ￴ 日常

ばかりの日常へと 一変してしまった。

当11寺、複数の新聞社や雑誌社から、居住空

間としてのマンガ喫茶についての原稿依頼を

受けていた私は、マンガ喫茶やカラオケボッ

クスやマクドナルド庖告IIi を生活の拠点とする

線々な人々についての現地取材を進めてい

た。そこには、 一般的に言 う「家」での生活

の概念とは呉なる、仮の「やどj としての生

活の概念が潜んでいると思いきや、そうとも

限らない光景が広がっていた。ベンチシー ト

やマッサージチェアやフラットシートといっ

た多種多様なブースから選ぶことのできるマ

ンガ喫茶、大人数で思う存分楽しむことので

きる上に大人数ゆえ一人当たりが安価となる

カラオケボックスなど、老いも若きも、男性

も女性も、早朝から深夜まで、その日の彼ら

彼女らの一 日の行動に合わせて、あくまで身

をよせる日常の生活空間として最大限に使い

こなしていたのである。

人間も動物ゆえ、やはり、どのような空間

でも生活していく上で、の人間の適用能力が優っ

ているのか、もしくは、日常'の家での生活と

引 間 の蹴 ｊ ｩｊＨ［ ｾ 見念に頼りすぎている自分がいた

だけだったのか、日常と非日常の境目を位置

づけることが嫌しくなっている 。

では、 1711えば、小中学校や高等学校の教室

や体育館、公民館の会議室やホール、図書館、

寺の本堂、パチンコホールといった、今回の

大震災での被災者の避難所での生活と空間

は、今、どうなっているのか、そして、いつ

まで続くか自体が不安で、いっぱp の中、いか

に、日常的な生活の営みを空間的に取り戻し

ていこうとしているのか、などを調査すべく、

宮城県石巻市の役所、教育委員会、各避難所

の担当者、そして、多くの避難民の皆様にご

承諾をいただいた上で、避 ｾ ｦ ｦＮ所の 空間を実証 ｛ＱＩ

させていただくとともに、避難生活にまつわ

るお話を伺わせていただいた。

2011年 4 月15日、 中部国際空港から 山形

怨港へ移動し、軽自動車をレンタルし、早速、

宮城県石巻市役所ヘ向か った。担当部署の

方々ヘ取材のな向をお伝えして、内諾をいた

だけたJ . l l i ! fm所から調査を進めた。まずは、石

巻市が以前か ら避難所に指定していたことも

あって、被災地のIHJ 内ごと避難してきた人が

多い公民館のホールと会議室と 和室、次に、

石巻市が避難所とは指定していなかったもの

の、避ｾＨￊ所のスペース不足もあり教育委員会

が自発的に避型住所として開放した図書館、最

後に、物資の!I倫送の拠点となり やすい地元の

小中学校の体育館の順番で、夕方から夜ま で、

i:Jt旧新聞社の日丸美彦さん、 私の研究室の博

後 ｗ ｊ 記 ｾ程 ｬ 年の米 津隆さんと共 同して、効

4 よく調査を進めた。

そこでは、もともとのビ‘ルテ会イングタイプ

として、就寝時も身をよせる生活空間として

は設計されていなかったにもかかわらず、J . l l i

難所のモテe ュールなどの空間の条件、避鮒民

の人と人のコミュニティの様子、数 日聞は何

もなかったという救援物資の在庫など、様々

な要件の ｾ ｉ Ｚ ｬ で、 一 生懸命 に、そして、適材適

所に勘案する人々の生きる力があった。

写真 ー北川啓介、日丸美彦、米津|盗



津波により破壊した水門 (仙台市) 1階の壁がほとんどな くなった体育館 (仙台市) 避難所としての会議室 (石巻市)

道路の痕跡もなし、小学校界隈 (仙台市) 多く残るピロティ型の建築物 (石巻市) 避難所としての図書館 (石巻市)

屋上て‘周辺住民が助か った校舎 (仙台市) 掲示に溢れる役所の入り 口 (石巻市) 掲示に溢れる避難所の入り口 (石巻市)

1階の教室の天井に残る痕跡 (仙台市) 自衛隊による避難所前の仮設浴場 (石巻市) 次々と届く救援物資 (石巻市)

一時の避難所とな った上階の教室 (仙台市) 石原軍団による炊き出し (石巻市) 避難所としての和室 (石巻市)

木材や金属が突き抜ける体育館 (仙台市) 避難所としての公民館ホール (石巻市) 避難所としての体育館 (石巻市)

29 



日常を失った生活空間

公民館ホール

~束日本大震災における

身の置きどころの

たち現れかた~

北川啓介+ 米海隆

北 川 啓介 Ｏ 前ｾＱｩｊ

米海隆/ 1982年京都府生まれ。

2007年国立大学法人名古屋工業大学工学部卒

業。現在、岡大学大学院工学研究科博士後期j f ; ; 日

程。I-I AP+ associat es主宰。

主な作品に、 2006年 rs邸ー生きている建築J (中

部インテリアプランナー協会学生賞) 、 2008年

fディスプレイ盟主の中に住み込む家j 、 2010年

fのれんJ (Under 30 Archi tects Exhibition招

待出展) 、 20日年 『オモヤとハナレ J ( SUSア

ルミ建築30歳以下の建築家による指名設計競

技俊秀賞) 、 20日 年 『公 文 式 と い う 建 築 』

(SDReview2008入選) など 。

30 建築と社会 ・201 1. 5

宮城県石巻市内の高台に、公民館がある 。

大きな吹き抜けの空間の前面に一段上がった

舞台があり、その手前に広いがらんどうのス

ペースがある。二階には数列の客席が備え付

けられ、吹き抜けを介して一階とつながり、

体空間を形成している 。この広い吹き抜け

のホールに普段は椅子が何百席も並べられ、

著名人を迎え講演会が聞かれていたのだろう 。

2011年 3 月11 日を境にしてこの空間は様

変わりした。 もともと指定避難所に選定され

ていたこの公民館に、地震と津j支の被害から

逃れた人々が身を寄せつつ生活をしている 。

客席を配置することを想定していた広い床

には、約700mml!l l i ¥の動線が中央と左右に 3つ

li削呆され、それらを除いてブルー シー トがほ

ぼ一面に敷き詰められ、凶附はガムテープで

しっかりと止められている 。その上にカー

ペット、そしてひとり 一畳の量が敷かれてい

る。限られた空間が効率的に区画制りされ、

無駄なく床面積が確保されている様子がうか

がえる 。畳の上には布団が敷かれ、棋になっ

ている人、あぐらをかいて新聞を読んでいる

人、数人が集まりおしゃべりしている人々、

それぞれ皆、思い思いに過ごしている。ブルー

シートは畳から廊下側に向か つて少しはみ出

しており、そこには新聞紙の上に載せられた

靴、ダンボールに詰め込まれた生活用品など

が置かれており、畳の上が内部空間だとする

とブルーシートが縁側のような役剖を果たし

ている。ブルーシートと量により整然と区画

剖りがなされたひとり 一畳半のスペースが、

連鎖をなして生活空間を椛成している 。

ｗＡｾ 台に目を移してみると、そこにも客賄容

聞と同様、カー ペッ トが敷かれ、その上lこひ

とり ー畳の畳と布団が数かれている。 乙の

ホールとしての建築において象徴とも言える

舞台上に、特段ホールである乙とを意図され

る乙となく、少しでも多くの床を雌保しよう

と畳と布団が敷かれていることは、かえって

ととでたち現れている空間がいかに効率的に

床を求めているかを象徴しているようで、そ

の切迫感がうかがえる。

舞台とそこへ上がる両j協の階段で固まれた

スペースにはテーブルが 3つ設置され、ポッ

トやお菓子などが並べられている 。年配の女

性が集まり、井戸端会議が聞かれている。階

段を挟んで壁との聞の固まれたスペースにも

椅子が数附l並べられており、おじさんたちが

談笑している。広いホールにおいて希少な因

われたスペースをうまく活用している。

舞台に向かつて左手の、入り口のある壁に

沿って長机が並べられ、その上や下に生活用

品がび、っしりと敷き詰められている。その中、

ひときわ目立つ中央の机に、断続的に震災の

ニュースを流す大型の液晶テレビが設置され

ている。よく見ると、棋になっている人も、

あぐらをかいている人も、新聞を読んで、いる

人も、ブルーシートと畳による区画割りで生

活している人々の姿勢が、皆、この液晶テレ

ビに向いていることに気付く 。日中必要のな

い掛け布団と毛布を折りたたみ、それを背に

してもたれかかり、リクライニングベ ッドの

ように上体をおこしつつ、テレビに 向かう 。

大空間における象徴的な存在として、整然と

並んだ生活スペースに一体感をもたらせてい

る。震災の状況下において、いかに情報が必

要とされているかというととがうかがえる 。

吹き抜けで、つながった二階席は、各家庭の

生活用品、もしくは、避難民全員が共有する

生活用品が置かれた収蔵スペースとなってお

り、ひっそりとした落ち着いた空間となって

いる。その客席には、まだよちよち歩きの小

さな女の子を連れたご失衰がいらっしゃり、

ふとひとりになりたいときは乙乙に来るのだ

とおっしゃっていた。集団生活の中で、ほっと

一息つける場になっている 。

細かいところに目を凝らしてみると、随所

に空間を活用する工夫がなされていることに

気付かされる 。手すりが物干しとして使われ、

壁際にロープを張り、洋服やタオルが掛けら

れている。二階席に大きな扇j匙機が設置され

ており、空気の循環がなされている。

普段は講演会などに使われている公民館の

ホー j レが、震災後、実に効率的に計画され区

画制りをされ機能的な生活の場として変貌し

ている 。それは徹底的にこの場を使いとなそ

うとした生活の知恵のたまものなのである 。

生活者数。 57人

一階の延べ床面積 224m 

二階の延べ床面積。白川

一階の専有延べ面積: 1 3 7 m 

階の共有延べ面積 87m 

一階のひとりあたりの占有面積 2.40m/ 人



大きな吹き抜けの空間の前面に一段上がった舞台があり、その手前

に広いがらんどうのスペースがある，二階には数列の客席が備

え付けられ、吹き販けを介して一階とつながり、ー{ 本空間を

形成している。二百平米ほどの床面積と百平米ほどの観客席

を効率的に計画し t 生活と収蔵によって大きく区画に分ける

C とで、機能的な生活の渇として斐貌させている.

公 民 館 ホ ー ル

東日本大震災における避難所

ブルー

シートと畳による区画割りの土

で、横になっている人ち、あぐ

ちをかいている人ち、新聞を読

んでいる人ち、この大きな液晶

子レピlご聞いている. 日中必要

のない跡け布団と毛布を折り 1き

たみ、それを背にしてちたれか

かり、リクライ二ングペッドの

ように上体をおこしつつ、この

大空間の象償的な程在である

デレピに面する人ち多ｾ｜，震災

の状況下において、如何に情報

が‘ l必要とされているかというこ

とがうかがえる.

文 北 川 啓 介

米 濁 隆

絵 荒 木 省 吾

坂 本 陸
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日常を失った生活空間

会議室

~東日本大震災における

身の置きどころの

たち現れかた~

北川啓介+ 米津隆

階段を上り、廊下から前後にある入り口を

通してその中に入ると会議室がある。前面に

はホワイトボードが設置 されており、それに

向か つて左手の壁には柱スパ ンい っぱL、に大

きな開口が設けられている 。反対側はふたつ

の入り口を残して一面が壁である。 日ごろは

ここに会議机が並べられ、 11可内会の会合など

が行われているのだろう 。震災後、同じ町の

人々が難を逃れ、この空間で肩を寄せ合い生

活しており、会議室の様子はいつもの|町内の

空間とは様変わりしている 。

会議室の中央前部に会議机がロの字状に並

べられ、その中心にはやかんを載せたストー

ブが置かれ、空間の芯をなしている。机の上

にはポ ッ ト、コーヒーセ ッ ト、 ぺッ トボトル

などが置かれている 。このロの字状の机に向

かつて、お茶を飲む人々、新聞を読んでいる

人、談笑している人々など、それぞれの辺に

二、三人くらいが集まり、ダイニングリビン

グの様相を呈している。 ロの字状の中にも人

がいて、お話を伺うと、 「何の乙れしき! 絶

対に立ち上が ってみせます。負けてたまる

か! !  J と、予想もしなか ったとても心強い

言葉を伺うことができた。この場においてひ

ときわ存在感を持つ町の中心人物がロの字状

の中にいるのは、象徴的である。

ふと笑い声が聞 ζ え、そちらに目を向けて

みると、窓|祭に椅子が制問l、円を拙l くかたち

で並んでおり、ぽかぽかと陽気の差 し込む中、

ご姉人方が楽しそうに談笑 している 。

廊下側の壁沿いにはブルーシートが敷かれ

その上に毛布、座布団などが敷かれ、ひとり

半畳くらいのス ペースにダンボール箱に入っ

た生活用品に囲まれた私的空間が並んで、い

る。少し狭いのではないかと思われたが、「乙

れくらいがちょうどいいんで、すj という 言葉

に、この町の住人の空間観を垣間見た。広い

スペースに自分の空間を確保するのではな

く、空間を共有することで他の生活者との連

帯を大切にされていることを思い知る。

会議室後方にはブルーシートが広く敷かれ

ており、壁|祭には座布団や毛布が高く詰まれ、

それにもたれかかり本を読んでいる人、夫婦

で会話している人々などがおり、収納も兼ね

た自由な場とな っている。

会議室前面にはホワイトボードを中心に左

側には大きな液晶テレビが据えられ、右側に

はたくさんの貼り紙がされている。ホワイト

ボードには重要事項などが書き込まれてお

り、情報の共有の場として会議室の前面が機

能している様子がうかがえる 。

日中はこのようなかたちで生活が営まれて

いるのだが、夜になるとその様相が一変する

という 。生活している人の数に対して、限ら

れた広さの空間である。寝床を確保するため

に、日中、中央に陣取っていたロの字状に並

べられた会議机が片付 けられ、床一面にブ

ルーシートとダンボールが広げられ、その上

に毛布が敷き詰められる。みんなでひと続き

の大きな毛布の上で眠る 。おじいち ゃんも、

お母さんも、友達も、近所のおじさんも、町

長さんも年齢や性別や地位や血縁などの分け

隔でなくみんなで一緒にひと続きの毛布にく

るまり !眠る。なんとも大胆でいさぎよい。 日

中、食事をする場所、団幾をする場所、個人

的な場所、情報収集をする場所といった規律

を有した80ni 足らずの空間は、夜になると空

間の規律も、人々の属性さえも、全てフラ ッ

トになるのである。

ここで約 1 ヵ月の|旬、生活されている方々

にお話を伺 ってみると、どの人も、 「少し狭

いかもしれないけれども、これくらいの大き

さでちょうど ｰｾ リ 「 ノ ｔ ーティションなどな

く、 一体にな った空間がいLリ 「この111] 内に

おいてプライパシーの侵害などという発想は

ないJ r手を取り合 っているこの避難所から

再び家に帰宅するときの、家に戻ったときの

少人数の孤独が、今は不安と心配で、仕方がな

Lリなどと、口々におっし ゃっていたことが

とても印象的であ った。

日ごろ|町内の会合などに使われている会議

室は、リビング、ダイニング、私的なス ペー

ス、収納スペースを備えた大きな家のような

空間になり、日中と夜間でその表情をガラ っ

と変える |時間感覚を伴ったひとつの大家族の

生活の場へと変貌を遂げた。

生活者数 35人

延べ床面積。 78m

昼の専有面積 1 9 m 

昼の共有面積 59雨

夜の専有面積; 73m 

夜の共有面積 5m 

昼のひとりあたりの専有面積。 0. 54ml人

夜のひとりあたりの専有面積 2. 09叶l人



会 議 室

東日本大震災における避難所

階段を上り、廊下 P ら前後にある入り口を通コて

その中に入ると会議室がある，閉じ町の人々が

難を逃れこの空間で肩を寄ぜ合い生活する。前

面には大きなホワイトボードが設置され、外部

に向けては荏スパンいっぱいに大きな関口が設

けられている。自の射す昼と明かりを消した夜と

で、空間の共有方法ガ大き〈塚変わりする.

h  

、、 f  

- ..... 、、一、 J

、、f

を急

会議室

の中央商部

に会掻机がロの字状に並

べられ、その印 ItJ ご|まやか

んを輯ぜたヌトープが置か

れ、空間のおをなレてい

る. 会議机の上仁は、コー

ヒーセット在とが置かれて

いる。

日が暮

れて檀は、ブルーシートと

ダンボーlレを庶一面仁! 有

lア、その上に閉じく床一面

に毛布を数き詰める. 一切

の空間の隔てをなくして、

町内の全員でひと続きの

大きな毛布の上で眠否。

文 北 川 啓 介

米 海 隆

絵 荒 木 省 吾

坂 本 陸
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日常を失った生活空間

和室

~束日本大震災における

身の置きどころの

たち現れかた~

北川啓介+ 米津隆

一階の事務室のすぐ| 燐に向かい、前室にて

靴をJ悦いでガラス陣子を開け、身を寄せるご

高齢の方々へ挨拶し、 二間続きの十五畳の手[1

室に足を踏み入れた。剰] 室は、床の間、 押入

れ、襖、| 母子、畳敷きなどで椛成されており、

もう 一室の手[1室はそれを線対称にしたように

全く同じ ような空間形式である。その聞を襖

と欄聞が分割している 。震災後、畳が敷き詰

められたこの和室に、お年寄りや体の不自由

な方が身を寄せ、との和室空間は生活空間と

してのあり方を変えることになる 。

二室を切り分けていた襖が取り払われ、 二

間続きの和室が一室の大きな空間として使わ

れている。 日中は布団がたたまれて端に寄せ

られており、畳の空間が広くとられている 。

たたまれた布団にもたれかかっている人、畳

の上であぐらをかき談笑している人、検に

なってひとりで、ゆっくり H寺聞を過ごしている

人など、もともと畳がー而に敷き詰められて

し、る空間ゆえに生活の自由度が高い。夜にな

るとたたまれていた布団が敷かれ、 川|の字状

に並列に布団が並んで、L、く 。 日中と夜間と

p った時間により、用途によって、空間のフ

レキシビリティは高いようである。

これだけ見ているとキJ] 室の旅館など、 旅先

で見慣れた光景のようにも思われる。ただ、

- 11寺的な宿などとは迷い、月単位の生活にな

る、それに加えこれだけ多くの人がひと続き

の和室に生活するということは明らかに特異

なことだろう 。空間のたち現れかたにも随所

にその性質が見受けられる 。

左右の壁にある床の間には生活用品が高く

積み重ねられている 。判| 入れの中にも生活用

品が所狭しと詰め込まれていて、ラジオやブ

ラウン管テレビすらもこの中に入れ込まれて

L ミる 。テレビが押入れの中に設置されている

ために、空間の形状から見る者を限定してし

まうように一見思えるが、畳の上にある物を

少しでもなくし、 生活のための自 由な場とし

てすっきりさせ、適材適所に生活物品を配し

ておこうとする意図がうかがい知れる 。他に

も11鳥居に洋服が掛けられていたり、ガラス障

子にそのガラスの白 地に沿わせるかたちで注

意事項や新たな情報を告げる貼り紙が張られ

たりなど、空間を立体的に多様に使用するた

めの工夫が見られる。

また、和室空間のフレキシブルさゆえか、

二間続きの奥行きのある形状ゆえにか、そこ

に生活する人の渦和なお人柄とこの空間構成

が持つ特徴がH平応しているように思われる。

入り口から入ってすぐに目が合う上座に位置

するご夫妻が、この空間における中心的な人

物なのだろうか。乙の位置からだと 押入れの

中にあるテレビも見やすい。事実、この空間

に調査のために入った私たちに対応していた

だいたのはこのご夫妻であった。テレビのリ

モコンも乙の夫妻が常日頃から管理されてい

るようであった。生活道具や生活機搭に触れ

る際にも、部屋を共有するご高齢の全員がな

るべく体を大きく動かすことなく、 一 日の生

活の随所を適宜、使用しゃいように考案され

ている。抑入れのすぐ前のご婦人はテレビを

背にしていてテレビを見るには不便そうに思

われるが、その代わりにテレビの音声をラジ

オのように聞きつつ、避難所に届いた新聞や

手紙を読むなど、 ｉ ｾ ｉ 分のことを夢 中でされて

いる 。キ[1室の中央あたりでは幾人かのかたが

布団をかけ、横iになって寝ている 。テレビが

ない側の和室の奥のほうでは、こちらもど高

齢の五、六人が集まり、なにやら真剣な面も

ちで会合を聞かれている 。

和室という日本古来の空間形式は、その本

来の使われ方を変えたとしても、 間仕切 り、

家具、床材になるものなどを持ち込む必要が

なく、 四六時中、一面に敷き詰められた畳は

あぐらをかくにしろ、棋になるにしろ、自由

なふるまいを可能にしている。またこの空間

が入り口から奥行きのある形状のためか、フ

レキシビリティが高いためか、必ずしもひと

まとまりとしての一体感を創出しているわけ

ではないが、人が様々な用途に応じて使用し

やすい広間としての畳敷き平面と、床の間や

抑入れといった生活する上での機能を立体的

に壁面沿いに配した和|室という 馴染みのある

形式が、お年寄りや体の不自由な方が集まる

との空間全体に、なごみ感すらも醸し出して

L、るように思えてくる。

生活者数 16人

延べ床面積 : 58πf  

専有延べ面積 42而

共有延べ面積・ 1 6 m

ひとりあたりの専有面積 2. 62ml 人



和 室

東日本大震災における避難所

床 の 問 、 押 入 れ 、 襖 、 障 子 、 畳 敷 き な

ど で 構 成 さ れ て お り 、 そ の 閤 を 襖 と 欄

聞 が 分 割 し て い る 。 六 十 平 米 定 ら 守 の

ご の 和 室 に 、 お 年 寄 り や 体 の 不 自 由 な

方 が 身 を 寄 せ 、 こ の 和 室 空 間 は 生 活 空

間として/ イー一一- - - . . . . _ のあり方を受え

るこメ "" ¥ I  / 入 と 仁 な る 。

l l 品

F 」 F

犠 Iマな

用途にお

ての平面形式と、床の間や押入れといっ

た生活する上での轡能を立体的 lζ 配した

壁面形式が融合した和室という室内空間

の形古が、お年寄りや体の不自由な方が

集まるこの空間全体に、共同生活を送る

上でのなごみ感すらも棟しだ9 .. 

文 北 川 啓 介

米 津 隆

絵 荒 木 省 吾

坂 本 陸
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園

日常を失った生活空間

図書館

~東日本大震災における

身の置きどころの

たち現れかた~

北川啓介+ 米海隆

高台の中腹に、うっそうと茂った木々に固

まれて、外壁のレンガが特徴的な図書館があ

る。風除室の自動ドアを手で聞けて入り口を

くぐると、受付カウンターのあるエントラン

スホー ルがゆったりとしたスペースで広が

り、右手に児童書コーナ一、左手に一般書コー

ナーが設けられ、本初lが一定の間隔で所狭し

と並んで、いる 。普段は市民に知の集積として

親しまれ、この空間で本を片手に物語の世界

に入り込み、ゆったりした時間を過ごしてい

るのだろう 。この図書館は指定避難所として選

定さ れていたわけではないが、住民の要望と

図書館運営者と石巻市教育委員会の判断で、

避難所として生活の場に様変わりしている 。

図書館前の駐車場の一角は、自衛隊による

仮設浴場の提供場所となっており 、図書館に

身を寄せる人々だけでなく、近隣の避難所か

らも 心身ともに温まる湯船を求めて、日中は

仮設浴場前の長椅子に座りながら自分の番を

待つ。高台の中腹に位置するため、周囲には

住宅街が広がり、目視で確認する限り、家屋

れ感をうまく使い、私的な空間として使われ

ている。床に毛布を敷き、その周りを生活用

品で囲み、その棋に椅子を置き、本棚に洋服

を掛け、窓台にH寺計、水筒などの生活雑貨が

並ぶ。本棚に挟まれたひとり 一列の私的空間

が誕生している。本棚と 一言でいっても、そ

こには小説、文学書、政治経済書、児童書な

ど多種多様な本が並べられている 。児童書の

前には子どもたちが、雑誌や新聞の近くには

高校生から若夫婦が、歴史書の前にはど年配

の方が、といったように、単に本棚に固まれ

て私的な空間が 出来上がっているだけでな

く、そこに置かれた本の種別によって、その

場所を陣取るそれぞれの人々の属性の一端が

現れているように思われる。

本棚と本棚の間隔が他より広めなロビー空

間にはマットが設置され、テーブルが設えら

れ、家族が食事をとったり図書提したりしてい

る。本棚の間隔に合わせて生活のふるまいに

適した場がつくられている様子がうかがえる。

本棚の ｊ￮ｾ から子どもたちが ζ そ乙そと話し

への被害はほとんどなく、夕方ともなると、 ている声が聞こえる 。数人の子どもたちが地

それぞれの家屋のリビングやダイニングには

照明がともされる 。今回の大震災では、やは

り、 地震による被害よりも、枠波による沿岸

部の被害が、石巻市を一変させたことがわかる。

まず入り口を入 ってすぐに目にするのが、

エン トランスホールの掲示板にあふれんばか

りに重なり合って張られた行方不明者の捜索

のための貼り紙である。し功h にこの被災地が

切迫した状態であり、 ｾ ｉ ￕ Ｇ ｩ 常事態であるかとい

うことを思い知らされる。この掲示板と直角

をなすように受付カウンターがあり、その上

にテレビが置かれている。エントランスホー

ルにはやかんを載せたストーブがふたつ設置

され、テレビに向かい椅子が数j関l並んで、おり、

娯楽番組を見て人々が団策している 。非 日常

的風景と日常の生活が隣り合わせに同居して

いる様子を目の当たりにする。受付カウン

ターの上にはテレビのほかに大きな鍋がいく

つかと、ご自由にお取りくださいと書かれた

s6り品氏が{寸さオ1 たJ ¥スケ ッ トに入ったノ Tン

ケーキ、ペッ トボ トルなどが数本並んで、置か

れている。エン トランスを入ってすぐの受付

カウンターはボランティアの拠点になっている。

本棚と本棚の聞は、そのスケール感と固ま

べたに座り込み、なにやら楽しそうに話して

いる 。と思えば、ひとりの小学生が寄ってき

て、テレビで面白いバラエティ番組をやって

いることを告げると、多くの小中学生が一斉

にテレビに向かい、本棚の聞を駆け抜けた。

子どもたちにと って、あちらこちらに身を隠

せる秘密基地や、回避性の高い迷路に近い空

間なのかもしれない。

二階には書庫がある 。そこには、カップ麹、

パン、調味料、ビスケッ ト、お茶、毛布、下

着、おむつ、カイロなどの食料、生活用品が

書棚の聞に保管されている 。通常は本や雑誌

を保管するための書庫が、生活必需品の備蓄

庫に役割を変えている。

生活空間として想定さ れては設計されてい

ない図書館を、蔵書がカテゴ リーごとに配さ

れた図書館たる形式を利用し、生活の場が生

まれた様子がうかがえる 。それぞれの本が内

在する物語性が、 ＱＡＡｾ 味乾燥になりがちな避罪 ｭ

所空間に変化を与えている。

生活者数 25人

一階の延べ床面積 178計

一階の専有延べ面積 5 4 m 

一階の共有延べ面積 124m 

一階のひとりあたりの専有面積 2. 16ml 人



図 書 館

東 日 本 大 震 災 に お け る 避 難 所

エントラツスホールがゆったりとした

スペースで瓜がり、右手に兜童書コー

ナ一、さ王子! こ一能書コーナーが設けら

れ 、 本 棚 が 一 定 間 隔 で 所 狭 し と 逝 15¥'。

行 政 に よ る 指 定 遭 難 所 で は な い が 、 避

鰭所として ー ー 一 、 生 活 の 携 に 姿

聞は、その " ' - - - 一一_ _ _ _ ， スケール感

と固まれ感をうまく使い、私的な空間として使わ

れている. 床に毛布を敷き、同りを生活用品で囲

み、本棚に洋服を掛げ、窓台に時計、水筒などの

主活雑貨が並13¥0 本の種f 31J によって 、その場所を

陣取る人々の属性の一献があらわれている.

文 北 川 啓 介

米 滞 隆

絵 荒 木 省 吾

坂 本 陸

37 



38 

日常を失った生活空間

体育館

~東日本大震災における

身の置きどころの

たち現れかた~

北川啓介+ 米津隆

守合城県石巻市内の高台の中学校校舎の裏側

に、ひときわ大きな体育館がある 。鉄骨 卜ラ

スによる巨大な架梢の下に、テニスコー トが

二面入る広大な空間が広がっている 。前方に

は階段を数段上って大きな舞台もある 。長手

の壁面の二階レ ベルには大空間を囲むように

キャッ トウオークが走り、バスケッ トゴール

が取り付けられている。キャットウオークよ

り上部の壁が全開口になっており、日中はここ

から内部に光が差し込む。日ごろは中学生た

ちがこの体育館で、ノ f スケットボールや J ' Iレー

ボールなど、元気よく運動していることだろ

う。大震災以降、主に家族連れで避難してき

た多くの人々が、この体育館の大きな屋根の

下に身を寄せ、 長きにわたる H寺聞と大きく続

く空間を共にしている 。

体育tmという広大な空間においては、建築

空間の仁1:'に住まうというよりも、広い敷地の

上に空間や集落が立ち上がってL 、くと L寸感覚

により近いのであろう 。生活用品、ダンボール、

パイプ椅子など、生活に必要なもの、簡単に

子に入るものを建築材料として生活の場が立

ち上げられている 。パイプ椅子が並べられ、

道がつくられ、生活用品を柏み上げ、壁が築

き上げられる。柏み上げる高さを変えること

たダンボールヰfi が床を埋め尽くし、高く積み

上げられている 。舞台という、広大な空間の

どこからでも見える象徴的な場所にボラン

ティアの本部が設置されていることは、被災

者に幾分の安心! 惑を与えていることだろう 。

この広大な空間には、いくつものテレビが

点在している。それそなれのテレビで、放映さ

れている番組内容が異なり 、それに合わせて

その周りに集まる人々の属性が異なってい

る。11免御飯を終えた頃、アニメ番組が放映さ

れていればその周りには小学生たちが同オ促k

や幼馴染み同士手を取り合いながら集まり、

バラエティ番組やドラマ番組が放映されてい

れば携帯電話を手にした中学生や高校生がど

こからともなく集まり、ニュース番組が放映

されている辺りには大人たちが心配そうな表

情をしながら集まっている。空間自体は家族

や110 を基準につくられているが、 一 日のH寺間

帯によるイベン卜性がその枠組みを超えたつ

ながりを生み出している 。

世帯の家族桝成が、体育館全体の中での世

帯配置に影響を与えている。子ども連れや二

世帯家族など、 人数が多い世帯ほど体育館の

中心に位置し、人数が少ない世帯ほど体育館

の壁側に位置し、体育館の壁に寄り添う 。世

により、その場その場に応じて壁の意味が巧 帯聞の隔壁を自らの物資で設けているため、

妙に変わ っている 。ほとんどの世帯が、家族 ひとりよりもふたり、少人数よりも多人数で

の衣服や生活用品などの荷物を詰めたダン 隔壁を共有するほうが効率よく高さを保っこ

ボールを間仕切り壁として用い、そごに大小

様々な開口部を設けている 。この場における

建築行為は人と人のb!別!I闘|

とでで、はなく、との広大な空間においていかに

人と人の距離を縮めるかという行為なのであ

る。創出す る空間の基準とするスケールも、

個人というよりも 家族が対象であり、家族単

位や町単位で、空間が，'1'，来上がっている 。子ど

もがいる家族、お年寄りがいる家族、ひっそ

りと静かに生活したい人、みんなでわいわい

交流したい人、いろいろな人、様々な家族が

あり、空間はそれぞれの生活像に合わせてつ

くられ、必要とあればいつでもっくり変えら

れ、更新されて p く。こうして出来上がった

岱聞はその家族のありょう、その 111] の性格を

如実に現している 。

舞台の上には日の丸の国政と本部と書かれ

た大きなボードがかかげられ、救援物資が入っ

とが可能になり、そして、世帯それぞれは、

ほどよい囲包性の空間を有してLぺ 。

とこには住人ひとりひとり、世帯ひとつひ

とつが自らっくり上げた生活の場があり、そ

れらが集ま った公共の場があり、そして、 企

休を繋ぐインフラがある 。つい数日 前 までは

何 もなかったところに、 110が出来上がってき

てL 喝 。その生成の過程は、そもそも、近隣

の老若男女の自助と互助のために集うことで

村やIIfJ が生じ、その後、物資や経済や情報の

交換を促すこと で急速に発展してきた都市の

生成そのものである。

生活者数 216人

世帯数 53世帯

階の延べ床面積 8 4 3 m 

一階の専有延べ面積 462同

一階の共有延べ面積 381 叶

一階のひとりあたりの専有面積 2.13m/ 人

一階の世帯あたりの専有面積: 8. 71 m/世帯



体 育 館

東 日 本 大 震 災 に お け 忍 避 難 所

鉄骨による巨大な架橋の下に、二面のテニスコートが入

る広大な空間が広がる. 階段を鍛段上る舞台 l立、救援物

資の配給渇所と E 4

なっている.

日の丸の冒旗と本部と書か

れた大きな itミー ドがかかげ.

られ、教痩物資が入ったダ

ンi K- Jレ箱が畠〈積み上げ

られている. 舞台という体

育館の象徴的な露所に、ボ

ランティアの本部と救極物

資が常に詫置されているこ

とは、被災者 lこ幾分の安心

れや二世帯家肢など、一世

脊あたりの人野が多い也符

ほど体育館の中山に位置

レ、人数が少ない也帯ほど

体育館の壁に寄り添うよう

な区画となって竹る.

文 北 川 啓 介

米 海 隆

絵 荒 木 省 吾

坂 本 陸
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3政令市( 京都市・堺市・

大阪市) の建築環境総合

性能評価システム

( CASBEE)  

~最新の取り組み~

CASBEE京都

( 建築環境総合1性能評価システム)

杉本憲二

京都市 環境政策局地球温暖化対策室

青 木 巌

京都市 都市計画局建築指導部建築指導課

l 制度策定の背景

京都市では「環境モデル古Ilil i J の行動計画

のーっとして、平成20年度から学識経験者

や市民公募委員による「木の文化を大切にす

るまち・京都J市民会議を設置し、 「木の文化j

という京都の固有性を踏まえた地球温暖化対

策のあり方について検討を進めてきた。

この市民会議では、 3つのプロジェクトチ

ームが設置され、そのうちの一つである「京

都環境配慮建築物 ( CASBEE京都) J 検討

プロジェク トチームにおいては、建築物の環

境性能を総合的に評価するツールである

CASBEEを活用し、京都にふさわしい環境

配慮を行う佳築物を誘導する基準や仕組みづ

くりについて検討を行 った。

そ の 成 果 を 踏 ま え 、 全 国 基 準 で あ る

CASBEE に 京 都 の 地 域 性 を 反 映 し た

rCASBEE京音IU を策定し、平成23年 4 月

より運用を開始した。

京都市では平成17年10月から、京都市地球

温暖化対策条例に基づき延べ面積2，000m' 以上

の建築物の新築 ・増築についてCASBEEの

届出を義務付けているが、これまで、は、全国

版のシステムをそのまま用いていた。

l 制度の概要

1  基本的な考え方

CASBEE京都の目的は、京都の特性に応

じた環境商i l i ¥在、建築物を評制ij . 誘導することに

あるが、環境配I脱 E築物は地域の独自性だけ

で成り立つもので‘ はない。低炭素化という目

的、そのための新し L 、技術、それらは普遍的

40 建築と社会 ・2011.5

なものであり、そのような普遍性と地域性の

共存が今、求められている。

したがってCASBEE京都のシステムを椛

築するに当たっては、 CASBEE全国版のシ

ステムに著しい改変を加 えるのではなく、全

国版の普遍性は保持しつつ、そのうえで、京

都の独自性が評価 ・表示できるものとした。

CASBEE京都によって目指すべき京都ら

しい環境問町在、建築物像について、「木の文化」

の概念に即し以下のキーワードを設定した。

①大切にする 建築物を大切にし、資源、を大

切にする。

① ともに住まう 自然とともに住まい、 地域

とともに住まい、歴史とともに住まう 。

① 自然からつくる ｉ ｾ ｉ 然材料を使ってつく

る、自然を活かして計画する。

2  評価システム

① システムのあり方 CASBEE全国版をベ

ースに、京都独自のシステム rCASBEE京

都」を桝築する。

具体的には、上記の 3つのキーワードに応

じて、重点的に取り組むべき項目を「重点、項

目J として全国版から抽出 し、適宜評価内容

の見直し等を行うことで、総合的な環境性能

に加え、京都らしい環境配慮建禦仰を適切に

奇刊削1 . 誘導できるようにする。

①京都の独自性 主な見直し ・重点化の要点

は、以下のとおりである。

・木材の利用促進= 争木材( 特に市城主材) の

使用を評佃i

・自然材料に関する取扱= 苧環境- 景観の両面

で自然材料の使用を罰叩II

・歴史性 ・地域性への回目[ - g、二字伝統J支術の採用

や 地 域保境への配舷を言 ｴｾＱ ｦＱ 日 ｩ

Ｎ Ｑ￟ 破索景観の創 ｉ ｪｾ ｬ ］ 端子や ｬ ｬ ｩ ｦｊｔ ｅ 等の環境 制

御機能を持つ景観要素を評価

① 「京都標準システム」と「京都独自システ

ムJ rCASBEE京古川は「京都標準システ

ム」と「京音|句虫自システムJ とで椛成される。

全国版システムの普遍性を保持したままで

一部見直しを行ったものを「京都標準システ

ム」 と" 平び、それに対して、京都が重点的に

取り組む部分として、上記「重点項目」を中

心に 「京都らしさ j を分かりやすく評価・ 表

示する仕組みを 「京音|均虫自システム」として

構築している。

「京都独自 システム」では、重点項目での

評価を抜き出して、 3つのキーワードのそれ

ぞれに対する取り組み度を 5段階評価する シ

ートを作成し、シート単体で京都らしさを評

仰iできるようにし、「京都標準システム」の

評価 シー トと合わせて運用することで、全国

的な指標での評価と同時に、京剖均虫自の考え

方での評価を表示できるようにした。

④届出 CASBEE京都による評価結果は、

地球温暖化対策条例に規定される[ 排出量削

減計画書 j の添付資料として、延べ面積

2，000ni以上の建築物について届出が義務付

けられている。加 えて、 2，000m' 未満の建築

物についても、任意での届出を受け付ける。

( すぎもと けんじ・あおき いわお)

CASBEE堺

( 堺市建築物の総合環境配慮制度)

藤本晃久

堺市建築都市局開発調整部建築指導課

l 環境モデル都市一 堺市

堺市は、世界文化泊産登録を目指す百舌鳥

古墳群や旧市街地をはじめとした歴史 ・文化

資源、 臨海部等の先端産業や伝統産業を含む

ものづくり産業が集積し、泉北ニュータウン

に代表される良好な居住空間など、多様な者11

市機能を有してし唱。

さらに、低炭素社会の実現に向けて先駆的

な取り組みに挑戦する都市として、固から「環

境モデル都市j として認定されている。

環境モデル都市の取り組みは、? 鼠室効果ガ

スの大幅な削減だけでなく、者11市活力の創出

等を同H寺に実現することが期待されている。

本市は、平成2幻l 年 4 月に j堺界市1茸斑r絞i境モデル

音翻都|日l市行動計計- 画を発表しι 、“ 快適な暮らしじ" とどε“‘

ちの!賑仮わい" が持統する低炭索者都|日l市 『ク一ル

シテイ . J堺界別j の実現を目指している。

I  rCASBEE堺』の特色

『クールシティ ・堺j のー貯の推進を図る

ための施策として、 p抗l市建築物の総合環境

配慮制度 (111自称: CASBEE堺) J を創設した。

これは、大阪府からの事務移設を受け、大阪

府温暖化の防止等に闘する条例に基づいて実

施するもので、ある。対象となる建築物と使用

する評価ソフトは下図のとおりである。

堺市内に対象となる建築物を新築する場

合、乙れまでは大阪府への届出となっていた

が、今後は届出先が堺市に変わる。

Ａ商 ｉｾ ｾ ｉ 先が省エネ法と同じとなり、建築主等

においては、 利便性が向上する。

5，OOOm' 超

3 0 0 m'以上

使用する

CASBEE 

曙曹陣国|闘再

巨 日 - -

･ｾｉ Ｍ 同 宣 ｐ

ｉ ｬｉｩｾＨＱｉＡｾＱｉｎＩ＠ Ｑｉｉ ｉｬＮＧ ｈｾ Ｈ ｉｉ￭Ａ ｾｉｉｎ Ｉ＠ ｉ 厄 ｬｴＨ ｬｉｩｾ Ｉ I  

CASBEE堺の対象面積のイメージ



1  重点項目に「安全快適な暮らし」を追加

評価ツールは、建築物の種別に応じて全国

共通のものさしとなる rCAS BE E新築( 簡

易版) J などに、重点項目を加 えた本市独自

の評価 ソフトを使用する 。

CAS BE Eの評価項目から 抽出 した、建物

の耐援、免震化による 地震対策、身体障害者

等の円滑利用措置対策など、より安全で↑ 夫適

な生活を営むことができる良質な建築スト ッ

クの形成への貢献項目として、「安全快適な

暮らしj と名付けた項目を設けている。

ζ れにより、重点項目は、大阪府・大阪市

共通の 3項目に、環境モデル都市として重視

した独自項目を追加 し、 4 項目となる。

2  建築物環境性能表示制度の実施

rC ASBE E堺」による評価結果を、販売ま

たは賃貸を目的とした広官仰や自社の建築物

に環境配慮への取り組み結果を示すことがで

きる 制度である 。堺市が定める表示基準に従

い、任意で下図の表示をすることが可能で、あ

る。

CASBEE堺の表示ラベルのイメージ

3  顕彰制度の充実

大 阪 府 建 築 物 明 朗 瞬、制度J雌 委 員会の審

査・選考による大阪サステナブル建築貨の中

に、新たに 『堺市長賞j を設ける 。

義務届出となる建築物のうち、特に優秀な

評側 を得た建築主や設計者を顕彰する 。

I  8月 1 日か5 受付開始

平成23年 8 月 1 日から、堺市建築物の総

合環境配慮制度が運用開始となる。

今後、説明会等の普及啓発活動を行い、

rCAS BE E堺J の評価 ソフト等は、本市ホ

ームページに掲載する予定である。

なお、 『クールシティ ・堺j に賛同する市

内の金融機関で桝成される rS AKAIエコ ・

ファイナンス ・サポーターズ倶楽部」が平成

22年 2月に発足し、本市と連携して、市民 ・

事業者のニーズに応じた環境菌却型金融制1

の提供に努めている。

今後も、 I'lJ苦境モデル者11市 . f!f.市』 として、

次世代に豊かで良好な環境をヲ |き継ぎ、人と

環境に優しいまちづくりを進め、低炭素者11市

『クールシティ ・堺』の実現を図っていきたL、

(ふじもと てるひさ)

C A S B E E大阪み5 い

( 大阪市建築物総合環境評価制度)

柳 原 卓

大阪市 計画調整局建築指導部建築確認課

建築物の環境配慮を総合的に評価 する

r CASBEE大阪J において、届 出対象を拡

大し、新築建2築物における C O
2
削減 ・省エネ

士搬の強化 充実や、既存建禦劫における省

エネ化の促進を図るため、 ｲ ｃａｓｂｅｅ 大ｾ

みら L リに改正した。

l 制度拡充の目的

大阪市では、環境に配慮した建築物を誘導

するため、平成16年10月より大阪市建築物

総合環境性能評価 制 度 ｲ ｃａｓｂｅｅ 大 ｾＧＦ ｊ を

実施している 。5，00011; を超える建築物や、

総合設計制度を活用する建紫物を新築する際

に、市が定めた評価基準に基づいて、建築主

の方が建築物の総合的な環境性能を ｉ ｾ ｉ 己評 価

し、その結果を大阪市が公表するものである 。

現在、届 出 された建築物のうち 9 割近くが

B+  (良L、) 以上の性能を取得している。

一方、家庭部門と業務部門( オフィス) か

らの ｃ Ｐ Ｒ ｾ Ｑ Ｚ 出 量が増加傾向にあり、本市総排

出量の50%以上を占めている 。今後は、新

築建築ぎ仰における省エネ性能の向上だけでな

く、既存オフィスビルの省エネ対策の促進な

ど、環境に配慮した建築物の一層の普及促進

を図る必要がある 。 このため、 rCAS BE E

大阪J の届出対象を大幅に拡大するとともに、

マンシ ョンやオフィスビルについては、! ! 詩人

者や入居者が環l克に因調、した建物を選択しや

すいよう、販売広告に環境性能を表示する制

度( ラベリング) を新たに創設した。

l おもな改正内容

1  届出対象の拡大 (下図参照)

①5，000ni を超える新築建築物に義務付けて

L、る r CASBEE大阪」の届出対象を拡大し、

300m'以上5，00011;以下の新築建築物を任意届

出とする 。

①市内に多数ある既存建築物に届1 ' :11対象を拡

新築建築物 既存建築物

話 11 箆

(延べ面構) ， 

3 0 0 m
2  

，1』ーーーーーー- - - - " ， 

使 用 す る : CASBEE :  CASBEE CASBEE 

評価方法: 大阪みらい !  大阪みらい 大阪みらい

新築 既 存 改修

CASBEE大阪みらい対象面積のイメージ

大し、環境に配慮した良質なｾ 穀 物を評価す

る。対象は300ni 以上の建築物とし、任意届

出とする 。 ( 政令市初)

①既存建築物の省エネ改修を届出対象とす

る。対象は300ni 以上の建築物とし、任意届

出とする 。 ( 政令市初)

※評価基準の改訂 iCASBEE大阪みらL、j では、 例

建築環境・省エネルギー機構が発行・ 公表している

iCASBEE (簡易版) 2010年版J を{史JfI する。

2  建築物環境性能表示制度 (ラベリング)

の実施

マンシ ョンやオフィスビルの建築主が分設

や賃貸の入居者募集を行う |祭に、建築物の新

築及び改修の1I寺に届出されたCAS BE E大 阪

みらいの評価の結果に基づき、大阪市の定め

る表示基準に従 って、広告等に環境性能を表

示するとともに、その内容を大阪市がホーム

ページで公表するもので、ある。

①対象となるものは、マン ショ ン、オフィス

ビル等で、分譲、賃貸を問わない。

・新築建築物で:'5，000ni を超えるものなど

CAS BE E届出が義務付けられているものを

販売または賃貸する場合は、広告等にラベル

表示を義務付ける 。

・上記以外でも rCAS BE E大阪みら Lリ に

よる届出を行った建築物については、ラ ベル

表示を可能とする 。

②ラベル表示を行う場合は、 CAS BE E建 築

評価 員 に よ る 評側 が必要となる 。表 示 は

rCAS BE E大阪み刷、」の評価に基づく 。

E 齢制雇1 m主造語l員嵐t目志車置

C 02脚 ***00

省工事対策合 ・ ・*0

P弘同高命 命 合 *。

ζ れはrCASBEE 大 阪 み B いJ による自己野価値果です.

司・・ ｅ ・杭 Ｓ 司副］同ＢＮＺ［ｩｐｾＧＺＧＮｉ罰Ｇ‘ ｩｬＺＧ ｬ ｩ ｖ ， ｝ ・ー ＱＱＱ ・Ｑ［［剖 Ｎ ＧＱ・ ｈ ＲＳ 心 ＰＰ ｟

CASBEE大阪みらいラベルイメージ

なお、 重点項目は、大阪府・堺市と共通と

なる rc 0
2
削減J r省エネ性J rみどり・ヒー

トアイランド対策」の 3項目となる 。

今後とも、環境に配慮した建築物が市場で

評価 される仕組みづくりに取り組む。

(ゃなぎはら たく )

l あとがき

この度の東日本丸霊災でお亡くなりにな っ

た方々のご冥福をお祈りし、被災 された皆様

に心よりお見舞いを申し上け、ます。

また、 一 日も早い震災からの復興を心より

願 っております。
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想主|

鋼材と木材を組み合わせ

た木造校舎の構造設計

小阪淳也

日建設計構造設計部門構造設計部主管

「飛弾の匠」のまち高山、アルプスの山並

みと 町を一望する高台に建つ中学校の建て替

え工事である。

『木』のぬくもりが生徒たちの心に残る校

舎を、との思L功、ら、地場産材のヒノキやカ

ラマツを用いた木造とし、 小屋組や梁を表し

て、差是かな生活空間を創り出すことを心掛け

た。

所 在 地 岐 阜 県 高 山 市 下 岡 本 11町

建 築 主 高 山 市

設言1. . ¥:iiillli :  f船日建設計

施 工 。

[校 舎] 井上 二反田・田中共同企業体

[屋内巡動場] 丸1
'
1"建設

敷 地 面 積 38，964.35 rlI 

建 築 部 fi 'l: 5，770. 79 ni 

妊: 床而般 8，685. 96I lI

村1造・規模 W ' RC' S造 + 2  

工 )111 :  2006年 6 月- 2009年 3 月

1階平 面図

匿 盟 巨聖司

42 建築と社会 ・2011. 5

l 製材とテンション口ツドによるトラス屋根

Ｓ 事ｾある普通教室棟は、 11絡に特別教室や

職員室などを、生徒が生活の大半を過ごす普

通教室を 2階に配置した。

屋J長梁をカラマツの製材によるトラス架桝

とし、下弦ｾＥｉを照 明 様具の設世部材を兼用し

た2本のテンションロッド (22<t ) として、

『木j のぬくもりを 出 しながらもスレンダー

な印象を与える教室空間とした。 (写真 1)  

l 集成材と鋼板による耐震壁

一般に木造の床の遮音性は鉄筋コンクリー

ト造に比べ劣るが、本計画では、強度の高い

カラマツの集成材の梁で、穴あきプレキャス

トコンクリー卜版を支持する乙とにより遮音

性を向上させた。

また、 l 階の地震力も大きくなるが、教室

の採光確保や将来のレイアウト変更への対応

のため、壁を多くすることはできない。耐震

壁には耐力の高い鋼材の利用が必須となる

が、ブレース形式の場合には端部の接合部に

写真 1 製材とテンション 口ッドによる普通教室

練のトラス屋根

乗鞍山や

力が集中し、十分な力の伝達が難しい。

そこで、鋼楠町、股監を周囲の木造梁 ・柱に

ラグスクリューで接合したCT材に接合する

乙とで、力を分散して伝達させることとした。

(写真 2 )

施工に先立ち鋼板耐震壁の強度試験を行

い、想定する地震荷重を十分に上回 る耐力 を

確認するとともに、周辺梁 - 柱との接合音1Iの

力の伝迷能力の妥当性をli l師恋した。 (写真 3 )  

l 木造の設計と施工

製材にはｾｬＧ包燥 ｊｾｉｉ Ｚ ｉｾｪ が必要なため、工事に先

行して木材を発注する。木材の部材断面寸法

と数量の早期確定のためには、話、匠 ・設備設

計との早期の整合が必要となる。また、木造

における防火性能の厳し L 規 制輔、股性の確

保、さらには生活空間としての快適性の実現

には多くの苦心が伴った。

完成後の郷土展望テ.ッ キから見た心広がる

景色と、そこで諮らう生徒たちの姿に、これ

までの苦労も忘れる深い喜びを感じる。

(こさか じゅんや)

写真 2 鋼板耐震壁

高山市街への眺望

医窒国

断面図

2階平面図

見かけのせん断変形角川 (rad)

写真 3 鋼板耐震壁の強度試験



学校校舎の実状と其計画の大要J ( 昭和 5 年

2  ) = 1 ) を著し、小学校建築の状況や建築計画

などについて言及した。そこで、富士岡は木

造と R C造の建坪の面相比率で各区を示し、

その比率は大阪市全体で木造が70%、R C造

が30%で、 R C 造の最も高い区は南区75%、

東区68%、西区51%、 北区41%の順となり、

港区、束成区、住吉区は 0 %であると、各区

の特徴を示した。R C造の建坪の面硝比率が

向い 4 区は宮裕区とも呼ばれているが、歓楽

街 な ど の 密 集地 も多くあり、明治42年 約

11，300戸消失した北の大火、 同45年約4，500

戸消失した南の大火、大正12年関東大震災な

どの組験を迎して、冊、段耐火構造の必要性が

互会議員や住民などから求めら れていたこと

が要因でもある 。

協会は、さらに 昭和 8年10月に 2 巨|目の

「学校建築特輯j を発表、翌年 4 月 『統学校

建築図集j を刊行し建築界の求めに応えた。

これらの協会の動きに対して久宝( 大正12

年) 、集英( 昭和 2年) 小学校などに関わっ

た|刻西の大御所宗兵蔵は「巻頭言J (n前 [J 5  

年 2 月) で「安に我 日本建築協会が其使命と

する社会奉仕の一端として、その機関誌上に

各学校々舎の設計、設備 を掲載するは正に機

宜に適したるものと信ずJ と述べている 。

日士岡は、 昭和 9年室戸台風の被害状況の

報告として「大阪市木造小学校の被害状況と

大阪市木造校舎標準規矩画J (昭和 9年11月)

を発表し、市全体の木造校舎が68%あり、そ

のうち全倒壊 5校、 一部倒綴40校などを挙

げ、大正 3年 1 月大阪市木造校舎規準などの

効果について言及している。また日本建築学

会のjJ)} で、建築構造の桁ヨ成として活服 してし、

た佐野利協は、大阪市の状況に加 え、関東大

詰災後の東京市及び横浜市 の状況や提言 を

- 小学校建築の背景

大正 8年、市街地建築物法公布直後の同 9

年、大阪市は岡市学務委員、関係市吏員を組

織 して小学校設備調査委員会を設け、同12年

関東大震災などの教訓から、この委員会を建

築、 衛生、教育等の学識綿密走者、実務家など

を加 えて組織を補強した。約 1 i : f 斗土を賀やし

て l;flli 造は主体を鉄筋混凝造とし、 一部に煉

瓦及木材を使用する事を得、普通教室其他

要室床は板張とすj など11項目の設備標準を

策定した。岡市は昭和 2年 3 月末学区の制 を

廃止、 4 月より学区を統ー した。また、市に

移管を機に校舎係 を設け、技師主任富士同重

一、技師川口一二、大y耳' 直平の鉄筋コンクリ

ー 卜造 ( 以下、R C造) に卓越した人たちを

あて、技手、 l抑制支子雇、 l臨時雇など計約40

名を揃えた。 さらに小学校工事監督|属託をZ

ち上げ、 花岡才五郎、宗兵蔵などの実力者を

連ねる総勢92名の大所帯をm織した。大阪市

の小学校建築に対する意気込みが読み取れ

る。

これ らの動向に対 して、 日本建築協会( 以

下、 協会) は、昭和] 5年 2 月機関誌 『建築と

社会J (以下、機関誌) 誌上で「学校建築特輯」

を発表した。建築界の反響は高く、 同年 3 月

単行本 『学校建築図集j を刊行した。 乙の図

集は、奉安庫、幼稚園、 小学校のみならず中

学校、高等学校、大学などに言及し、外観 ・

内部などの写真、大阪市小学校木造校舎標準

矩計図 ・平面図 - 立面図などの図面、工事被

概など多岐にわたり、実例の採用地域も大阪、

京都、東京、横浜などを含め、 昭和 6年11月

に 3版 を重ねるベス トセ ラーとなった。

朝鮮総督府の現場から抜擁さ れた富士岡

は、早速協会機関誌に 11昭和J 4 年に於ける学

校建築の趨勢J ( 昭和 5年 1 月) 、「大阪市小
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① 旧大阪市立精 華 小 学校 備 隊図現状 ( 束から凶を見る)
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① 外観透視図 (*l

⑥ 学級室 (学習ルーム) ( 現在)

⑦ 1階廊下と地下室明かり取り用

ガラスブロ ック ( 現在)

① 講堂 ( 現在)

③ 増築部分 幼稚 l量121 ' 皆室内プール ー体育室( 現在)
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① 精 華小 学校 (r建築と相会J 11自利 5年 2月号より)

⑤ 1階平面図 (*l



⑬ 大阪市金臨小学校・増田清 (r建築と社会j 昭和 5' 1三2丹号より)

※ ⑪、⑫ 、⑬ 、⑬、⑬

(r学校建築図集j

昭和 6年( 三版) より )

※ ⑬ 

( r近代建築聾譜j

昭和 11年より )

什 l

⑪大阪市立久宝小学校: 宗兵蔵

⑬大阪市立御津小学校. 北棟花岡才五郎、西棟大阪市建築課

⑬大阪市立回辺第二小学校. 大阪市建築課

⑪大阪市小学校木造校舎標準矩計図 ・ = ・ 大 鷹 市 巾 ・ 鈴 本 鍾 校 曾 . . . 矩 形 隠 ⑬神戸市立雲中小学校. 神戸市営繕課
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「小学 校 建 築 ( ー) J  r高等建築学月報.1 (昭

和 9年11月18日) r小学 校 建 築 ( 二) J  (昭和1

10年 1 月28日) に発表 した。それによれば、

両市は小学校を全部RC造を以て復興し耐24

耐火構造 とする、と掘っている 。東京市は大

正 2年、東京市立小学校建設費補給がi程を設

け、震災後の同13年、東京市立小学校復興建

設的愉刃取を公布して市:毘耐火の強化を図

った。大阪市については、 市内小学校数244

校中全部R C造というもの31校、 R C造の増築

を有するもの50校 とし、 R C造 を採用できな

い場合は、木造でも太い柱方杖筋違を用いて

恥I混剛氏化を図ることを求めていた。

- 精華小学校の誕生

協会機関誌などには、設言|者名は増田建築

事務所や増田清とある 。 しかし増田の肩書き

は、改築落成を記念した 『精 華 校 園 改 築 落

成記念昭和] 5年 7 月』掲載の改築落成記念

ｊ￬ ｗ 誌には「工事設計 ｬ 属託 」、 ｾ Ｑ ｜Ｇｩ 造大要には「建

築実施設言|ーl屈託」とあり、 同 じ記念誌の中で

十船、が微妙に呉なる 。その上、建築委員と工

事関係者が紹介され、建築委員は元区会議長、

区会議員、元学務委員など 17名でkfl 織、委員

長には元区会議長の上田忠三郎が就き、工事

関係者には上田を筆頭に校長、南区長、南区

第一課長、南区学務部係長、南区枝子、南区

|賦託技手 7名が組織を補強 した。区も市と同

様の意気込みであ った

建築委員等の精霊i主小学校誕生の働 きについ

ては、 『南区志.1 (昭和 3年12月 : 387- 390頁)

に詳しく語られている 。それらから精華小学

校の誕生を追ってみる 。現校地か郊外に建設

するかの議論については、 「中111各一 区当局は

両者の主張を調停すべく、現校地に於いて、

立体四階建築と成し以て双方の主張を相兼ね

た設計を作成することに、 i斬く識を組むるに

至った。爾来上田学区会議長の要求に基づき、

幾十枚かの建築プランにより、意見の一致を

見て、主主に市長の承認並に知事の認可を得る

こととしたるに、時恰も学区統一に、将に直

面せんとするのH寺なりしを以て、 急速に其の

運びに至らず、区当局は勿論、其の間区会議

員、学務委員の焦慮苦心一方ならざりしが、

i斬く其の筋の認可を得て、昭和二年三月愈々

線工賀・六拾余万円の予算 を以て、本校を全音11

鉄筋混凝土凹階建の一大模範的新校舎に改築

すべく工事に着手することとな った」とさ れ

ている 。

また、建築委員長上回については、「中111各

同氏の公共事業中、畢生の事業として計画

せられたる、本校の改築に当りでは、区当局

を督し、幾十種かの建築プランを作成せしめ、

建築委員諸氏と共に、考究に、調査に、幾多
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の苦心を重ねji l¥l i く、現に改築中の設計を完成

せしめられたるは、偏に、 同氏の奔走尽力の

賜ものであることを忘れてはならぬ」と語ら

れている 。

学区統一前夜で、の小学校誕生の動きが生々

しく語られており、「幾十種かの建築プランj

とはどういった内容のものであるのか、「建

築計画大阪T肝街区役所」も含めて非常に興味

深い。建築委員は、我が国で最初のRC造小

学校、 神戸市立須佐小学校( 大正 9年11月竣

工) や神戸市立雲中小学校( 大正 9年12月竣

工) などを視察し研究している。それらの研

究成果を受けて上回は、育英女子高等小学校

( 大正12年) 、金剛小学 校 ( 昭和] 4年) など多

数のRC造の学校建築を増田清に、大宝小学

校( 大正13年) を東京の工学 陣士阿部美樹志

に、桃圏第一小学校( 大正13年) を分離派建

築会の石本喜久治に、南区庁舎( 大正11年)

を宗兵蔵に依頼するなどに奔走したことが、

南区にR C造が普及した背景である 。 佐野を

師 と仰 ぐ増田は、 RC造に関する 「鉄筋コン

クリート其の日その日」と題する論文を、大

正11年の機関誌に 6 @] も著し、 RC造の主に

施工方法について詳細に説いていたことも、

増田の登用に繋が ったものといえる。増田は

市内15校の小学校に関わるなど最多の実績

を残すとともに、広島で設計した建物が被爆

したにも関わらず現存するなど、建築技術者

として卓越した実力の持ち主であ った。

- 建築的特徴

精華小学校は、 6 年制の小学校の機能のほ

か幼稚園、実業教育などの機能を必要とされ

た。

同校は、工事着手昭和 2年 3 月、竣工同 4

年11月、建築費59万7770余円、高さは北東

20m、西 棟19.5m、南棟5.72m、校地4161ni、

建 築 面 柏1810日f、 延 べ 而 制8300ni である 。

配置は、富士岡の論文「大阪市小学校校舎の

実状と其計画の大要」に述べら れているよう

に、「校舎の位置、形状、方向坪数校舎の位

置は校地の北部と 西部に位置せしむるが最も

衛生的であるとされる、即ち東南部を聞けて

運動場とするJ とあり、 北部に体操室、講堂

など、西部に玄関、校務室、応接室、各学級

室などを設けている 。梢造は、講堂などのあ

る北練校舎の主要部は鉄骨鉄筋コンクリー 卜

造で、そ れ以外 をR C造の耐震耐火椛造とす

る。所要室は、 地階は家事室、手工室、剖烹

室、柔道室、瀧水室、合l験室、帽子外套室、

物品室庫、汽雄室、汚水滞化槽など、 l 階は、

玄関、通用門、校務室、応接室、集会室、医

務室、当直室、使丁室、湯沸場、体操室、遊

戯室など、 2階は、学級室、主fl 科室、用具室、

文庫など、 Ｓ Ｑ ｾ ｧ は 、 学 級室、国史 地理 室、図

書室、裁縫室、 作法室など、 4 階は、学級室、

唱歌室、裁縫室、作法室、校務室、ミシン室、

講堂など、 j室階は機械室を設け質の高さを諮

った。北側 と南側にそれぞれエレベーターを

l 基ずつ設置していたことも特筆すべきこと

である 。また、 RC造に手慣れた増田の手法が、

独特の梁の配置の学級室 ・体操室やダイナミ

ックなヴオール 卜天井を持つ講堂など、新し

い空間を創り 出していた。なお商服、室名は

『改築予作成記念』 に基づいている 。

- 閉校後の大阪市立精華小学校

精華小学校は、平成 7年 3 月31日開校、同

年 4 月 1 日大阪市立南小学校と統合した。

同年 「精華校園跡地活性化協議会j が設工・

し、 翌年大阪市は学習ルームとして地域に開

放した。同15年大阪市が北おR1階体操室を約

ＵＲ Ｐｮｩ 、 ＲＰ Ｐ ｊＱｩＱ ［ｭｾ 漢の 「 小劇 場」に ｬ 億 Ｘ 千万

円を かけて改修することを決定し、翌年同担3

3金! 支について再調査した。同年大|波市、 地元

関係者、演劇l人の材む戎で「精華小劇場活用実

行委員会J を発足させ、 10月23日「精華小

劇場J を立ち上げ、大阪の芸能文化の向上に

寄与した。同19年大阪市は、未利用地等活用

方針策定基準を定めた。その基準は、処分検

討地を基準 1- 3 、継続保有地を基準 4 - 6 、

事業予定地を基準 7 - 9 として 3部門 9段階

の梢成である。粘華小学校は、 処分検討地の

基準 2 とされ、基準 2 とは「活用見込みがな

く当該地の有効活用や税外収入確保に資する

ため処分を検討する乙とが適当と判断 される

もの( 処分H寺に処分検討 地から除外) 、処分

することにより周辺地域の発展に寄与するも

のj である。すでに、同23年 3 月末学習ルー

ムや精華小劇場は閉鎖され、現在処分を待つ

だけである。 しかし、 地元住民の熱意と寄付

とによって龍生した、 市内にH佐一残る近代の

R C造小学校建築を解体してよいものだろう

か。大阪市は、大正13年竣工の大阪市立工芸

高等学校本館( 平成12年大阪市指定文化財、

同20年近代化産業治産) の永久保存を平成 6

年に決定し、教育の場として活用し続けてい

る。精華小学校も学習ルーム、精華小劇場、

密集市街地内の災害H寺の避難所等としての活

用を再度検討していただくことを、大阪市に

強く要望します。
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関西の建築界/ 群 像 第21 回

l$. ¥" D哲夫 一 HA R A DA T E T S U O-

「第 2 吉本ビルディングJ を背にして

経歴

1961 大阪市生 まれ

1984 京都大学工学部建築学科卒業

1986 京都大学大学院工学研究科修士課程修了

竹中工務庖入社

1987- 竹中工務庖大阪本信設計部

受賞歴

生田神社震災復興 兵庫県人間サイズのまちづくり賞

HE P  FI V E  :  B C S賞

第 2 吉 本 ビルテインク。大阪建築 コンクール大阪府知事賞

千趣会新本社ビル 日経ニューオフィス賞

聞き手 影林督諭( 安井建築設計事務所)

写 真 撮 影 河 合止揚
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境界の解放

開発が進む大阪駅周辺の西梅田に、ひときわ透明な表情を見せるビル

がある 。東梅田には、街中に突如として現れる 巨大な観覧車を取り込ん

だ複合施設がある 。どちらも大阪人なら世代を超えて誰もがいろいろな

形で利用し、記憶のワンシーンに残っている場所に違いない。この第 2

吉本ビルディング( ヒルトンプラザウエスト) と HE P FI VEは今まさ

に 「大人な街」と 「若者の街」大阪を代表するランドマークとして親し

まれている。次々と都市に新たな空間の質を生み出し、自然と人々のに

ぎわいをもたらす建築を手掛ける原田哲夫氏に話を伺った。

「観覧車に乗りましょう 」と原田氏に誘われ、大人 4 人はゴンドラに

乗りこんだ。眼下に広がる大阪の街並みを望みながら、梅田の街づくり

の変遷について話をして頂いた|鼠「もともと、建築建物単体を作るこ

とより、者11市再開発がしたいと思っていた」 と語られた。原田氏の原点

がそこにある 。

都市再開発に携わる機会は、竹中工務屈に入社後すぐに訪れる 。阪急、

が茶屋110. アプローズの開発に着手した|際に、都市的アト リウ ムのネット

ワークを構成する一方で、劇場の計画担当を任された氏は、劇場が人で埋

め尽くされた時に空間が変わる その人垣の圧倒的な迫力に、建築に命

が吹き込まれる感覚を覚えた という 。そこから人の動き( アクティビ

ティー) や関係性をデザインすることが建築をデザインすることだと実

感する 。

その次に訪れた機会はHEP FI VEである 。外装は商業施設であるこ

とと 旧ナビオ阪急との一体性を考慮、し、 旧ナビオ阪急をリファレンスし

たパネルにより外部と内部を遮断した。 しかし、観覧車と庖舗、それら

をつなぐア トリ ウムの配置が勝負どころだと検討を重ねた。結果、その

せめぎ合うところ( 境界) に人々の出会いや出来事が生まれるとして、

にぎわう人々の活動が交錯する立体的で、開放的なアトリウムを生み出

す。同時に、アクティビティーが徐々に都市に姿を見せ始めるき っかけ

となる。 ここから氏は 「建築の境界が都市に溶け出し始めることに興味

を覚えた」 という 。

そして第 2吉本ビルディングにより、氏の思いは実現する 。一切の壁

という 壁が取り払われ、人々のアクティビティーがまるで平面を歩くか

のごとく 立面上に現れる 。その変化に富んだ豊かな表情は、前述した劇

場での迫力を凌駕する 。ここでは都市と建築、 地上と地下、内部と外部

が立体的に接続し、より透明感を際立たせている 。「手掛ける計画は大

規牒なため、 5年に 1度しか実現しないので失敗できない。だから猛烈

にスタディーする J と言 うように、ここまでの透明な建築を実現する為

にどれほどの構造的 ・法的難題をクリアーしなければならなか ったか

は、想像するにあまりある。

さらに原田氏はその手法と技術力を次の次元に展開させる。大阪の阿

倍野区に日本一の高さを諮る壮大な複合建築を生み出そうとしている 。

第 2 吉本ビルデイングを 4，5本積層 させたボリ ュームは21万ni に及

ぶ。多用途なプログラムをいかに消化するかが大変だというが、生み出

す場所は大阪の下町であるので、 11汀がもっ親密感のある美学を失うこと

なく、人々の暮 らしそのものを外にあふれ出させ建物と地域をつなげる

「 約 ｾｊ にしたいという 。

そこでもテーマがぶれることはない。一貫 して、アクティビティーを

し、かににじみださせるかにとだわる。そして、大阪の住吉で生まれ、長屋で

の環境、 学生時代に京都の町屋で過ごした氏の都市計画に対する尺度は、

ここ日本において、 「あたりまえでふつうなものを生み出すこと」だそ

うだ。 しかし、その尺度で取り組む思考の先には、だれもが想像し得る

世界を超える 。境界は解き放たれ、結果としてここにしかないl唯一無二

の、垂直に伸びる新し L 噺怖が展開される風景が広がっているようだ。
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す べ てを 提 供 で きるワンス トップソリ ュー ション企業 となる た め に。トステム、I N A X、新日経、サンウ エーブ、東洋 エクス

テリアは、それ ぞー れの 製 品 とサー ピスをひ とつに 集 結 。2011 年 4 月、 株 式 会 社 LI X I L とし て誕生 しました。お 客 さ ま の

ピジオ、スを 拡 げ る、 幅 広 い ライ ンアップ と総 合 的 な ソ リュ ー ション。これ から も、皆さまの ピジオ、スを 力 強く支 え ます。

2011 年3月 11 日に 発 生 しました「東日 本 大 震 災 」により被 災 された皆さまには 、心よりお 見 舞い申し上げます 。

株式会社 LI XI L

ピル関西支庖大阪市中央区修道町4-4-10 KDX小林修道町ピル6F

www. lixi l. co. j p/products/bui l di ng_equi pment /  TEL. 06- 4707・6400

む 暮 ら す 生 きる l l Xl l  

… l I D . : l . : l 新間約一L r n A I F . l … … 製 品 プ ラ ン m … u… さ … … E対 応 一 … を 提 供 一 ま す 1  
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三菱電機

Changes f or the Bet t er 

吋 / ン

家庭から宇宙まで、ヱコチェンジ。

家庭・オフィス ・工 場 か ら 社 会 イ ン フ ラ、そ し て 字 宙 に い た る ま で、あ ら ゆ る 事 業 を通 じて

低 炭 素 社会・ 資 源 循 環 型 社 会 の 実 現 に チ ャ レ ン ジ し、持 続 可 能 な 社 会 に 向 け て 貢 献 し て い き ま す。

|エコチェンジ |陸 型i. 0この広告についてのお肌合わせは、adv. webma蜘 @rf. Mit 叫 shiEle川 ∞ jpまたはFAX. 03-3218-2321 (宣伝担当) また
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公開研究会R E P OR T

都市のみどりを

使いこなす

- 講師からのメッセージ

①何より重要なの はシビックプライドを醸成

し、「わたし( たち) のまちj として都市に

積極的に参加していく状況をつくること。

②いくら美しい公共空間でも、そこに人がい

なければ、そして人がうまく使いこなしてい

なければ、豊かな環境とは呼べないのでは

ない力、

③緑は既成市街地においても、また新しい開

発においても、都市に対する誇りと愛着を

育むツールとして重要である。

. 日: 本建築学会近畿支部環境保全部会

主査 三好II lrl監 (武l f I 叩|女子大学教授)

幹 事 伊 丹 政二 (大阪大学大学院助教)

上山 卓( 株式会社コープラン)

北尾立I'lgj t (京都女子大学准教授)

高|河frtl ー ( 大阪市立大学都市研究プラ

ザ特任詩的i)

八木康夫( 関西学院大学教授)
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日本建築学会近畿支部環境保全部会では、平 だろう 。

成20年度から、「なぜ日本の住環境は美しくな 2" シビ‘ッ クプライド

らないのかJ ￨ｾ 寸問控訴哉のもと、重要と考 音11市再生機梢に在籍している時に、シビ ック

えるテーマについて先端的な取り組み、研究を プライド研究会に個人的に参加していた。シビ

されている講師をお迎えし、公開研究会を行っ

ています。

• 
第 9回公開研究会

第 9回となる公開研究会は、「都市のみどり

を使いとなすJ をテーマに、兵庫県立 人と自

然の博物館の研究員である武田重昭氏を講師に

迎えて開催しました。 ( 開催日 2009年 2月10

日、 会場 大 阪 市 立 大学文化交流センター・大

セミナ一室)

なお、本公開研究会は、 (初日本建築協会の後

援を得ています。

これまでの講師陣と比べて若手である武田先

生は、 HドFまで、者11市再生機構で、実務に携わって

おられました。いうまでもなく、 美 しい住環境

の形成に緑は重要な存在です。今回は身近な緑

の問題と環境の美化をテーマに、具体的な事例

を交えてご講演いただきました。

• 
講演

1  " なぜ日本の住環境は美しくならないのか

例えばひとつの象徴的な司j : f州として、某マン

ションメーカーが出したが「聞広告がある。そご

には建物の写実もなければ、周辺の緑の写真も

ない。有名芸能人親子が全面に載っているだけ

で、この広告をみて市民はマンションを買う 。

他にも著名なアイドルグループがC MIこ採用さ

れたというだけで、実際に募集倍率が上がった

りもする。そこには、やはり大きな問題がある

だろう 。 日本人の市民性、問I t の未成熟と L、っ

たことと同時に、乙のような プロモーションを

言午してしまう、専門家側の責任もある。乙れで

は日本の住環境は決して良くならない。行政も

閉じようなことをやっている。例えば 「ゆるキ

ャラ j と"if'ばオ1 るようなキャラクターをつくる。

まちおこしといってキャラクターで人を集め、

お金を落とせばそれで良しと考える風潮lがあっ

て、これも問題である。

しかしその一方で、、 しっかりとした街のブラ

ンディングやプロデユースを考える事例も目立

つようになってきた。芸能人やキャラクターで

はなく、住環境の良さで訴える広告、例えば「早

起きをして散歩を楽しめるようなJ 環境を前面

に打 ち出すテレビC Mなどである。こうい った

街のプランディングという視点で住環境を捉え

ることは、ヨーロッパなどではしっかりと 出来

ているが、日本にはまだまだ欠けている。その

時、緑というものは非常に重要なツールとなる

ックプラ イドと L寸概念はいわゆる 「愛国心」

「郷土愛」とは異なる。よく知られる iI Love 

NYJ は近いが、やはり少し迷う 。「私はニュー

ヨークが好きです」、つまり「私」と i NYJ

をわけで考えているところが迷っていて、シビ

ックプライドでは 「私」自身が「街」の一部で

あるという捉え方が大切で、ある。例 え ば iI

AmSterdamJ といった :); Jj : 例のように。 こう L、

ったキャンぺーンを通じて市民にね極的に者11市

への参加を促し、 そこから立ち上がる都市空間

こそが、魅力的な住環境へとつながって いくの

ではないか。

シビックプライドとは都市に対する態度( ア

ティチュード) であり、同H寺に音Ilrl' i で共有され

る{象( ビジ ョン) でもある。そのようなシビ ッ

クプライドを育むためには、 人々の思い、また

行政の忠、いをうまくつなぐ青11市の新しいコミュ

ニケーシ ョンが必要とされるが、その際にもや

はり緑は重要なツー j レとな ってく る。

-・・・・・・・・・・・・・眠凶唱圏直・liiill _ _ _ _ _  • 

パルセロナ市コミュニケ

ーション局は市民に呼び

か吋る繍々なキャンベー

ンを行っている.

2005 年末から新しくな

った亘幹キャンペーンが

""Barcel ona Balega!"" (パ

Jレセロナがドキドキす

る! )

「あなた (= 市民) がドキ

ドキすると、バルセロナ

もドキドキする. 何百万

もの (市民の) 曹があり、

何百万もの (市の) ブロ

ジェヲトがある. それら

を結びつけて 絡に夢を

実現しましょうj と呼び

かける.

. 胃.

シピックプライド ・キャンぺーンの司I 例とし

ては、/ " ( ルセロナの iBarcelona Batega! J が

知 られる。「あなたがドキド キすると / " ( ルセロ

ナもドキドキする j という怠ゆ!とが込めら れた、

市のプロジェクトだ。デザインされた/ " ( ナーが

街中を飾るが、その布地はリサイクルされて鞄

となり、 一般に販売さ れる。人々がそのバッグ

を持って街を歩き回れば、更にキャンぺーンが

広がるというわけだ。ポイン卜は行政が、バル

セロナを愛しそこに暮らす若手のデザイナーを

起用している点、で、すまし、感性が非常に効いてい

るし、市民も好! 惑を持って受けとめている。加

えてインターネ ッ トメデ ィアもm極的に活用す

ることで、市民の理 ｦｾ Ａ ｏ 度と民 Ｉｪｴ を上げ ている 。

そのようなキャンぺーンを効果的に矧面する

には専門の組織が必要だが、その事例としては、

イギリスのCABEなどが有名だ。1990年に設

立された組織で、開発など、のハードではなく 、

ソフトによる都市環境の向上に取り組んで、い

る。



3. パブリ ックスタイル

パブリックスタイル研究所という NPOにも

在籍していて、新しい公共のありかた、担い手

としての市民のありかたについて考えている 。

やはり公共空間で、人が出会って触れあ って話す

ということが、都市に対する誇りや愛着につな

がっていく 。特にオープンスペースの{史いこな

しによる生活の質の向上が、都市のムードを高

めて魅力を形成していくためには不可欠だ。そ

れには公共空間における調査・計画 ・デザイ

ン、活動から情報発信までを、 トータルに実践

することが必要となる 。

これまで、の日本の都市のっくりかたは、どち

らかというと私的な個人生活の充実に注力して

きた。 これからはもう少し公共に聞いた生活の

質を見直して、 他者との触れあいのある生活の

虫かさを、どのように獲得していくか考えなけ

ればいけない。そのような生活のありかたをパ

ブリックライフと H平んで活動 している。

良い事例 としてオープンガーデンという取り

組みがある 。イギリスで古くからあるものだが、

乙れは美 しく手入れされた個人の私的な庭を、

ある 一定期1/] 1オープンガーデンとして一般開放

し、 r，(Eもが自由に入 って鍛11で、きるようにする

ものだ。今では日本にも各地にコミュニティー

があり、感んに実施されている 。自分のための

私的な空間を少しだけ公共に聞いてやること

で、景観の美化につながり、庭を訪れる市民も、

また庭の所有者も大きな満足を得ることができ

るのだ。

そのような機会を、 都市のなかでできるだけ

多くつくっていきたい。その活動のひとつがピ

クニックだ。1Jj には多くの屋外空間があるが、

いくら美 しくてもそこに人がいなければ良い住

関境とは11予べない。 日本人はそのような空間を

うまく使いこなすことがまだまだ苦手だが、 fyll

えば2009年の水古11大阪イベン トと連動 した企

画として、ピクニックを通じた川辺のオープン

スペースの再生に取り組んだ。堅苦しいまちづ

くりではなく、ピクニックに参加することで、

普段使われなL 、川沿L 、の公図などを休験しても

らい、その楽しさ、官? やコミュニティーに与え

る効果を知 ってもらって、最後に「ピクニック

宣言J を策定した。
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POではその他に屋外のライフスタイルの

情報発信として rOSOTOJ の発行や、今後の

課題としては屋外空間の評価JI 、「公園ミシュラ

ン」のような格付制度にも取り組んでいきたい。

これからはインフラの充実から、その上で展開

されるソーシャルキャピタルとしての社会資本

の形成が何より重要となる 。

4. 既成市街地のみどり

既成 市 ｩｾｪ ｪ 山 の緑の話として、学生の頃から取

り組んで、いる震災復興の緑のありかたを取り上

げる 。震災車部主と L 、うのは特異な事例であるが、

街の更新が極めて主息切聞に観察できるという意

味では、今後の市街地更新を考える |努の重要な

サンプル となりうるものである 。神戸市東 灘

区 ・魚崎という被災地 を対象にして、震災前と

震災後の復興のなかで、緑の変化に着目した。

震災前の緑に比べて、震災後100日を経過し

たH寺点では緑の量は大きく減っている。 これは

被災した建物等をl除去する |擦に邪魔な緑も一緒

に撤去した結果である 。調査では緑を 3種類に

分類した。街路樹や公園のような公共の緑、私

有地の緑のうち敷地の前回など、にあって、景観

的に公共が共有できるいわば半公的な緑、そし

てパックヤードなどにある完全に私的な緑であ

る。見比べてみると、街の緑のほとんどは私有

地の緑であることがわかる 。 しかし、私有地の

緑には何の担保性もないので、所有者の個人的

な事情によって街の緑は大きな影響を受けるこ

ととなる。そのようなごとが震災の復興過程を

追いかけることで明 らかにな った。また、接道

部分の梢成の変化をみると、震災前は緑が多く

みられたのに対し、震災後に再建された場合は、

前面道路ギリギリまで、建物の外壁面が迫 ってい

る事例が多く、緑が減少している 。

つまり、私的空間の緑に大きく左右される住

環境で、街の魅力をつくり 出すためには、 一人

ひとりの街に対する誇りや愛着の酌ｾが重要と

いうことになる 。そのきっかけづくりとして、

緑の空間の使いこなしを活性化 させていくこと

には大きな意味がある。

5  団地・ニュータウンのみどり

長く実務で団 地をやってきた。団地 というも

のは、 出 現した当 初 は誇りと愛着に ￬￭ｬｾ ちた住環

境であったが、現在はそこにあった吉田ft やコミ

ュニティ ーが顧みられることなく建て替えが進

められている 。最近問題にな っているのが団地

の高齢化と単身 !立帯化だが、見方を変えればそ

もそも当初の均一的な世帯机成が特異だったの

団地のj訪 問問の活用の仕方として、かつての

団地がもっていた緑のポテンシャルを活かしな

がら、居住関坑を新たに形成することができれ

ば、相当に21かな環境を得ることが可能だ。

またニュータウンとしては、港北; ニュータウ

ンのグリーンマトリクスが緑地の扱いとしてよ

く知られている 。

6. みどりを{ 吏いこなすライフスタイル

日本建築学会都市計画学会の編集委員をして

いて、 学会誌で1960年代の都市首|函iやその思

想、を振り返る特集を組んだ。そのなかで津端修

ー さんのインタビューを行 った。1951年に丹

下研究室を卒業した津端さんは、レーモンド事

務所を経て 日本住宅公団の創設に参加 し、 1960

年に高蔵寺ニュータウンの言 |闘に携 わった。 そ

の後、広島大学教J受を経て現在は自 由H寺閲評 論

家を名乗り、 300坪ある自分の敷地 の 2 / 3 を

畑にして、毎日自分が食べる野菜を採って半自

給自足の生活を送 っている。そのようなラ イフ

スタ イルを30年来提案して いる津端 さんは、も

ともとニュータウンでやりたかったのは、こう

ｌ 、うライフスタイルだと ￰ｾ してく オ Ｑ た 。 インタ

ビ‘ュ ーに訪れた|探には畑の野菜で、パーティーを

聞いていただき、都市計画とはつまりこういう

ことだと諮られたのが印象に残る 。理論で難 し

L 、ことをやるのが都市計画ではなく、訪れた人

をもてなして、少しでも多くの人に生活の豊か

さを伝えていくのが都市計画だと 。

今、青11市再生機構でも同じようなことを中

根 ・金田台で展開 している。緑住肢がテーマだ。

これは民地を含んだ土地区画整理事業で、農地

を換地 してパックヤード側にまとめ、居住者が

出作業できるようにしたもの。フロントヤード

側は景観緑地 として、市が管理するオープンス

ペースとなっている 。ノf ックヤードのl型地は隣

地とXE抗しているので、 j山山の手if; となって散策

も可能だ。緑と住宅地 とj辺地をセットで販売す

る試みであり、現在の都市再生機構 もいろいろ

と知恵を絞ってL唱 。

7. 人生に寄り添うみどり

緑を、者11 $に対する諮りと愛着を育むツール

として使いこなすことが重要である 。例えば総

合設言 I'f ljlj 度で、設けられた公開空地をどのように

使いこなせばよいのか、また日本の公園はあら

ゆる禁止看板で制限ばかりだが、「みんなの公

園j という怠識ではなかなか良くなっていかな

い。そうではなく、「夜、たちの公園」 と思える

場所 をひとつでも多くつくることが、緑地のあ

であって、高齢世帯を 1:ll 心に、様々な年代が混 りかたとして大切だと思う 。単なる賑わいづく

1王する街としてやっと成熟してきたといえない

こともない。そのための屋外空間における触れ

あいといったものを考えていきたい。建て替え

事業のなかで、かつての記' 憶やコミュニティー

を、 風景を通じてどうやって再生していくか。

りだけでなく、人生になくてはならない存1王と

して、とれからの都市再生のなかでの緑の持つ

意味を考えていきたい。

(文i' t・日Wdf ill - / :大阪市立大学術市研究プラザ特任前例i)
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惨第 2 回ヒートアイランドに配慮、

したまちづくり・アイデアコンペ

~大阪の夏を快適に走る~

ヒートアイランド対策に産学官民が連携して

取り組む「大阪ヒートアイランド対策技術コ

ンソーシアム J (大阪HI TE C) では、大阪に

おけるヒートア イランド現象を緩和し低炭 素

型 社会の形成に役立ち魅力ある都市空間を創

出する空間デザインと大阪の夏を涼しく過ご

す夢あふれるユニークなアイデアを広く募集

する 。応募区分は「学生の部j と「一般の部J

に区別 し、審査 ・顕彰の際に考慮、するものと

する 。

・提案内容

大阪の夏を涼しくし、都市の魅力を 向上させ、

大阪のまちでマラソンやジョギング、ウォー

キング等を楽し めるまちの提案。

①者11市デザイン部門

ヒートアイランド現象を緩和し' 快適で、魅力あ

る都市空間デザインの提案。

①技術アイデア音1I門

大阪の夏場でも快適にマラソン等できる都市環

境や屋外環境を創出する技術アイデアの提案。

. 提1':1:'，!防

①都市デザイン部門

デザイン趣旨、各種図面、イメージパース、

模型写真、対策技術の内容などを A 3 サイズ

2枚に表現

①技術アイデア部門

アイデア趣旨、イラスト、文章( 図表、グラ

フ含む) などを A 3 サイズ l 枚に表現

・11

①都市デザイン部門

最 優 秀 作 品 質 l 点( 賞状及び副1110万 円)、

優秀作品質数点( 賞状及び高1) 賞 2 万円) 、特

別111 点( 賞状及び副賞 5万円)

①技術アイデア部門

最 優 秀 作 品 質 l 点( 賞状及び副1110万円) 、

優秀作品質数点( 賞状及び副首， 2万 円) 、特

別11・l 点( : U・状及び副賞 5 万円)

* 優秀II・は、応募区分( 学生の部、 一般の)

を考慮する 。

・事前申込

2011年 6 月10日(金) - 7 月10日( 日) ( 当日

消印有効)

氏名、応募部門 (都市デザイン部門・技術ア

イデア部門) 、応募区分( 学生の部・ 一般の部)

を記入の上、電子メールにて申し込む。

送 信 先 info@osakahit ec.com i 大 阪 I-I I TE C

コン ペ係J まで。 ( 送信後の変更対応可)

. 作 l忠z提出期間

2011年 8 月 1 日( 月 ) - 8 月20日( 土) まで

( 当日消印有効)

・審査

8 月下旬

・作品展l時期間 ・表彰式

9 月上旬

詳細は大阪I - I I T E Cホーム ぺージで。

http: / / ww¥V. osakahi t ec.com/ (  5 丹下旬公表

予定)

砂カンディンスキーと青騎士

ヴァシリー・カンディンスキー <r コンポジションwJ の

ための習作 2 ) 1913年

201町己初頭のドイ ツ ・ミュンへン。 ロシア生

まれの巨匠ヴァシリー ・カンディンスキー

(1866- 1944) は、仲間とともに 1911年、新

しい美術運動を展開させるべくグループ「青

騎 士j を結成した。彼らは展覧会の開催や書

籍の刊行を通し て 、 モ ダ ン ア ー トの歴史に

輝かしい足跡を残した。本展では、カンディ

ンスキーの伴侶であった画家ガブリエーレ ・

ミュンター 旧蔵の作J1誌を中心に、 ミュンへン

市立レンバッハハウス美術館が所蔵する 世界

屈指の青騎士コレクションの中から代表作を

含む約60点の作品と当 H寺の写真や資料によ

って乙の美術運動を紹介する 。

会 期 2011年 4 月26日- 6 月261二1( 日)

10 :  00- 18  :  OO(金、土は20 : 00まで)

休館日月限

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 企 画 展 示 室

神戸市中央区脇浜海岸通1- 1-1

078-262-0901  

ｴｾ 覧料 一 般 Ｑ ， ＳＰＰ 円、大学生 ＹＰＰ 円

高校生 . 65歳以上650円

中学生以下無料

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) ヘ。

砂2011 年度コレクション展 I

特集展示

「伊藤文化財団設立30年記念

一寄贈作品の精華」

伊藤文化財団は、伊藤ハム附創業者 ・伊藤偲

三の意志により、兵庫県下の美術館や文化施

設等のいっそうの充実を期すために、民間の

立場から 協力することにより、県民文化の向

上発展を期すことを目的に1981 (昭和56年)

に設立された。以来、 30年にわたっての寄贈



作品は約700点、寄贈図書は約4，000点にのぼ

る。本展では、安井曾太郎、小出楢重の貨重

な素描、現代美術から後期の 「具体j の重要

な作品群など含め幅広い寄贈作品の全容を紹

介する 。

会 期 2011年 3 月初日 - 7 月 3 日( 日)

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 常 設 展 示 室

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1

TEL. 078-262-0901  

観覧料 一般500円、大学生400円

高校生 .65歳以上250円、中学生以下

無料

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

本多 錦吉郎 〈羽衣

天女) 1890年

砂大英博物館古代ギリシャ展

一 究極の身体、完全なる美一

美術、文学、哲学、スポーツ さまざまな

文化が花開いた古代ギリシャで“ 人類史上も

っとも美しｾ ' ¥" と評されるギリシャ美術は、

その後の西洋文明の「美」の手本となった。

本展では、日本初公開の 〈円盤投げ ( ディス

コボロス ) ) をはじめ、大英陣物館が世界に

誇るギリシャ ・コ レクションから厳選された

j形刻、レリーフ、壷絵など 135点を紹介する 。

会 期 2011年 3 月12EI- 6 月12日( 日)

9  :30- 17: 00 ( 金土は19:00まで)

休館日月曜 ( 5/ 2 は開館)

会 場 神戸市立博物館

神戸市中央区京町24番地

観覧料 一般1，500円、高大生1，100円

小中生600円

問 合 せ 神戸市立博物館 (078-391-0035)

[ 展示構成]

円盤投げ( テーィスコ

ホ口ス)

後 2 世 紀 ( 原 作 前

450 前440年頃)

作品写真

@ The Truset ees 01 

the Bri ti sh Mus e um 

第一章/ 神々、英雄、別世界の者たち、第二

章/ 人のかたち、第三章/ オリンピアとアス

リート、第四掌/ 人々の暮らし

[ 主な作品]

円盤投げ( ディスコボロス) 、ゼウス小僧、ス

フインクス像、アフロディテ像、エロス像、黒

像式アンフォラ: へラクレスのネメアのライオ

ン退治、後期スぺドス型女性像、 コリント ス

式兜、へラクレスの結び目のある冠、耳飾

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

除草書の美一近世日本の書聖

貫名務翁の作品から-

書家である貫名私翁( 1778-1862) は、明

治期の日下部嶋鶴や窟谷一六 らの高い評価か

ら、 「近世日本の書聖j と称された。

本展では、館蔵山下コレクションの貫名萩翁

作品群から、普 ・唐の書風を見事に昇華しで

もはや痕跡を留めない自然妙有の境地に到っ

た核翁晩年の完成期の書風「萩翁書風」作品

と、最晩年オ「中風様書風」作品を中心に紹

介する 。

会 期 2011年 4 月2 日- 5 月29日( 日)

9  :  00- 17 :  15 休館日月曜

(但し、 5 月2 日は開館)

会 場 堺 市 博物館 l 階展示場

観覧料 一般200円、高大生100円

小中生50円、 65歳以上、障害あるか

た無料、堺市内在住 ・在学の小中生

は室生

惨ルオーと風景

- パリ、自然、詩' 情のヴ、イジ、ヨンー

20世紀フランスを代表する画 家ジョルジ

ュ ・ルオー( 1871- 1958) は、生涯「風景j

をテーマに取り上げ描き続けた。ブルターニ

ュ地方やウーエルサイユ、そしてパリの下町の

情景など。やがてこうした舞台にキリストが

登場し、ルオーの風景画は神秘的な光に包ま

れた独自の静訟な聖書風景へと 向かう 。

本展は、ルオーの初期の風景画など囲内所蔵

の名品のイ也、ブルターニュやウa エl レサイユを

描いた日本初公開作品等フランスから特別出

品される 。油彩、水彩、版画、資料等約90点、

により、彼の最も内密な創造の源を彼が出合

ったフランスの風景に求め、画家と風景の関

係を読み取って L 、く 。

会 期 2011年 4 月23日- 7 月 3 日( 日)

10: 00- 18 :  00 休館日月 H程

会場パナソニック電工汐留ミュージアム

/ 、ローダイヤル 03-5777-8600

東京都、港区東新橋ト5-1

パナソニック電工ビル 4 階

入館料 一般500円、高大生300円、

小中生200円

砂水・火・大地

~創造の源を求めて

九州新幹線開通を記念して、熊本が誇る水( 豊

かな地下水) ・火( 阿蘇不知火) . 大地をテ

ーマとした展覧会である。

出品作家は、ニューヨークを 11llJ 作拠点として

活躍する察図強と千住博、世界有数美術館の

多くがその作品を所蔵する杉本博司、またイ

ギリス自然派を代表するディヴィッド ・ナッ

シュ、リチヤ ード・ロング、アンデ ィー ・ゴ

ールズワージ一、そして、見えない水をテー

マとした遠藤利克、熊本の土を素材とした浅

井祐介の 8名である 。

会 期 2011年 4 月 9 日- 6 月12日( 日)

10 :  00- 20 :  00 ( 最終入場は19: 30) 

休館日火曜

会 場 熊 本市現代美術館企画展示室 1 .  II 

熊本市上通町2-3びぷれす熊日会館3F

TEL. 096-278-7500 

観覧料 一般1，000円、高大生500円、

小中生300円

熊本市、福岡市、鹿児島市内の小

中生は無料

遠藤利克 「遠藤利克展/ 供儀と空洞J

国際芸術センター青森 2009年 展 覧 会 風 景

砂ホンマタカシ

ニュー・ド、キュメンタリー

ホンマタカシは、現代の写真表現において第

一線で活躍し、国際的に注目されている日本

人写真家の一人である 。80年代後半から活躍

しはじめたホンマは、 90年代ロンドンへ渡り

様々な方法で写真を制作する可能性に触れて

Lぺ 。帰国後も活躍を続け、 99年には 『東京

郊外j で、木村伊兵衛写真賞を受賞し、現在

に到る 。本展では、 2005年以降手がけた作品

群を中心に展示する 。

会 期 2011年 4 月9 日- 6 月26日( 日)

11 :  00- 19 :  00 ( 金、土は20 :00まで)

休館日月曜

会場東京オペラシティアートギャラリー

東京都新宿区西新宿3-20一2
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TEL. 03-5353-0756 

観覧料 一般1，000円、高大生800円、

小中生400円

(Trai ls) より 2010  

砂医療福祉建築賞2010受賞作品

「医療福祉建築l 1J は20回の節目を迎 えた 回

であった。今回の応募点数は24点であり、 3

点が選ばれた。

O メデイカルモリノビル( ブレスト& イメー

ジング先端医療セン ター付属クリニック)

所 在 地 神奈川県川崎市麻生区万福寺6-7-2

延床而1i 'l 6，317  ni  

竣工年月 2008年12月

開設・管理者 中新産業(約十学校法人マリアンナ

医科大学

設 計 者 KAJ I MA DESI GN 

施 工 者 鹿 島 建 設(鈎

写真撮影 (紛エスエス東京

0 長岡市子育ての駅千秋「てくてく J

所 在 地 新 潟 県 長 岡 市 千 秋1-99-6

延床面積 1，282 ni 

竣工年月 2009年 3 月

開設目管理者 長岡市 ・長岡市教育委員会子ども

家庭諜

設 計 者 (掬長建設言|事務所+ 長岡造形大学

山下研究室

施 工 者 建 築/ 長 鍛 ・池 田千秋が原南公

54 

困施設建築特定共同企業体

写真撮影 山下真理子

0 久留米大学医療センター

所 在 地 福 岡 県 久 留 米 市 国 分II IJ l 55- 1

病 床 数 300床

延床面積 22，5481吋

竣工年月 2007年 4 )=1  

IJf l設管理者 学校法人久留米大学 ・久留米大学

医療センター

設 計 者 側 日 建 設 万|

li l ! ! . 工者大和建設(掬 : 1  WI， (船大林組 nWI

写真隙影 (削 I附 l

砂「平成22年度省エネ照明デザ

インアワードJ 受賞作品決定

省エネ対策を一層推進す るため、 (量れた省エ

ネ効果と高いデザイン性の両立を迷成してい

る施設を2010年12月より募集した。 この度、

グランプリ及び優秀事例受賞施設が決定した。

結果内容は以下のとおり 。

. グラン プリ受賞施設

①商業施設制 ''' 1

『天升照明のALL LED化を多数のフロアで

実現した 世界初の百貨庖j

施設名 大丸大阪・仰回!苫

所 在 地 大|仮i ' li北区

事業者側大丸松坂屋百貨脂

②公共Jj包百貨 ・総合施設削吋

『美術館展示照明をはじめ、建物全体のベー

ス! 照明 にLEDを採用し、魅力的 な空間 とr: !J

い省エネ性を笑現した次世代型施設j

施設 名 根 津 美 術 館

所:(:TJ 山 東京都港区

事業者 。! 桝昨I!美術館

①その他施設部門

『あらたなるゆとりのシニア邸宅を実現する

「リズムに考 ｊＮｾ ました省エネ照明デザイン ｊ ｊ

施設名 東急ウェリナ大岡山

所在地東京都渋谷区

事業者 東京急行電鉄(掬

優秀明例受賞施設

・商業施設部門( 8作品)

・アリオ柄本 ・ケンタ ッキーフライドチキン

l判明ニ公園府 - コープさ っぽろ西宮の沢l苫 ・

スターパックスコー ヒー福岡大涼公図庖 -

ZENT盟問木，;5 . ドトールコーヒーショップ

外苑前山・長野トヨタチューカーボ ックス

川中山! 万 ・パロー草津!高

・公共施設 ・総合施設部門 ( 6作品)

- 大林組技術研究 所 本 館 ・東京国際空港国

|際線ターミナル ・阪急電鉄 mWi' li! 駅・泌区

立芝計Ii小学校・芝浦幼稚l重1. ユビキタス j涜削

! 料品CANVAS' ローム京都駅前ピル

・その他の部門( 3 作品)

. NトIK横浜放送局 . Green Avenue あざぶ

の丘 - ポーラ銀座ビル



第 2 回通常総会

3 月23EI (水) 16 :  ｏｏｾ＠ 16  :  30 

出席者 中井会長ほか722名

(1，4361コ 委任状含む)

場 所 OMM地下 11椅ギャラリー

議 事 ( 1  ) 平成23年! 真事業計画 ( 案)

(2 ) 平成23年度収支予算( 案)

理事会

第 2 回通常理事会

3 月23日( 水) 15 :  ｏｏ ｾ＠ 15  :  35 

出席者 "1"井会長ほか45名( 委任状含む)

場 所 OMM地下 l 階ギャラリー

議 事 ( 1  ) 平成23年度事業計画( 案)

(2 ) 平成23年度収支予算 ( 案)

( 3 ) 報告事項

編集委員会

第12回編集委員会

3 月9 日( 水) 17 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  00 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 6名

議 事 ( 1) H I号特集 「まちな かのサ

ードプレイス J の報告

( 2)  5 月号特集 「新しい生活空

111JJ の報告

( 3)  6 月号特集 IECOJ の報告

(  4 )  7  J=I 号特集「建築と土J の

報告

( 5)  8 月号特集 「駅」の報告

( 6 ) 各小委員会 分科会からの

報告

( 7 ) 読者と選ぶ「建築と 社会」

賞 1 次審査

( 8 ) 収支状況報告

第 2 回 「駅j 特集委員会

3  J'116日 (水) 18 :  ＰＰｾＲ Ｑ＠ :  00 

出席者 設楽委員長ほか 3 名

議 事 8 月 号 特 集 企 画 案 検 討

第10回構造分科会

H I 4 日 ( 金) 18 :  ｏｏｾ＠ 19  :  30 

出席 者 石 田 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1)  I椛造の頁J の企画

( 2 ) 新年度の分科会体制

( 3)  12月号椛造特集の企画

第 9 回施工材料分科会

H I  1 日 (火) 17 :  ｏｏ ｾ＠ 18  :  00 

出席者 ':1吋11幹司王ほか 4名

議 事 11丹考特集

第10回設備分科会

3 月2 日 ( 水) 18 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  15  

出席 者 赤津幹事ほか 3 名

議 事 ( 1 ) I設備の頁」の企画

( 2 ) 見学会の企画

( 3 ) 講習会の企画

( 4)  6 月号設備特集の企画

( 5 ) 新企画の提案

( 6) 超高層 - 高層マンションやオ

フィスビル計 画時への提案

( 7  ) “ 測定機傑シリーズ"

第11 回作品作風小委員会

3 月24日( 木) 19 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  30  

出席者 池上副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲I版状況並びに掲il改

予定の報告

( 3)  I  gall eryJ 掲;1成 報 告 予 定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

第12回広告企画小委員会

3 月 9 日 (水) Ｑ Ｖ ・ ＳＰｾ Ｑ Ｗ :  30 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1 ) 4 月号特集「まちなかのサ

ードプレイス 」

( 2)  5 月号特集 「新しい生活空

間」

( 3)  6 月号特集 IE COJ

( 4)  7 月号特集「建築と 土」

( 5 ) 新シリーズ 「索材」

( 6 ) 収支状況

第12回10年委員会 (現場見学会)

3 月 3 日( 木) 18 :  ＳＰ ｾ＠ 19  :  30 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1  ) 第 5 回 「建築の現場j 見学

会について

( 2 ) 今後のス ケジュール

第13回10年委員会

3  J=I  4 日 ( 金) 11 :  ＳＰｾ Ｑ Ｓ＠ :  40 

出席 者 設 楽 委員長ほか 3名

議 事 ( 1  ) 橋爪紳也氏へのインタ ビュー

大阪 「かく れたええとと 」

そうせい( 創生) プロジェ

クトの今後に製むこと

( 2 ) プロジェク トの今後の進め方

出版委員会

第 11 回出版委員会

3 月17日 (木) 18 :  ｏｏ ｾ＠ 19  :  00 

出席 者 上 原 委員長 ほか 8 名

議 事 ( 1  ) プロの ノウハウと特装本の

経過報告

( 2) 進行中のテーマについて

事業委員会

第 7 回情報見学小委員会

3 月10日( 木) 18 :  ＳＰｾ＠ 18  :  45 

出席者 瀬戸川委員長ほか 8 名

議 事 ( 1)  I関西大学桝キ ャンパ スj

見学会について

( 2 ) 来年度事業案について

教育委員会

第57回工高生デザイ ンコンク ール募集規

定作成会

H I 9 日 ( 水) 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  45  

出席者 長 J反審査委員長 ほか審査員 5

名 ・宇l' 野副委員長ほか委員 5 名

議 事 ( 1  ) 第57回工高生デザインコン

クール募集規定原案の検討

(2 ) 今後の作業予定、その他

特別委員会

第20回 群 像 ( インタヒ‘ュ ー)

3 月9 日 (水) 9  :  ｏｏｾ＠ 12  :  00 

出席者 奥 i主人( インタヒーュアー)

ほか 7 名

殺事関西の建築界 ｉｭｾ 像 ｪ 登場者の

人間像に迫るためのインタピ‘ ュー

側 ケイオス 津田 充 氏

第21回 群 像 ( インタ ビュー)

3  J=128日( J =I) Ｙ Ｚ ＳＰｾ Ｑ Ｒ Ｚ ＰＰ＠

出席者 影林督 諭 ( インタヒ‘ ュアー)

ほか 6 名

議 事 関西の建築界「群像」登場者の

人間像に迫るためのインタビ、ュ ー

側竹中工 務 庖 原田哲 夫 氏

講習会

「わかりやすい エ レベータ新基準解説講

習会j 開催

3 月16日( 水) Ｑ Ｔ Ｚ ＰＰｾ Ｑ Ｗ Ｚ ＰＰ＠

場 所 近 鉄 堂 島 ビ ル 21街会議室

講 師 三菱電機(附ビルシステム部

締結裕司基 氏

三菱電機ビルテクノサービス(船

井上 淳 氏

山本 宜 永 氏

参加者 12名

出席 者 赤淳委員ほか 21: ，

ム

一
品

川字見

関西大学堺キ ャンパス 見学会

3 月24日( 木) Ｑ Ｔ Ｚ ＰＰｾ Ｑ Ｖ Ｚ ＰＰ＠

講 師 大 平滋彦 氏 側竹中工務庖

参加者 31名

出席 者 瀬戸川委員長ほか 3 名

関大堺キ ャンパス見学会
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空調・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本庖 東京都港区浜松田Tl - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川 区加烏 1- 58- 59 電話06 ( 6302)  2270 

支 庖 北海道/ 東北/ 北関東/ 機浜/ 名古屋/ 中国/ 九州|

のぷ［にたｾ
¥:iI' "  T  ¥ '.¥..;7'. 

We  have hope 

l 固印 刷 " . ポスターカタログパンフレット. ・鰭. 年箇往史、

I  鐙箆文字面l i I データ処理

・メディア事鍵 S Pプランニングコン汐ルテインク.I r..ノリユ シヨン

we b&t 1 メディアコンテンツ企画制昨

• 
， 、 株 式 会 社NPGー ポ レ シヨン

本 社 干53ι ∞43 大阪市北区天満ト9. 19

tel: (06) 6351 - 7271 (代) fax: (06)  6352・7479

第二ピル 干53ι ∞43 大阪市北区天満 1- 11. 8

tel: (06) 6351- 0128 ( 代) fax: (06) 6351- 020日

東京支社 干105 日刃4 東京都港区浜松町 1. 2・1

一光浜松町ピル7 F

tel :  (03) 3433- 5211  ( 代) fax:( 閃) 5776- 7733 

(旧社名ナニワ印刷側、 日本データネ ット樟))

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲJ 械式会社

本庖・大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸掘1丁目9番25号 従話 (06)64' 11.8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・徳岡

支 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横 浜 金 沢 ・京都 神戸 ・天理 ・岡山

広島 ・高股 ・熊本

営 難 所 帯広・函館 ・背森 ・秋田 ・盛 岡 前 橋 ・長野・静岡 ・豊田 - fl! ・宮山 ・

福井 ・徳山 ・松山 高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那願

出 張 所 旭川 ・福島 ・川 崎 松 江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58・1511

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

N A C且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl jp E - mail :sc@nacLcoj p 

本部営業部 干560- 0036 大阪府豊 中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt -ル2 階

T EL  ( 06) 6843- 1235( 代) FA X  (06) 6853- 1632  

東京事務所 〒111- 0051 東京都台東区蔵前2丁目 7- 2 東京NAC Lピル

T EL  ( 03) 3862- 0978  ( 代) F AX  (03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二J OCS A ( 膨張 |間 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ヨｾＺｊ ｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ ク ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｓ ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ接 点切 Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二J nE S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・ョーニJ nI I OOO(製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本社 ・京 都 ・京 丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

56 建築と社会 ・201 1.5
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※ 構造の頁 (P42) 所収の 『高山市立中山中学校』で使用されたメーカーです。

構造用集成樹の銘建工業

設計者のニーズに素早く的確に対応し

木材を通じた新しい価値を提案

木質素材のより良い使用方法をご提案させていただくことで、

銘建工業は皆様と環境とのコミュ二ケーション を図って

行きたいとかんがえております。これからも木材の可能性を

追い求め変化を厭わない私たち銘建土業にご期待下さい。

・銘建工業株式会祉 URL h均 / / www. m叫 enkogyo.c o m/

大断面工場 ・岡山 / 0867- 42- 3660 東京/ 03- 5835- 5610

{ プロが教える)

藤山 宏 e 回 判 176( カラ ー3 2) 頁 定 価 制O円

ＱＹ ＴＷ 年生まれ 。 鳥取大学ｴ［Ａ学古 ｩｦｬｾ 学科卒業後、電鉄系造園会社、住宅会社造園謀、

外構造| 麹工事会主tを経て、 1994年陶造iif 空間研究所を設立。エクステリア ・ガーデ

ン工事の蛍紫、設計、施工管理のキャリアを活かし、社員教育、技術研修等で活躍中。

E & Gアカデミ ー副学長。若曾に 『住宅エクステ リアの 100ポイント J ( 学芸出版社) 、他。

門廻り、アプローチ、壁、インテリア、 屋上、

住空間で緑( 樹木・草花) を効果的に

使いこなすための知識と考え方 |実例・図面満載|

. 目 次

第 1章植物の基礎知識

第2章現地調査と植栽計画図の作り方

第3章部位別植栽の考え方

01  門廻り

05 駐車スペース

06 坪庭 ・中庭

07 デッキ ・テラス ・ベランダ ・

バルコニー

0 8 壁 屋 上

6学芸出版社

02 アプローチ ・階段スペース

03 垣 塀 フ ェ ン ス 等

04 法面 白擁壁

09 インテリア

第4章 イメ ージ別ガーデン植裁の考え方

第5章 施 工 ・メンテナンス

干600- 8216 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

t el  075-343- 0811 f ax 075-343- 081 0  

htt p: / / www. gakugei- pub.jp/ E-mail info @g akugei - pub.jp 
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